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日本産高 山 植物ノ ート （3ア

日本産キパナノコマノツメとタカネスミレについて

口

問1 4高 秀 男

Notes on Japanese Alpine Plants (3）牛

On Viola bi/Lora and Viola crassa in Japan 

Hideo TAKAHASHI 

8. 日本産キパナノコマノツメとタカネス ミレについて

筆者は先にく神奈川｜専研報 Vol.l.No.4）飛騨山脈爺ケ岳で採集したタカネス ミレ Viola

crassaの地下茎による繁殖例を記録し，さらに標本を検討して信濃木曽駒ヶ岳，蓮華岳，

八方山， 越中立山， 朝日岳，羽後駒ヶ岳産は智枝を生じて繁殖し，信濃八ヶ岳，陸中岩手

l上［， 石狩大雪山産は鈎校は生じないと報告した (1971)。 ところが1971年7月に陸中岩手

山へ登りタカネスミレの地下器官を観策したところ，この山に生えるものはすべて旬校で

繁殖していることを知り，地下に旬校を生じないと報告したのは誤りであることに気づい

た。これは不完全な脳葉標本を用いて調べたために起った誤りであると考えた。そこでタ

カネスミレを再検討するために，日本におけるタカネスミレの現地踏査を試み，生態観察

をする一方，花や葉などの一部は液浸標本にして持ち：l帝り，外部形態の諸形質について比

較研究を行なってきた。その結果日本産 Violacrassaは地下茎のほかに，葉，花などの

各器官にもかなりの変異があって，しかも，その変異集団は地域により一定の分布域をも

っていること を知った。また同時に近縁の種であるキパナノコマノツメについても観察を

わない， 若干の知見とタ カネスミレ との比較を試みたのであわせて報告する。

本研究推進に当り 3 記載についてご教示賜わった横浜国立大学教授北）I I政夫氏，写真及

び資料の提供を受けた本館主任研究員大場達之氏，現地調査にご協力をいただいた横浜田

与＇rf:.学学生宮城洋児氏に厚くお礼申し上げる。また脳葉標本の閲覧の許可を与えられた国

立科学問物館，東大総合資料館3 北海道大学理学部，京郎大学理学部，牧野標本館の諸先

生に対して深甚なる謝:t~： を表する 。

c 1) 世界及び日本におけるキノtナノ コマノツメ とタカネスミ レ
キパナノコマノツメ節Seel.Dischidiumは北半球に約10種が知られ，日本にはそのう

ちの2租，すなわちキパナノコマノツメ Vz・olabi/LoraとタカネスミレViolacrassaが

考 Continuedfrom Bull. Kanagawa Mus. Vol. 1, No. 6 : 95ー111〔1973)
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分布してし情。

キパナノコマノツメは須川長之助の採集した標本にもとづき， J'v1Ax1MOWIZI(1877）が日

本新産を報じたもので，その産地に南部地方（東北〉の高山をあげている。さらに FRANCHET 

と SAv A TIER (1879）は SAVATIERの採集した標本により加賀白山を第2の産地として記録

した。日本では松村任三 (1884）が 「日本植物名案」 に記録したのが最初である。

キパナノコマノツメはヨーロッ パ，シベリア，カムチャツカ，オホーツク海沿岸，ウス

リー，中夫アジア 3 モンゴル，朝鮮，中国，インド， ヒマラヤ， 樺太， 千島， 日本， 台

湾，アラスカ， 北アメリカなど北半球の冷温帯に広汎な分布域を示し，いわゆるCircum-

polar plants と呼ばれている。

現在筆者の知る範囲では次の亜種や変種が報告されている。

Viola biflora subsp. carlollae CALDER et ToYLOR・

カナダ，フリティッシュコロンビア，クインシャーロットE青島
var.ρlatyρhylla FRANCH. 

中国雲南，ヒ マラヤ，アルタイ

var. acuminata MAx11v1. 

チベッ ト，ヒマラヤ

var. hirsu tα 刊に BeKR. 

ヒマラヤ〈シッキム〉

var. nudicaulis W. BcKR. 

チベット

var. valdepilosa HAND.-MAT. 

中国西部

var. alwishiensis H. TAKAHASHI et 0HBA. 

日本 （赤石山脈〉 〔Fig.19,26〕

一方タカネスミレは，牧野富太郎 （1902〕によって越中立山と陸中岩手山の楳本をもと

にキバナ ノコマノツメの変種 Violabiflora var. crassifolia MAKINOとして記載され，

後 (1905）に独立種 Violacrassaに昇格させた。タカネス ミレは日本， 千島列島， 禅

太， 北朝鮮， チベットに分布が知られ， 千島列島にはその変種オオタカネス ミレ Viola

Fig.19目 Violabijlora var. a/wishiensis 
H. TAKAHASHI et 011BA・ Shiomi-dake. 
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crassa var. vegeta NAKJ¥Iが記載されている。また棒太産はカラフトタカネスミレViola

crassa var. shi!?hensis M1YA日E et T ATEWAKI として分けられたこともある。1.11内では

五1ム山にケタカネスミレ Violaerαssa form. sub1うubescen.sH1YAMA が報告されてい

る。未発表種としては Violacrassa var.ρubescensと名付けられた楳本がある。

(2) キノtナノ コマノツメとタカネスミレの比較

タカネスミレはキノくナノコマノツメの変種関係に置かれたこともあり 3 両種は近縁な分

類群である。典型的な形では分類は容易であるけれども，しばしば同定の紛らわしい個休

が出現して，識別が悶真ff.になることもある。そこで，まず両極の外部形態の比較を試みる

ことにする。

一般にキパナノコマノツメとタカネスミレは生育環境，葉質，光沢，毛，花色，住頭部

のJI~などの形質で識別される 。 しかし柱頭部を除く他の形質は，地域や生育地の環境条件

の相違によってかなりの変異ーがあり，両種を識別する決め手とはなり得ない。両者の外部

形態の主要な相違点を比較してみた結果は，Table2の通りである。

地下茎 この形質は環境条件の影響を受けて変化し易いけれども，一般にタカネス ミレ

は地下茎が肥厚し，キパナノコマノツメは癖長である。しかし磯地型のキパナノコマノツ

メは短かく肥厚する。タカネス ミレの一部には旬校を生ずる集団が見られるが，キパナノ

コマノツメには少なく とも 日本産に関してはま ったく生じなし、。しかしカナダのクインシ

ャーロ ット諸島に生ずる Violabif"ora subsp. carlollaeは旬校を生ずるようである。

この亜種は他の形質においても母種とは多くの点てψ異なっているので独立の分類群として

扱うのが適当であろう。

葉質 ・光沢 ・色 タカネスミレは葉質が厚く，濃緑色であるのに対し，キパナノコマノ

ツメは質薄く，淡緑色である。 タカネスミレは光沢の有無に地域的な 変化が認められる

が，キパナノコマノツメはすべて無光沢である。際地へ進出したキパナノコマノツメは葉

質は厚 く，色も濃緑色となるが光沢はない。

葉の毛 一般にタカネスミレは無毛，キパナノコマノツメは有毛といわれるが，詳細に

Tab！巴2 日本産キノtナノコマノツメとタカネスミレの比較

キパナノコマノ ツメ タカネスミ レ
(Viola bifloγa】 (Viola crassa〕

地下茎
肥厚しない。 l疎地型は短く，肥厚する。 肥厚する。旬枝を生ずるか又は生じない。111校は生じない。

1定質 質薄く，淡緑色で光沢がなし、。 質厚く，＃~~緑色で， 光沢があるか又はな
し、。

業の毛 通常，菜有の表面，縁辺は有無毛，裏面は無
毛又は毛。まれに全株毛。 無毛か又は一部分に毛がある。

花弁 質薄く，薄い黄色。下弁の先端は鋭形。 質j字く形, v~1 、黄色。下弁の先端は三角形
又は円 ～切形をなし，変化が多L、。

杭頭
2裂した各裂片は薄く，耳状に両倶ljへ長 2裂した各裂片は短く肥厚する。
く拡張する。

生育地 草原又は林床，林縁生。 際地生。
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4 高矯 ：白本産高山他物ノート（3)

間察すると両者に種々の変化が認められる。タカネスミレは全く熊毛か一部分に毛がある

〔Fig.33〕のに対し，キノ〈ナノコマノツメは通常， 東の表面と縁辺に毛があり〔Fig.32〕，

稀に無毛で，裏面は無毛又は有毛である。タカネスミレとキノ4ナノコマノツメの関係では

毛の有無はかなり重要な特質とみなければならない。

花弁 タカネスミレは質厚く討Wi:J!i~色て、紫条が顕著てがある。キパナノコマノツメは質薄く

黄色で紫条は少なL、。下弁の形はタカネス ミレが地域的な変化を示し，菱形てづ＇［；端が三角

形状に尖るものから円形～切形をなしているが，キパナノコマノツメは通常模形をなし先

端は鋭形である。

柱頭 タカネスミレとキパナノコマノツメ を識別する最も重要な形質は柱頭の形であろ

う。両種と も先端部は2裂し，各製片はタカネスミレが短く肥厚する〔Fig.30〕のに対し，

キパナノコマノツメの裂片は簿く， 長く耳状に拡張する〔Fig.20,29〕。 この特徴は比較的

安定しているようで， T疎地へ進出しているキノくナ ノコマノツ メも柱頭の先端部は肥厚せ

ず， 長く耳状に拡張し， 草原生のキパナノコマノツメと同ーの形態を示している。

生育地 タカネスミレとキパナノコマノツメは基本的には生育環境が異な り，両種は住

み分けて生育している。しかし例外的に陸中岩手山の不動平ではごく一部に混生地域が存

在する。この場合は葉の光沢，地下旬校の有無などで容易に識別ができる。

一般にタカネスミレは砂l線地， 岩隙などに，キノくナノコマノツメは草原3 岩陰，林床，

林縁などに生えるのが普通である。しかし例外も多く ，タカネスミレは白馬大池天狗の庭

や八方尾根の一部の地域ではハイ マツ林内や草原へも進出している。 一方キノ〈ナノコマノ

ツメは赤石山脈や乗鞍岳，至仏111，飯盛山，鳥海山などでは疎地へ進出し，タカネスミレ

的な生態を示している。一般に軟弱といわれるキノ〈ナノ コマノツメも このような集団では

葉が厚く，硬くなり， 根茎も太く，タカネスミレと誤認されやすい。またキパナノコマ ノ

ツメは分布域が広いため，地理的にも生育環境の変化が多い。北海道産は亜高山帯の主と

して林床， 林縁に多く生えているのに対し，本州の中部地方以：Irて＇Lt亜高山帯～高山帯の

ひ

a b 

1mm 

Fig. 20. Viola biflora L. a. Shibutsu-san, 

b. Kuro・dake (Prov. Ishikari). 
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草原、に通常見られるが，低緯度地方になると生育環境も特異化し， 三ツJI時ではブナ帯のハ

コネコメツツジの生える低木林内に，四国赤石岳では石灰岩地に，屋久島ではヤ クシマザ

サの聞に少数生えているようで，南へ至る程媛小化の傾向を示している。

キパナノコマノツメの変異

I：！！界の北半球に広汎な分布域を示すキパナ ノコマノツメはまた地理的にも変異性が5郎、

ょうで，将来研究が進めば一連の地方変異lこ分割される可能性がある。日本産の場合比較

的安定した種のように扱われ，特に分類上は問題にされなかった。今回北海道産と上越地

方のキパナノコマノツ メの変異性について若干の知見が得られたので述べてみたい。

北海道産キパナノコマノツメ 本州産と北海道産のキパナノ コマ ノツメの聞には外部形

態の差異はないが，北海道産の方は全体が著しく大形化していることが指摘できる。Fig.

21は本州産と北海道産の葉の大きさを比較したものである。本州産は飯豊111，谷川岳，至

仏山，八ヶ岳産を，北海道産は大雪山系の標本を用い，ともに根生葉及び茎葉の上 ・中・

下の各部から最大の葉を200個選び測定したものである。北海道産は長さ及び帽は 1.5～

4.2×1.4～5. 6 cm，本州産は0.5～3.0×0.7～4 cmであり， 変異の幅に重複する部分

(3) 
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もあるが，一般に北海道産は本州産より大形化の傾向を示す。このほか茎高，花なども相

対｜ドjに火形化している。北海道産と本州産の異なる生態条件を反映して両者の聞に形態的

な変異が生じたものと考えられ，北海道産の大形化したキパナ ノコマノツメは来形，葉の

毛，茎高，生育環境などからすれば，本州産キノ〈ナノコマノツメよりは千島列島で中j刊誌

之進（1928）が記載したオオタカネスミレ Violacrassa var. vegetaに類縁関係が淡

いようである 3

オオタカネスミレは地下茎は肥厚せず， 茎高25～30cmに達し，葉は腎形又は卵形で大き

く胴4～4.5 cm，やや質j享く，葉は通常表而，哀ー而脈上に毛がある。托葉は長だ円形～倒

卵形，全縁で長さ 1c班， 111ms仰に達する大形のものである。花柱柱頭部は先端2裂し，そ
の裂片は長く拡張し，キノ〈ナノ コマ ノツ メと同ーの形態を示している。このことはオオ タ

カネスミレは Violacrassa よりはむしろ Violabi/Loraに類縁を強く示唆する。し

たがってここでは一応 Violabif:oraの変極に組み変えておくことにした。

キパナノ コマノツメの無毛品 上mr至仏山や谷川｜岳にタカネスミレの分布が知られ，そ
の有毛品に対し，檎山庫三 (1953）はケタカネス 1レ Violacrassa MAKINO form. sub-

ρubescens H1YAMA (Shibutsu san T. SAKA1-Aug. 1, 1935. Typus in TNS no 110124) 

と命名している。そこで筆者は1972年7月に至仏山と谷川岳でタカネスミレといわれる集

団の調査を実施した。確かにこの地域には繋が厚く無毛で，地上茎や葉柄など紅紫色を115:

び，花弁の紫条も顕著で， 一見タカ ネスミ レを思わせる形が生じている。生育環境は大部

分が岩隙や岩陰にさ｜三え，ときに燥地や草原に も見られ，地下茎は肥厚しないが， 叢生して

大きな株を形成している。京は無光沢で質はキパナノ コマ ノツメとタカネスミレの中間的

な厚さ をもっ個体からキパ ナノ コ マノツメ程度の薄いものまである。 ~~~の毛に関しても多

Hfdi: を 示 し， 21~の fi可而がま った く 1Wi毛の個体から，裏面は知毛で表而と縁辺又は両面と縁
辺に：Eのある個休，同一株中に有毛主と内！~毛荒の混じる個体など多機な変化を示し ， 毛の

有無だけに限ってみるならば結局キノ〈ナノコマノツメへ連続しているようである。がく片

は質薄く長さ 4～5mm,111菌は狭く 0.8～1.5仰でキノ4ナノコマノツメに近し、。がく片の縁

辺は無毛品と有毛品があるが，全体内［f;毛な個体はがく片の縁辺も無毛となる。花は挫黄色

で紫条が著しく，タカネスミレ的であるが，花弁は質薄く，下弁の先端は鋭形をなし，村：

頭は先が2裂し，両側へ耳状に長く拡張し，その裂片は薄いなど花i515の諸形質はキノLナノ

コマ ノツ メと大差ない。〔Fig.20, a. 31〕

したがって今までタカネスミレの分布固に t野至仏山，谷川岳があげられてきたが，筆

者の見解からすれば両山塊のフロラからタカネスミ レは除外すべきであり，当然ケタカネ

スミレはキパナノコマノツメ群に包合されることになる。逆に今までタカネス ミレと同定

されてきたものはキバナノコマノツメの無毛の一品種と認めるのが妥当であり，これにジ

ョウエツキパナ ノコマノツメの名を与える。いずれにしてもこの地域のキハナノコマノツ

メは他地域のものとはかなり異質であることには違いないο

Viola biflora L. Sp. Pl. ed. 1, II : 936 (1753). 

var. vegeta (NAKA1) H. TA1<AHAs1-11, stat. nov. 

Syn.-

Viola crassa var. vegeta N 八1<111in Bot. Mag. Tokyo 17 : 565 (1928). 

Norn. Jap. Ohtakane-sumire 

form. glabrifolia H. TA1<A11As1-11, form. nov. 
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Syn. 

Viola crassa form. subpubescens H1vAM八 inJourn. Jap. Bot. 28 94 (1953) 

Planta glabra 

Norn. Jap. Joetsu-kibana-no-komanotsum巴（n.n.) 

Holotypus : Honshu. Prov. Kozuke. Shibutsu』san(H. T AKAHASH1, Jul. 3, 1972, 

KPM. No. 56143〕．

Specimens examined ・ Honshu. Prov. Kozuke_ Shibutsu san (D. HosH1, TNS 

No. 35710). Tanigawa clake (S. 0KUYAMA, Jun. 24, 1934, TNS No. 56771). 

(4) 日本におけるタカネスミ レの変異

先にタカネスミ レは地域により缶］校の有無が明｜僚であると指摘したが，そのほかに毛の

有無，業，花部などの詰器官も詳細に観察すると産地の聞に大きな差異が認められ，その

集団は①飛騨山日！？〈 ・木曽駒ヶfi'rC以下飛騨 ・木曽駒と略称〉 ①北海道 ①東北 Clli中岩
手山・秋田駒ヶ岳など〉 ①八ヶ岳の4つの地域に大別できる。この4つの地域集団の聞

には山岳 ・海などによる地理的な隔離障壁が存在するとともに，相互の形態聞にも明白な

ギャッ プが認められる。以下この4地域に分布するタカネスミレの外部形態を比較検討し

てその異同について述べる。

地下茎 4地域のものはみな肥厚し，斜走又は柿走し， 太さ 3～lQmm，長さ 1.5～8 cm 

に達し， 節は密接する。色は淡！！ti:褐色，業柄基部の残存物でおおわれ，根茎全体に根を生

じ，さらに細根を分校する。北海道産と八ヶ岳産の年を経た個体には分けつを起こしてい

る株が観察された。

包枝 飛騨 ・木曽駒産と東北産は地下茎のーi?i・I）に著しい旬校を生じ 〔神奈川｜引月報Vol.

1, No. 4, pl. 12, Fig. 5〕，北海道産は稀に旬校を生じ，八ヶ岳産では伺校は全く生じない

〔神奈川｜等研報 Vol.1, pl. 13, Fig. 6〕。前2者の旬枚は府長で太さ径1～4mm，‘観察し得

た最も長い旬校は6QC加に達している。鮒l聞はo.7～2 cm，白い鱗片におおわれ，節には1
本の根を生ずるか又は生じなL、。旬校の先端には新芽を生じ，古くなると旬校は自然に切

断されて独立した個体になるものと思われる。飛fgl[I・木曽駒産も東北産も地上に露出して

いる普通荒の配列状態を観察するだけで地下旬校の伸長してきた方向がわかる〔Fig.35〕。

北海道産の旬校を生ずる個体はむしろ例外的であり，地下器官の観察できた68株中，旬校

を生ずる株は6株に過ぎず，その旬校も 3～8cmの短L、ものが1～3本，根茎の一部に生

ずる程度である。

地上茎 高さ 8～2Qcm, 1～5本が直立又は糾上し，上告／）に 3～4枚の茎葉をつける。

一般に地上に現われている部分は葉柄とともにね紫色を帯びるこ とが多いが，入ケ岳産に

限って大部分が緑色である。一般に無毛であるが，東北産は上部に有毛の個体が見いださ

れ，る。

また東北産は通叫地上茎の基部に 1枚の鱗片架をつけるが， 北海道産，飛1nt11・木曽駒

産，八ヶ岳産については稀に鱗片葉をつけている個体が見られるにすぎなし、。

基生葉 通常 1 ～ 3枚の基生葉をつける。 葉形は腎心形～瓜心形をなし ， 碁）~／）は深 く 湾

入する ものから浅いものまであって変化が多L、。

葉先の形は飛騨 ・木曽駒産は比較的顕著な特徴を示し，通常鋭形又は微凸形をなし，他

地域のものと異なっている 0 ＇また八ヶ岳産は多くの伺休は円形で，ときに切形状をなすも

7 
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, 2mm 

Fig. 22. Leaf with hairs. Iwate san. 

Fig. 23. Leaf with hairs. Yatsuga-take. 

のを混じえている。東北産や北海道産は鈍形，微凸形，切形又はやや円形をなすなど多形

的である。東北産は大形の葉は切形とな り，北海道産にはときに飛騨 ・木曽駒産と同様に

先端が鋭形となる個体がある〔Fig.40～43〕。

葉は厚く硬く， 表面は飛騨 ・木曽駒産，東北産は濃緑色てや光沢があるが，北海道産と八

ヶ岳産は濃緑色で光沢はなし、。葉の毛は北海道産と飛騨 ・木曽駒産は全く無毛であるのに

対し，東北産と八ヶ岳産は葉の一部分に毛がある。東北産は葉脚湾入部付近や裏面下部に

密に毛があり 〔Fig.22〕，八ヶ岳産は縁辺の鋸歯と鋸歯の聞には常に毛を5!芝生し，葉の表面

と裏面は無毛か疎らに毛がある〔Fig.23, 33〕。 葉柄は東北産が葉柄七音／）に毛があるほか，

他の3地域のものは;!W,・毛である。

タカネスミレの葉の毛については牧野（1901）が glabrous,but very slightly pilos巴

at the lower portion beneath，と有毛型のあることを記載しているが，これは有毛型の

陸中岩手111と無毛型の越中立山産の2者の標本を記載に用いたためであると考えられる。

葉の大きさは飛~lj！・ 木曽駒産は長さ 0.8 ～ 3.0 C凧幅1.2～5. O cm，北海道産と八ヶ岳

産は全般に小形化している。Fig.24は北海道産と東北産の葉の大きさを比較したもので，

北海道産は大雪山系のものを，東北産は秋田駒 ・岩手山の標本を用いた。ともに根生葉及
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び茎葉の上 ・中・下の各部から最大の葉を200個選び測定した。北海道産は長さ及び1隔は

0.5～2. 6×o. 7～3. 6 cm，東北産は0.9～3.3×1.2～4.5仰であ り，北海道産は東北
産に比べ小形化の傾向を示している。八ヶ岳産も同様に小形で長さ及び幅はo.7～2.4× 
1. 1～3. 3 c躍である。

茎葉 一般に基生葉より小形であるが，ときに大形のものもあり，飛車！l山脈針 ノ木11時で
は長さ3.5 cm, 111~ 6 cmに達するものが見られた。架形3 葉質，光沢の有無， 毛の状態など

はほぼ基生葉と同じである。しかし最上京は極端に小形とな り，,rm心形又は三角形に近い

形で先端は尖り，基部は切形～浅い心形をなし，短柄又は無柄で他の茎葉と異なっている

〔Fig.40～43〕。

托葉 基生葉の托架は葉緑素を欠き褐色がかった白色，広ひ針形，卵状ひ針形，長だ円

状ひ針形など変化が多く，先端は鈍形～鋭形である。不定の脈があり，全縁又は不整の低

鋸歯又は腺状の鋸歯がある。長さ2～5mm,1隔はl～3伽，地域による差異は殆んど認め

られない 〔Fig.44〕。

花梗 東北産は全体に有毛ていあるか，花梗上部にのみ毛のある個体が見いだされる。他

の3地域のものは平滑無毛である。長さ0.6～4.0 cm，紅紫色又は緑色を帯びる。
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包葉 飛騨 ・木曽駒産3 北海道産3 東北産は花梗中部又はそれ以上に対生又は互生し，

長さ2加盟，幅は 1mm内外でひH形， 広ひ針形， 長だ円状ひ~ I形， 全縁又は腺状の鋸歯があ

る。八ヶ岳産は花梗i:jコ音ll又はそれ以下に対生又は互生し， 長さ0.5～1.5 mmで小形とな

り， 三角形又は卵形で，他の3地域のものと異なっている〔Fig.44〕。

がく 東北産が縁辺に微毛があるほか， 他の 3 地域のものは~！!Ii毛である。 質厚く 全縁で

紅紫色又は緑色を帯びる。 がく Jl•のうち rがく片はも っとも幅広く ， 側がく片がもっとも

長い。形は狭ひ針形又はひ針形で先端は鋭形～鈍形，上がく片は長さ3～5mm, 1[1ffi 1～2 

mm，下がく片は長さ 4～5.5脚，幅2～3mmである。がく片基部の付属体は耳形又は半円

形で質厚く，長さ 0.5～1.5 mm，東北産がときにがく片と同様の毛がみられるほか，他の

3地域のものは無毛である 〔Fig.47〕。

花弁 濃黄色で花径は 1.2～1. 5 cm，横向き又は斜め下向きにいたく 。花弁は質j]'j!：く，紫
条が顕著である。 ときに八ヶ岳産には下弁の紫条が斑紋状をなす個体が観察された。上

弁，側弁ともほぼ同形で長だ円形又は長だ円状倒ひ針形で先端は円形をなし，地域による

差異はそれほどないが，下弁の形は異なっている。特に著しいのは飛騨 ・木曽駒産で下弁

は長く幅広く，菱状倒卵形，先端は三角形又は鋭形をなし，稀に切形状で微凸形をなす個

体がある。一方，北海道産の下弁は倒卵状ひ針形で先端は通情円形をなすが，ときにやや

切形状をなすものや切形状で微J！.！］形又は微凸形をなす個体がある。東北産と八ヶ岳産も円

形でときに微凹形又はl刀形をなす個体がみられる。次に4地域の花弁の測定値を示した

が，地域による大きさの差異は認められない 〔Fig.45, 46］。

jじ 産 ｜八ヶ岳産
(1lllll〕（11un)

8 ～ 12 8.5～ 11 11 ～ 12 9 ～ 11 
」二 弁

可V 4 ～ 6 5.0～ 5.5 5 3.5～ 5.0 

10 ～ 15 11 ～ 12 12 ～ 13 10 ～ 12 
1J11J 弁

w 5 ～ 6 5.5～ 6.0 5 4 ～ 5 

8 ～ 15 9.5～11. 0 12 ～ 14 10 ～ 12 
f デF

w 7 ～ 10 8.0～11. 5 8 ～ 9 7 ～ 10 

~g 距は短く 円錐状半円形で長 さ 1.5～2脚， 太さ 1～2脚， 4地域とも形は同じく ，

大きさの変異のI隔も同じである。

雄ずい 蔚はだ円形～長だ円形，長さ1.5～2mm，約I折、jはjム卵形で先端は円味がかった

鈍形，膜質で長さは荊と同長かいく分短い。約と荊隔の縁及び背面に微細な毛がある G 卜

部の 2 1回の雄ずいすなわち ~l'.iの位置にある雄ずいは突起状の付属物がつき，やや四角形x

は三角形状をなしている〔Fig.47〕。

雌ずい 花柱は子房より畏いかほぼ同長で基部はJJ奈Jlilした闘Wiがある。柱頭の先端は2

又状をなし，その裂片は厚く短く両側へ耳状となる。柱頭基；］［Sの縫合部の下端に住顕が小

嶋状突起をなして閉口している。東北産は柱頭の背詩ll及び縁に乳頭状の小突起があるが，

他の3地域のものは平消である 〔Fig.47〕。

岩手山を Typeとした牧野宮太郎 (1902）の原記載や又最近ノト林純子 ・竹内亮 (1969)
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Table 3 日本産タカネスミレの変異

じ~1 地下茎 ｜ 光沢 ｜ 毛
｜包 葉 ｜ 下吋Ji//,\O)Jf'~ I柱 頭葉

飛騨山脈・ 著校しい旬 中部叉は
三角形又は鋭形 （稀〉木曽駒ヶ岳産 を生ず あり 1rrr, 毛 それ以上 平滑

（クモマスミレ る にっく に切形状で微凸形

北海道産 稀に旬枝 円形状〔稀に切形又は

（エゾタカネスミレ〉 を生ずる なし
／／ ／／ 切形で微凸形又は 平消

微凹形〉

東北産 著校しい旬 葉！同i湾面入部部付近 突乳頭起状がを生ず あり と裏 下など ／／ 円形（稀に微凸形）タカネスミレ〕 る 有毛 ある

縁辺の鋸lひ賓と鋸
八 ヶ岳 産

旬校は生 歯の間及 裏商面 中部又は
円形形（〉稀に微凸形又 平 1/'l〔ヤツガタケキ なし あるいは表は の それ以下

スミレ〉
じなし、

脈上はま らに につく。
は切

有毛

は主に秋田駒ヶ岳産の V.crassaを用いて V. kitamiaηα と比較検討を行なっている

が3 いずれも柱頭の乳頭：犬突起についてはふれていない。

さく果 長だ円形で先端は鈍形，長さ4～Bmm，無毛，緑色又は淡紅紫色を帯び，成熟

すると 3弁に裂聞して種子を飛散させる。

種子 賞褐色，柄色，i炎褐色で，卵形。東北産の多くは紫褐色の班点がある。大きさは

飛騨 ・木曽駒産は 1.5～ 1. 6×2.4～2. 5仰， 北海道産は 1.5×2. 5 mm，東北産は1.5～ 

2.0×2. 5mm，八ヶ岳産は1.5～ 1.8×2. 7～3. Ommてやあった〔Fig.47〕。

以上の主要な形質を比較してみると Table3のようになる。

この表でみると飛騨 ・木曽駒産と東北産は著しい旬枝を生ずること 3 葉に光沢のある特

徴が共通しているが， 東北産は葉が有毛て。あることが異なる。葉の有毛形はほかに八ヶ岳

産がある。しかし東北産と八ヶ岳産とでは毛の生ずる位置や光沢の有無，旬校の有無に大

差があり，八ヶ岳産はむしろキバナノコマノツメに類似性が認められる。八ヶ岳産と北海

道産は毛の有無を除けば，地下茎，荒の光沢p 葉形，花弁など外見で近似している形質が

多い。いずれにしても 4地域の中では東北産が柱頭にキスミレ群のような毛がある点で特

異性を示している。

これらの集団は地域的に一定の分布領域をもつこと 3 それぞれの地域集団の内部には変

兵は少なく，集団の相互間に2・3の重要な形質の相違点があって，それが独立した変異

性を示し，不連続的である。

以上のことから，タイ プ標本を含む東北産のタ カネスミレを学名上の基本型とし，今ま

でそれに包含されていた飛騨 ・木曽駒産，北海道産，八ヶ岳産を分割し，それぞれを次の

ように亜種のラン クで分類上の位置づけをしたし、。すなわち，

東北 （岩手l」」 ・秋田駒ヶ岳など〉産を

Viola crassa subsp. cγd ssa. タカネスミレ

JI~騨 ・ 木曽駒産を

Viola crassa subsp. a/pico’a H. TA1{A!1As111 クモマスミレ （新称〉

北海道産を

Vio!a crassa subsp. boreα！is H. TAKM1As111 エゾタ カネスミレ（新初、〉

11 
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八ヶ岳産を

Vi・alacrassa subsp. yatsugatakeana H. TAKAHAsm ヤツ刀タケキスミレ（新称〉

とする。

なお，科学博物館の Herbariumに収蔵されている Violacrassa var.ρubesensと

書かれた Speciescoverにはし、っている 1枚の標本は3 清水大典（1951)が飛騨山脈前穂

高岳で採集したものである。標本を検してみると葉は先端が鈍形で表面無毛又は疎らに有

毛，縁辺と裏面は特に脈上に毛が多く，葉柄にも毛がある。地下茎は発達していないが旬

校を生ずる。がく片は質厚く先端は鈍形で幅広い。たった 1枚の標本で花弁や柱頭の形質

が観察できないのが残念であるが，タカネスミレ群に包合されることは間違いない。今後

の研究によらねば断定はできかねるが，｜当然雑種クモマスミレ ×キパナノ コマノツメのよ

うに推定できる。

分布 タカネスミレの分布を確認したところは現在陸中岩手山， 薬師岳，羽後駒ヶ岳だ

けで， 各山岳の高山帯の火山砂疎地に群生している〔Fig.25〕。岩手県植物誌 (1970）に

よれば陸中経塚山もあけ、られているが， 筆者はまだ確認できないでいる。結城嘉美（1970)

は飯豊山に Vi・olαerαssaが稀産すると報告しているので， 筆者は1972年の夏に調査を実

施したが，タカネスミレは遂に発見できなかった。飯豊山塊の~ f仏カイラギ沢をつめミヒ

稜線を北肢－，']5(2025m）から飯豊本111(2105m）に至る間を踏査したが，観察できたもの

はすべて磯地型のキノミナノコマノツメであった。地下茎は肥厚し， 業はやや厚く，毛は少

なく，ときにはほとんど無毛状態となり，タカネスミレに似ているが3 柱頭は肥厚しない

で2裂し，その裂片は長く耳状に拡張し， 明らかにキパナ ノコマノツメそのものである。

各地でタカネスミレ群の調査をした経験からすると，通常群生し， 単独で生ずるものでは

ないので，生育していれば容易に発見できる。また牧野標本館に ViolacrassaのSpeci巴S

cover lこは＼、っていた飯豊山の1枚の標本 （竹内亮，M37.8. 23 MAK. No. 22924）は検

してみると，前述の現地で採集したものと 同様3 砂］ij(~地型のキパナノコマノツメである 。

ヤツガタケキスミレは八ヶ岳連11!条 ・ 1ti~岳～硫黄岳聞の稜線上の砂際地に分布している。

キパナ ノコマ ノツメに似ていて毛の有無だけでは同定の誤りが生じ易いが3 草原と砂疎地

に両種は住み分けている〔Fig.26Jo

クモマスミレは飛騨山脈及び木曽駒ヶ岳に分布し，高山帯の砂J疎地に群生し，普通に見

られる 〔Fig.26〕。

エゾタカネスミレは北海道石狩山地（大雪山系〕， 夕張山系3 1:1高山脈，後志羊E市山な

ど砂疎地に局士山的に生じ，飛騨山脈のクモマスミレのように燥地があればどこにでも見ら

れるようなものでない 〔Fig.27〕。

1973年の調査では赤岳，小泉岳p 北海岳，黒岳3 北鎮岳などの生育地を確認したが3 羊

蹄山では発見できなかった。いずれも群生地は限定され，しかも小面積を占め，個体数も

それほど多くない。

このようなクモマスミレとエソタカネスミレの分布の相違は， 気候，士由形，地質なと外

因的な ファクターのほかに両稀の繁加方説、の相違が大きく 影響しているものと 考えられ

る。

クモマスミ レは種子飛散による分布拡大のほか， 全株に著しい旬校を長く伸ばして増え

ていくのに対し，エゾタカネスミレは旬校を伸ばす個体は極めて少なく，むしろ例外的で

ある。またエゾタカネスミレの年を経た株では分けつを起してi押えてL、く個体も観察され
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Fig. 25. Map showing the distribution of Viola crassa subsp. crassa 

I. Iwat巴san2. Akita-komaga take. 3. Yakushi・dake. 

たが，それも移動の範囲は小規模に限定され， 分布速度も遅い。このことは無旬校のヤツ

ガタケキスミレや有旬枝のタカネスミレの分布の説明にも適用できょう。

ー.)j"タカネスミ レ群の国外の分布は千島列島，樺太，カムチャッカ，朝鮮，チベットな

とから報告されている 〔Fig.28〕。これらの地域のものが日本産のどの Typeに該当する

のか，現地における生態の観察と完全な標本を得て比較研究をしてみたいが，今は現地調

谷の方法もなく，日本の Herbariumで完全な標本を期待しても無理であり，今後の調査

13 



14 高橋：日本産高山植物ノート （3)

ノ

2 

4 ' 

---6 

-1 2 

刈． 、

23 
0-

．一－24＊一一介
＊「←－2
功ι→－3

ず』

、
、
、
、

．、、 ／ 、e～
、，

Jιーイ
Fig. 26. Map showing the distribution of Viola crassa subsp. alρicola 
（＠〕，subsp.yatsugatakeana (0), Viola bzflora form. grabrioflia(• ) 
and V. biflora var. akaishiensis （ロ ）.e 1. Asahi-clak巴， Yukikura
dak巴， Hachigatake. 2. Shirouma ohike, Tenguno-niwa ,• Korenge dak巴．
3. Mikuni zakai, Shirouma dake. 4. Shirouma syakushi dake, Shirouma 

Yariga-take, Tenguno atama. 5. Syozu-dake. 6. Happo-yama, Karamatsu 

dake, Goryu-clake. 7. Kashima-yar'iga-take. Jiiga-take. 8. Akazawa dak巴．

・ Harinoki dake. 9. Renge dake. 10. Tsurugi-gozen. 11. Oyama, J6do-san, 

12. Eboshi-dake. 13. Yakushi dake. 14. Kuro・dake. 15. Noguchi gor6 

clake. 16. Hiclarimata・clake. 17. Gaki-clak巴 Tsubakuroclake. ~8 . Dait巴njo-

clake, Higashdenj6 clake, Y okocl6shi-clake. 19. Yaz iga take. 20. J6nen-

clake. 21. Choga take. Ohtaki san. 22. Ropyaku yama. 23. Maehoclaka-

clake. 24. Kiso komaga take. C Yatsuga take.圃 1.Tanigawa-clake 2. 
Shibutsu-san. 1. Kita clake. 2. Shiomi・clake. 3. Sanpuku-touge, Eboshi 

clake, Itaya clake. 

1,oio, 
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Fig. 27. Map showing the distribution of Viola crassa subsp. boreali・s.

1. Makkarinupri 2. Yubari dake. 3. Ashibetsu・dake, Kirigishi・dake. 4. 

Tottabetsu dake, Piparoi・dake. 5. Furano dake. 6. Nipesotsu-clak巴 7.

Mamiya-clake, Hokkai clak巴. 8. Hokuchin clake. 9. Kuro dake, Aka・ 

dake, Hakuun dake. 

！こ待ちたし、。

千島列島のタカネスミレは北大の Herbariumに所蔵されている胎柴から同定するとエ

ゾタカネス三レのカテゴリーに入れてもよいものであろう 。 相j'＼ブζ産は宮部金苦 ・ 館！協H~

(1938）によ ってカラ ブトタカネスミレ Viola crassa var. shik!?ensis M1YABE et 

TATE WA Klとして区別された。カラフトタカネスミレ郡は前川文夫 (1954）がタカネスミ

レの Synonymとして扱っているようにタカネスミレtlflによく類似している。原記載や出｜

（菅原繁蔵，1937）から日本産タカネスミレと比較してみると， ① 葉の菱商脈上にfj!j剛

毛状の軟毛がある。（しかし菅原の図や記載は平沼’となっている。〉 ② 花梗は甚だ短く枠i

和l]iji）.くちがある ① 海浜の！＇＆；＇J［や草原に生ずる，などの相違点が見られる。変種又は亜種

として認めてよいのか，エソタプlネスミ レに包合した方がよいのか， ／／＂の ところ資料不足

で判｜析ができないて、いる。

カムチャッ カ庄は Hu1.Ti:Nによって1921年8月28日，Topik火山（j票高580m）で探集

された。また科学アカデミーの Herbarium には， STEW Al~ rと pETEl~S が南カ ム チャッ

カで採集した柏木があるが3 明確な産地は不明という rHuLri;N (1929）によると 7 カムチ

15 
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Fig. 28. Map showing the distribution of Viola crassa complex in the 

Far East. A V. crassa subsp. a/pico/a. B V. crassa subsp. yatsugatake 

ana. C V. crassa subsp. cγassa. D V. crassa subsp. borealis E V. 

cγαssa subsp. boγea/is.? F V. cγαSS日.? G V. erαssa var. shildn'ensis 

H. V. crassa.? 
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ヤツカでは高山草原、に Vio＇α bi/loァσと混生し，甚だ稀に産するようである。 Flora 
URSS, XV (1949）によ ってカムチャッカ産の記載文を見ると， 「葉は幅広く隅5.5 cm, 

長さ3cm，東形は幅広い腎/Ji相手かときに円形で，先端は鈍形又はわずかに凹み，質厚く表

聞は無毛か縁辺付近にtni生又は散さl三の長毛を生ずる」ょうである。
1WJ.≪t下産は成南庶日昨，）ll](白111，平南狼林山などの標本を見たが， 点数が少な く不完全

な標本であるため， 日本産と花部及び地 下古［）の比較検討が できなかった。葉は厚 く無毛

で，地上茎は高く ，托史は長さ0.5～ 1c日に達する。

チベッ ト産は w.BEC KEi~ に よ っ て記録されているが，その詳細はま ったく不明である 。

タカネス ミレ鮮の分化の中心がアジア東部の高l」ーlにあると推察するならば，チベットは地

理的にかなり かけ離れ分布していることになり，将来充分な検討がなされるべきであろ

つ。

Clavis subspecieiq u巴

A Folia glabra. 

B Rhizoma multo stoloniferum. Folia supra nitentia, apice acuta vel 

mucronata. Petalum infimum apic巴 subtriangula tm vel mucronatum 

2) subsp. alρicola 

B Rhizoma rarissimum stoloniferum. Folia opaca, apice truncata vel 

subrotunclata. Petalum infimum apice rotundatum (raro mucronatum) 

3) subsp. borea'is 

A Folia parte pubescentia. 

B Rhizorna rnulto stoloniferurn. Folia supra nitentia. Stylus pilosus. 

1) subsp. crassa 

B Rhizorna non stoloniferurn. Folia opaca. Stylus leavus. 

4) subsp. yatsugata!wana 

Viola crassa MAKINO in Bot. Mag. Tokyo, 19・87(1905). 

1) Subsp. crassa. 

Syn.-

Vio ・a Li/ ora var crassifoLia MA1<1.'o in Bot. Mag. Tokyo 16 139 (1902〕pro

pa rte，巴xcl.sp巴cirn.Tateyama. 

Rhizoma crassurn rnulto stoloniferum. Folia: petioli supra pilosi, lamina apice 

truncata vel sulコrotunclata,crassa, clura, supra atrovirens, nitens, er巴natoserrata, 

subtus prominulo venosa, basi et parte inferior巴 pilosa,0.9 3.3 cm longa, 1.2-4.5 

cm lata. Caules supra peclunculis 巴tS巴pala margine pubescentia, Petalum 

infimum obovato lanceolaturn apice rotunclatum raro mcronaturn. Stylus ad 

apice papilloso-hirtus. 

Norn. Jap. T乱kanesurnire CK Jo 1901) 
L巴ctotypus・ Honshu. Prov. Rikuchu. I wa te-san ( H. SA Kじ1iA1,Sep. 1900, TNS 

No. 8496). 

Specimens examined JAPAN Honshu. Prov. Rikuchu; I wate-san ( H. TA1<A11AsH1, 

17 
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Jul. 10, 1971, KPM No. 49502). Yakushi-dake (TAKEDA et T-rATEwA1<1, Sep. 9, 1925, 

SAP〕.Prov. Ugo, Komaga-take ( S. KoBAYAs111, Jun. 21, 1936, TNS No. 82839, ・ H 

TA1<AHAsHr, Aug. 27, 1973, KPM No. 56140). 

2) Subsp. alpicola H. T AKAHAsHr, subsp. nov. 

Syn.一

Viola bifeora var. erαssifolia MAKrNo in Bot. Mag. Tokyo 16: 139 (1902) pro 

pa rte，巴xcl.specim. Iwatesan. 

Rhizoma crassum, horizontale vel obliqL um, d巴nsearticulatum radicans 3-6 mm  

in diam. 1.5 6.5 cm longum, multo stoloniferum. Stolones. 1-1.5 mm  in diam., 

usque ad 印 cmlongi. Caules erecti V巴l巴recto-patentes8-20 cm alti, 3 4 foliati 

et 1-3 floriferi glabri vulgo purpur巴i. Stipulae ovato-lanceolatae vel late 

lanceolatae, apice acutae vel rnucronatae, glanduloso-crenatae, hypogaeae pallicle 

fuscae 5 6 mm  longa巴， 2 mm  latae, caulinae virides membranaceae, 2 5 mm  

!ongae, 1 2 mm  latae. Folia raclicalia 2-3, petiolata 7-10 cm longa, glabra late 

reniformia usque late corclata, apice acuta vel mucronata e basi profuncle 

subaperta, crassa, dura, supra atrovirentia, nitentia, glabra crenato-serrata, subtus 

prominulo-venosa, 0.9 3 cm longa et 1.2-5 cm Jata. folia caulina conformia folia 

raclicaria, petiolis br巴vibus0.7 3 ( 8) cm Jongis, folia caulina minora quam radi-

caria, 0.5 1.0 (-3.5) cm longa et 0.6 2.5 ( 6.0) cm lata. Flores mecliocres, vitellini 

purpureo striati. Peclunculi 2-4 cm longi, glabri, foliis superantes, rneclio vel 

sup巴Ine br丘cteolati,bracteolis oppositis vel alt巴mis,lanceolatis vel late lanceolatis 

2 mm longis, 1 mm Jatis. Sepala anguste-lanoeolata vel Janc巴olata, apice obtusa 

V巴lrotundata, crassa, glabra, integra trinervia, sepalum supru巴mm3 5 mm longum 

et 1-1.5111111 latum, lateralia 4.5-6 mm longa et 1 1.5 111111 lata, inferiora 4 5.5 111111 

longa et 2 mm lata, appenclicibus br巴vissimusauriculatus. Petala superiora et 

Jateralia subaequanta, oblongo-oblanceolata vel oblonga, apice rotunclata, petalum 

infimum cuneaturn rho111beo obovatum, apice subtriangulatum acuturn raro 

111ucronato truncatu111 vel subrotundatum, p巴talasuperiora 8 12 mm longa et 4-6 

mm  lata, lateralia 10-15 mm  longa et 5-6 mm la ta, infi111um 8-15111111 longu111 et 

7-10 111111 latu111. Calcar brevissimu111 1.5-2 m111 longum. Stylus ad basin geniculatus. 

Stigma biloburn, !obis crassis brevibus. Capsula late ovalis, obtusa glabra. Semina 

elliptica dilute fusca 2.4-2.5 111111 longa et 1.5-1.6 mm  Jata. 

Norn. Jap. Kurnoma sumire (n. n.〕

Loctoypus Honshu. Prov. Etchu. Tate yama (R. YATABE et]. MATsuMURA, Jul. 24, 

1884. TI). 

Specimens exa111inecl ・ JAPAN. Hoshu. Prov. Shinano, Shirou111a-clake (M. 

TAKENouc11r, May. 1962, MAK No. 28292). Happo-yama〔H TA1<AHAs111, Aug. 14, 1971, 

KPM No. 49505〕.Jiiga take(H. TAKMrAs111, Jun. 23, 1970, KPM No. 23847). Tsubakuro-

clake ( H. T AKAHASHr, Aug. 18, 1972, KPM No. 56136). Eboshi-clake ( H. T AKAHASH1, 

Sep. 11, 1972, KPM No. 56138). Akazawa daka (KYO〕.Kiso komaga-take (T. 01rnA, 

Aug. 21, 1955, KPM No. 23677〕.Prov. Echigo, Asahiーdake( H. KANAr, Aug. 3, 1958, 
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TI). Tengu-no niwa ( H. T Al,1¥11As111, Aug, 5, 1966. KPM No. 56134). Prov. Etchu, 

Tateyama (T. MAKINO, Aug. 26, 1935, MAK). Shozu-dake ( Y. HAYAs111, Aug. 2, 

1938, TNS). Kuro-dake (KYO). Harinoki・dani ( H. TAKA1-1As111, Aug. ~， 1658, KPM 

No. 45657). 

3) Subsp. borealis H. TAKAHASHI subsp. nov. 

Rhizoma crassum rarissime stoloniferum. Folia late 印 nifor・mia usque late 

corclata, apice rotunclata raro acuta, glabra, opaca, 0.5-2.6 cm longa, 0.7-3.6 cm 

lata. Petalum infimum obovato-lanceolatum apice rotunclatum raro subtruncatum, 

mucronato truncatum vel retusum. 

Norn. Jap. Ezo-takane-sumire (n. n.) 

Holotypus. Hokkaido. Prov. Ishikari. Hokuchin-dake ( H. T AKAHAsHr, Jul. 20, 

1973, KPM. No. 56123). 

Specimens examined: JAPAN. Hokkaido. Prov. Ishikari, Hokkai-dak巴 （H.

TAKAHASHI, Jul. 20, 1973, KPM No. 56127). Koizumi-clake (H. TAKAHASHI, Jul. 18, 

1973, KPM No. 56122). Aka-clake ( H. T AKAHASH1, Jul. 18, 1973, KPM No. 56130). 

Kura clake (H. TAKAHASHI, Jul. 20, 1973, KPM No. 56132). Hakuun-clake ( S. 

KAwANo, Jul. 29, 1955, TI). Furano-clake (M. TATEWAK1巴tZ. SAMEJIMA, Aug. 1, 

1949, SAP). Inter Mamiya clake et Hokuchin-clake (MrvAcr, Jul. 31, 1971, KPM 

No. 49513). Prov. Tokachi; Nip巴sotsu (T. WATANABE, Jun. 30, 1929, SAP). Prov. 

Shiribeshi; Makkarinupri (MrvABE, HAN&AWA巴tKur〕o,Aug. 6, 1905, SAP). 

4) Subsp. yatsugatakeana H. TAKAHASHI, subsp. nov. 

Rhizoma crassum, non stoloniferum. Folia late r巴niformiausque late corclata, 

apice rotunda ta vel truncata, parum pilosa, crassa, O. 7-2. 4 cm longa, 1. 1 3. 3 cm 

Jata. Peclunculi ad medio vel inferne bracteolati, bract巴olissubulato triangularibus 

0.5 1.5 mm  longis. Petalum infimurn obovato・lanceolatumapice rotunda turn raro 

mucronatum. 

Norn. Jap. Yatsugatake-kisumire (n. n.) 

Holotypus Honshu. Prov. Shinano. Yatsuga-take (H. TAKAHASHI, Jul. 22, 1970, 

KPM No. 56189). 

Specimens examined: JAPAN. Honshu. Prov. Shinano; Yatsuga-take (H. 

SAK UR八1,Aug. 1906, TNS No. 8494). Natsuzawa-toge (K. Jo, Jul. 19, 1904, TI). 

KPNI=Kanagawa Pr巴fecturalMuseum. 
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Pl. 1 

Fig. 29. Stigma of Viola biflora. Yatsuga-take. Photo by T. 0HBA・



PI. 2 

Fig. 30. Stigma of Viola crassa subsp. yatsugatakeana. Yatsuga宇take.

Photo by T. OttBA・



Fig. 31. Viola biflora L. form. grab叫folia.Shibutsu-san. 

Fig. 32. Leaf with hairs of Viola. 

biflora. Yatsuga-take. 

Fig. 33. Leaf with hairs of Viola crassa 

subsp. yatsugatakeana. Yatsuga-take. 

PI. 3 



Pl. 4 

Fig. 34. Viola crassa subsp.。lρicola.
Jiiga take. 
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PI. 5 

Fig. 37. Viola crassa s.ubsp. borealis. Koizumi dake. 



Pl. 6 
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Fig. 39. Viola crassa subsp. crassa. Iwate・san. 
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Fig. 38. Viola crassa subsp. 
crassa. Type TNS No.8496. 
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Fig. 40. L巴av巴sof Viola crassa subsp. alJうicola.4-6, 17 Basal leaves. 1 3, 9, 14 16, 
19 Cauline leaves. 7-8, 10-13, 18 Upp巴Imost leaves. 1司8T巴nguno・niwa. 9 Syozu 
clake. 10 13 Jodo・san. 14 15 Eboshl clake. 16 Tsubakuro clake. 17 19 Happo yama. 
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Pl. 8 

• lOmm 

Fig. 41. Leaves of Viola crassa subsp. alρicola (A〕andsubsp. Y atsugatakeana (B〕．
1, 3, 4, 14-17 Basal leav巴s.2, 5, 10-13 Caulin巴 leaves.6 9 Uppermost leaves. 1 
Eboshi clake. 2 4 Tsubaku10 dake. 5 Kiso komaga take. 6-17 Yatsuga take. 
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Fig. 42. Leav巴sof Viola crassa subsp. crassa. 12, 13, 15-18 Basal leaves. 5-7, 14 
Cauline leaves. 1 4, 8 11 Uppermost leaves. 1-5, 14, 16 Iwate san. 6 13, 15, 17, 18 
Akita・komaga・tak巴

Pi. 9 



Pl. 10 
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Fig. 43. Leaves of Viola crassa subsp. crassa (C) and subsp. borealis (D). 1-2, 18 
19, 22, 30 Basal leaves. 3. 14 17, 20. 21, 23-29, 31, 32 Cauline leaves. 4-13 Uppermost 
leaves. 1 Akita・komaga take. 2, 3 Iwate san. 4 ・10, 20 28, 30 l(o,zumi・dake. 11 19 
Kuro dake. (Prov. Ishikari). 29. 31 Hokkai dake. 32 Furano dake. 
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Fig. 44. Scaly leaves, stipules and bracts of Viola crassa complex. 

A Subsp. alρicola. 13 Subsp. yatsugataluana. C Subsp. u’ass a, 
D Subsp. borealis. 1-2 Scaly leaves on the bases of st巴ms.3 8 

Stipules. 9 21 Bracts. 1, 5, 6, 18-・20 Koizumi dake. 2, 3, 16, 17 Iwate 

san. 4 Tsubakuro・dake. 7-11 Yatsuga take, 12 Hiclarimata・dake. 13 

14 Jcclo-san. 15. Jiiga take. 21 Hokkai dake. 
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Fig. 45. Petals of Viola crassa subsp. crassa (C) and subsp. alρicola CA;. 1, 8 
Upperpetals. 2, 9 Lateral petals. 3-7, 10-16 Lower petals. 1-7 Iwate・san. 8 10, 
14-16 Hidarimata・dake. 11 Jcdo・san. 12, 13 Jiiga・take. 



F g. 43. Petals of Viola crassa subsp. yatsugatakeana (B) and subsp. borealis 
(D〕.1, 10 Upper petals. 2, 11 Lataral petals. 3-9, 12-18 Lower petals. 1 9 
Yatsuga take. 10-13, 15 18 Koizumi-dake. 14 Hokkai dake. 
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Pl. 13 
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Fig. 47. Calyx, stigma, stamens and s巴eds of Viola crassαcomplex. A Subsp. 
alρicola, B Subsp. yatsugata/?eana, C Subsp. crassa, D Subsp. borealis. l. 5, 9 
Calyx. 2, 6, 10, 13 Upper sepals. 3, 7, 11, 14 Lateral sepals. 4, 8, 12, 15 Lower 
ぢejJals. 16 22 Stigma. 23 26 Stamens. 27 32 Seeds. 1-4, 17, 18, 24 Jwate san. 5-8, 
21. 22, 25, 29, 30 Yatsuga-take. 9 12, 27 Hokkai dake. 13 15, 20, 23 1-Iidarirnata 
clake. 16, 26 Koizumi dak巴. 19 Jiiga take. 28 Akita komaga take. 31, 32 Kiso 
kornaga-take. 
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日 本の 〔｜主高 山広 葉草原 1.

大 場 達 ウ
《、目F

Syntaxonomische Studien iiber die Staudenflurengesellschaften 

cler subalpinen Stufe Japans 1. 

Tatsuyuki 0HBA 
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Synopis 

In cler subalpinen Naclelwaldstufe Japans find巴n sich von Nacl巴lwalclfr巴ie

Flach巴nan Lawinenbahnen, s巴itlich von Schutthalclen, rings um Schneealchen 

uncl an Windeclぽ 11.日巴werdenvo11 Stauclenfluren und slaudcnreichen Cebi.ischen 

besiecle l t. 

］〕1estauclenreich巴nDirk巴n-,Erlen・uncl'vVeiclen-Gi.ib品schewurclen bereits ( OllllA 

1973) syntaxonomisch behanclelt. An clieser Stelle wircl Uber die iibrigen 
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Gesellschaften cler japanischen subalpinen Stauclengebilsche berichtet. Die 

japanischen subalpinen Stauclenflur巴nund Stauden G8bilsche entsprechen elem 

europaischen Betulo Adenostyletea BR.-BL. 1948. 

I. Zentral Honrhu 

Betulo ermanii-Ranunculetea acris japonicae 0HsA 1969 

Trollio・Ranunculetaliaacris japonicae 0HsA 1973 

Trollio・Ranunculionacris japonicae 0HBA 1969 

a. Saussurea nikoensis var. sessiliflora-Angelica pubescens var. ma-

tsumurae-Ass.-Gruppe nov. 

Kenntaxon: Saussurea nikoensis var. sessilz了fora.

Areal: Zurn Japanischen Meer-Seite gerichtete von Zentral-Honshu. 

1. Cirsium otayae-Aconitum senanense-Ass. Suz.-ToK. et NAKANO 1965 

Syn. Calamagrostideto・Ranunculetumacris Y AMAZAKr巴tNAGAI 1961 

(tab. japふ

Saussureo-Angelicetum Pubescentis matsumurae OrrnA 1967 

(tab. jap), M1vAWAKr et al. 1968 (tabよ MrYAWAKI,0HBA et OKUDA 

1969〔tabふ

Cirsio matsumurae-Angelicetum pubescentis SucANUMA 1970 

(tabよ

Kenntaxon ・ Cirsium otayae. 

Areal: Hida Gebirge uncl Hakusan-Kette. 

2. Cirsium furusei-Saussurea nikoensis var. sessiliflora-Ass. nov. 

Kenntaxon: Cirsium furusei. 

Areal. Kiso Gebirge. 

b. Saussurea triptera var. major-Angelica pubescens var. matsnmurae-

Ass.-Gruppe nov. 

Kenntaxon: Saussurea trzρtera var. major. 

Areal: Akaishi-Gelコirgeuncl Yatsugatake Kette. 

1. Cirsium senjoense-Angelica pubescens var. matsumurae-Ass. 

( 0HsA 1969 n. n.) nov. 

Syn. Ranunculus acris-Deschampsia flexuosa-ass. YA~IAZAKr et 

UEMATsu 1963 (tab. japふ

Betula ermanii-Calamagrostis sachalinensis-ass. YAMAZAKI 

et U日入TSU(tab. jap.). 

Saussurea triptera-Angelica pubescens var. matsumurae” 

Ass. OmiA in MrYAWAKI 1967 (tab. japふ p.p. 

Artemisio・Ranunculetum AsANo 1968 (tabふ p,p. 

Hemerochallio・TrollietumAsANo 1968 (ta！〕〉．

Ranuncul-Trollietum AsANO 1968 (tab.〕．

Kenntaxon. Ciァsiumsenjoense. 

Areal: Akaisbi-Gebirge. 
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2. Cirsium yatsugatakense心alamagrostissachalinensis-Ass. nov. 

Kenntaxon: Cirsiuin yatsugata!?ense. 

c. Sanguisorba hakusanensis-Calamagrostis longiseta var. longearis-

tata-Ass. nov. 

Kenntaxon. Sanguisorba ha!msanensis. 

Areal. nordliches Hicla-Gebirge. 

d. Sanguisor ba kishinamii-Calamagrostis longiseta var. longearista ta・

Ass. nov. 

Kenntaxon: Sanguisorba /?ishinainii. 

Areal: Serpentin-Gebiet im nり1・dlichenHida-Gebirge. 

巴.Fritillaria camtschatcensis-Arnica unalascensis-Ass.’Gruppe nov. 

Tab. 9. 

Kenn-u. Trenntaxa ・ Fritillaria camtschatcensis, Arnica unalascensis 

(cum var. tschonos!?ii), Carex hak!wdensis, Anaρhalis alρicola, 

Heloni。ρsisoη・entalis,Shortia soldanelloides var. alρina. 
Areal. Zentral-Honshu. 

1. Fritillaria camtschatcensis-Artemisia sinanensis-Ass. ( OHBA 1969 

n. n.) 

Syn. Artemisio・Ranunculetumacris AsANo 1968 (tab.) p. p. 

Kenn Ll. Tr巴nntaxa:Carex socita, Euρhrasiαmatsumurae, Taアαxacu1冗

yatsugata!?ense, Geran』um eriostemon v. onoei, Anthoxanthum 

odoratum v. furumii. 

Areal・ Akaishi 

2. Peucedanum multivitt乱tum-Trautvetteriajaponica-Ass. nov. 

Syn. Fritillaria camtschatcensis-Potentilla matsumurae-Gesell” 

schaft M1YAWAK1, 0HBA et 0KuuA 1969 (tabふ

Tr一巴nntaxa. Trautvetteァia jaρonica, Peucedanu1何 multivittatum, 

Tilingia ajanensis, Carexβavocusρis, Coρtis ti ifol ia. 

Areal ・ Hida-und Kiso Gebirge. 

f. Glyceria alnasteretum-Athyrium alpestre-Ass. nov. 

Syn. Athyrium alpestre-Glyceria alnasteretum-Gesellschaft M1YAWAK1, 

0HBA et 0KUIJA 1969 (tabふ

Kenntaxon: A thyrium a！ρestre. 

Areal: Hicle-Gebirge, Asahi-Bergkette und Hokkaido. 

g. Senecio takedanus-Hedysarum viciodes-Ass.-Gruppe nov. 

Kenn・Ll.Trenntaxa ・ Scabiosa jaρon』caz人αJρina,Artemisiαρedunculosα3 

Sesel』 libanotis o. al戸ina, Leonto/Jodium ja戸onicu1仰 v.shiroumen-se, 

Senecio talwda111,is, Care.¥・ subumbellata u. uerecuηda, Astragalus 

secundus, Astragalus shiroumensis, G'entianellαtakedai, Festucaアubra

SSρ.， Tiling』a tachiroei. Saxifraga cherlerioides v. rebunshiriensis, 

Hedysαntin vicioides. 

25 
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Areal : Zentral-Honshu. 

1. Hedysaro”Astraglaetum mem branaceae AsANO et Suz.-To＂・1967,

Tab. 10. 

Syn. Poa glauca v. kitadakensis-Carex scita-Ass. 0HBA in M1YAWA1;1 

1967 (tab. jap.) 

Carici scitae-Hrdysareturn vicioides 0HBA 1969 11. 11. 

Ranunculo・TrollietumAsANo 1968 (tab.) p. p. 

Kenn-Lt. Trenntaxa: Paa glauca 1人 hitada!?ensis,Aconitum hitada/wn-

se, Artemisia hitadahensis, Orchis jooiohiana, Carex scita, Gentz二

anoρsis furusei. 

Areal: Akaishi Gebirge. 

2. Carex scita var. brevisquama-Hedysarum vicioides-Ass. nov. 

Trenntaxon: Caγex scita v. brevisquama. 

Areal . Hida-Gebirge. 

lま じ め

本報は先に取りまとめた日本の広葉革本を多くともなった亜高山広葉低木群落の群落区

分 （大場1973）に引きつづくもので， 日本の亜高山帯から高山帯の下部にかけて発達して

し、る広葉草木を主とした草原（広葉草原〉の群落区分を取り扱った。日本の亜高山広葉草

原については既に中野1944，鈴木時夫他1956，鈴木 ・中野1965，鈴木 ・浅野1967，鈴木他

1972，菅沼1970などによって研究されている。著者も大場1965,1967，宮脇 ・大場他1968,

宮脇 ・大場 ・奥田1969などにおいても記す所があった。これらの報告はブラウンーブロン

ケ博士を源とする植物社会学を基としながらも必ずしも一致した結果を得ている とはいい

難い。その原因の最たるものは，これらの研究の多くが特定の山域や山群にのみ終始し，

広域的な比較に欠けている所にあることはあれ、を入れなし、。植物社会学なかんずく植物群

落分類学が複雑多，，皮でしかも纏綿として連続する植生の体系的理解を目標に統一原理をも

って群落を抽象しようとするものであれば，一地域における詳細な研究と同時に，同質群

落の広域的比較が鋭く追求されなければならなし、。著者が日本の高山及び亜高山の植生の

調査を開始した1962年より既にかなりの年月を経たが，なお上記の前提を満し得るには至

らない。しかし“日本の植生日〈原色科学大事典3）が一般に流布されている現状を考える

と，同書に仮に発表した群落を基礎を与えられないままに放置しては責任を全うする所と

はならないので，これまでの資料を綜合して現段階における見解を示すこととした。

日本の高［_l［・ 亜高山の諸植物群落のうち広葉草原、は最ーも多機な分化を示し，その全休を

一度に紹介するだけの紙面が与えられていないのでまず本州中部山昏の広葉草原について

j主べ，次段で東，／［，北海道を1/7.り扱L、完結させる予定である。

本報を取りまとめるに当って温い御指導を賜った Prof.Dr. R. TUxENに仁、から感謝の

念を捧げたい。

野外調査に当って御支援をいただいた高橋秀男， 故村瀬信義，小'l'i"i康治，宮地俊門， ft
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Ji主文信，青砥航ゆく，菅原久夫の諸氏，また組成表の作成に協力された有吉文子氏に厚く御

礼申しあげる。

I. E高山広葉草原の概観

亜高山広葉草原とは，本来針葉樹林の成立すべき亜高山帯において， 雪崩，崩峻などさ

まざまな森林の成立を妨げる要因の作用によって針葉樹林の生じ得ぬ場所に生ずる広葉草

木を主体とし ， Ii ］＇に Jl~ :i'.i~低木の点在する平原のこと を しづ 。 針葉樹林の111盛に繁茂する亜

高山帯の中部や下部には少なし針葉樹林の勢力の衰える亜高山帯上部に多く 出現する。

その頻出する所は，いわゆる“ダケカンパ，r’と称されるゾーンに一致する。また広葉草
原は， 沢ぞい，崩i衷士山3 雪国，雪渓周辺にそって高山帯下部にまで達し，時に高山帯の氷

食カーノレ地形などにおいて広い而積を占めている 。 Ji~葉草原を構成する植物は丈の高い植

物が多く，種類も豊富で，それらの開花時期には極めて著しい季観を呈するから， 一般登

山者から“お花畑”と呼ばれ， 日本の高山植物群落の代表として認識されるに 至ってい

る。しかし広葉草原の本拠はあくまで亜高山帯にあることは日本の山岳よりも規模の大な

るヨーロッパその他の高山と比較しても明ら‘かである。

亜高山広葉草原は亜高山針葉樹林にともなう土地的な植物群落であるから，亜高山針葉

樹林の発達する地域に多く見出される。日本海に面した多雪山地の如く，亜高山帯に針葉

樹林が欠けるか，或は発達が不良の地域でも広葉草原が存在するが， 一部地域を除いてそ

の発達は良好ではない。

亜高山広葉草原は針葉樹林（日本海岸山地て‘はそれに替わるミヤマナラ等の広葉低木

林〉の倣’私ーする立地に生ずるのであるから，その発達は針葉樹林の発達を阻害するような

要因を多く持つ山地， 特に急傾斜の壮年期の山地に多く生じ，おだやかな山容を示す山地

には少ない。

針葉樹林の成立すべきゾーンにおいて， 草原化をもたらすような要因寺仮に草原化要因

と呼ぶとすると、草原化要因は一種類ではなくーケ所の広葉草原に対しても数種の草原化

要因が複合して作用していることが少なくなL、。そのような草原化要因として挙げられる

ものには雪崩，崩l丸残雪の長期滞留（雪’回〉，風衝などがあり 3 これらの外力の起因すると

ころとして急斜面，カール地形，特定の基岩，積雪の不均衡をもたらす地形〔偏西風に直交

する山稜など〉などが挙げられる。従って亜高山帯の広葉草原は，雪崩草原，崩壊地周辺

草原， 雪田周辺草原，風衝草原の四種に区別しうる。しかしこれ等は相互に連絡があり，

Jjj]J衷地は必然的に雪崩の頻発する所でもあり 3 雪国周辺草原は雪崩のデブリの集中する所

でもある。しかし広東草原の種類組成はこれらの区分によく対応しており広葉草原の形成

要因別の区分としては有効である。このうち風衝草原 （風街地の広葉草原〉はカラ フトイ

ワスゲーヒゲハリスゲ群綱に集約される高山帯の風衛草原（大場1974）とは異なり，日本

海沿岸の多雪環境と結びついて出現する独特なもので，日本あるいは世界の亜高山広葉草

原としては特異例に属する。しかし亜寒怖の海岸特に海崖に出現する広葉草原、はこの亜高

山風衝広東草原と近似の相観と種類組成を持っており，日本の多雪山地のものは亜寒帯多

活I気候 ｜ごの海崖草原に連接するものであるかも知れない。日本ではそのような海岸型の亜

'.J)E帯草原は干し文島において顕著に見ることができる。

石灰岩，超i記基性岩など，特別の基岩が広葉草原の形成にとのように作用するかは必ず

しも明らかではなL、。ヨーロッ パでは一般に石灰岩の山地には広葉草原の発達が悪いが，

27 



28 大場 ；日本の利高J_LJI.ム猿草原 1

これは主として乾燥しやすい土壌条件にその原因のf.: "1~. があるように凡え る 。 ll本では基

'i ；の；j診 ~~~l； は化学的成分よりも，むし ろ風化JV-~思しやすい ＇（ ； 石の1、には広史草原がよく発達

し，そうでない所では森H、の発達にさまたげられて少なくなるなど，j二として基岩の物理

的性質に起因するものが多L、。しかし白馬岳周辺と夕張岳てーは紐Ji.』i基性岩上にのみ特有な

群集が記録された。 ・)3超J1,；（基性岩地として名高い早池峯山にもかなりJ1:1,、面積にわたっ

て雪崩草原が生じているが，この広東草原中 lこは趨Ji，；［~！~性岩特有の刷物は全く入りこんで

L、ない。

亜高山広柴草原は一般に高さ50～BOcm程度の密集した群落を形成するが，崩壊地周辺草

原では植被度が低下し，時には20勿程度を示すこともある。また雪田周辺草原では生育期

間が短縮しているために群落高が低下し30～4QcmH＇皮に止まることが多い。雪崩草原では
雪崩の作用する程度によってはダケカ ンパが点生し， 場合によっては疎生したタケカンパ

林の外観を呈するに至る。しかしオオパタケシマラン ミヤマハンノキ群目に属するダケ

カンパ群落とは種類組成によって明｜僚に区分できる。しかしこの二つのダケカンパ林は相

互に相按して生ずることが多く， 広史草原の環境が安定化すれば〈草原化要因が弱まれ

ば〉 次第にダケカンパHY務 （オオパタケシマランーミヤマハンノキ昨日の〉に移行するこ

とは明らかで，広葉草原とダケカ ンパを中心とするJt:柴低木林は空間的，時間的に相接し

た存在である。

亜高山広東草原は，特に雪崩草原、は，冬期に植生の地ヒl'il）が完壁に品Ir倒，圧倒されてい

るので， 春季融雪直後には極めて開放的景観を示している。また広葉草原を梢成すか：｜コ～

高茎の草木も本来の生産構造を展開するのに少なくとも 2週間以上を必要とするから， そ

の聞に，いわゆるス プ リ ンク＼エ フェメアに対応する地中植物や＂＇I~緑小型草木 （ シ ョウ ジ

ョウパカマのよう な〉の展開によって初夏の季矧が形成される。これらの植物は盛夏には

高さ10～15Cm内外の草木第二）習を密に形成するに宅る。この了l木第二J<?iを形成する主要な
楠物はキパナノコマノツメ，サンリンソウ 3 ヒメハナワラビg ショウジョウスゲ，キ イト

スゲ，ショウジョウパカマ， コイワカガミ ，イワハタザオ， ミヤマハタザオ，ハクサンハ

タザオ，オクノカンスゲ，クログモソウなどを挙げることができる。これらの草木第二屑

の種類は表日本と裏日本とでかなり ：'Hなった間矧組成を示す。それについては各論におい

てふれるであろう。

雪崩草原においては草木の植被が二重で地表｛fl)に到注する光は組めて~'.JI, 、から ， 地表の

！~.「苔地衣類は貧弱で， わずかにBrachythecium reftexum, Bryu1n roseum, Peltigera 

aphtosaなどが点在するにすぎなL、。しかし1洋治高の低い雪田周辺E芋原，風｛主J草原や，植

i山支の低い崩壊地周辺草原では地表が明るく ，かなりの姉苔央nが~ Iてずる 。 特に風衡を強く

受ける場所の崩壊地周辺草原ではそれが著しく， 11.'iにはRhacomitriumJmやRhytidium

rugosumが密に地表ーをおおっている場合もある

rt入 ~t草原の上層を形成する種類は秘めて多機であるが， 主としてキク利，マメ利，セ リ

利，ゴマノハグサ科，キンポウゲ不｜およびシダ1Jiが，.，.，心で，佑燥しやすい立地ではノガリ

ヤス類の量が増大するつ

土；肢は一般に薄く， また楳が多いカ、，強問なH

L、。また土版今表層はシヨ ウジヨウスゲ，キイトスゲなどの革本第二庖を形成する植物の根

によ って密に占領され， j洋：：－pgの表層を形成する大M・,';r.本の根二葉u-・JiJQ:にそれよりも深い所
のややノレーズで牒質の多い土壌層に展開しているο
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地図 1. 調査地および周辺山地

l＝白山 4＝御岳
2＝飛騨山脈 5＝木曽山脈
3＝来鞍岳 6＝赤石山脈

7＝八ヶ岳山irr0
8＝妙高山群
9＝三国山Wi¥

o
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10＝浅間山
11＝秩父山群
12 ＝ ~富士山

Das untersuchte Gebi巴tund s巴ineumgrenzenden Berge und Gebirge. 

l=Hakusan (Vulkan) 7=Yatsugatake-Kette (Vulkan) 
2=Hida-Gebirge 8=Myoko-Kette 
3=Norikura dake (Vulkan) 9=Mikuni Gebirge 
4=0ntake (Vulkaの lO=Asama-yama(Vulkan 
5=Kiso-Gebirg巴 11= Chichibu一Kette 
6=Akaishi-Gebirge 12= Fuii・san (Vulkan 



30 大場 日本の斑高山広葉草原 1

II. 群集と群落

種類組成の比較によって抽出されたn宇集じ 群集に相当すると考えられるが，未発達あ
るいは資料不充分のため独立性の明らかでない群落は次の通りである。

1. タテヤマアザミホソハトリカブト群集 （表 2,3)

Cirsium otayae-Aconitum senanense-Ass. Suz. ToK. et NAKANO 1965, Tab. 2, 3. 

このj洋集は鈴木 ・中野 (1965）によって，立山および白山から記載されたもので， タテ

ヤマアザミを楳徴種とする雪崩草原である。飛騨山系全般に広く分布し，乗鞍岳，白山に

も産する。また御岳にも分布するものと予測される。白山のものは菅沼 (1970）によって

ハグサンアザミー ミヤマシシウド群集とされたが，菅沼が楳徴種として挙げるハクサンア

ザミはブナ布’に本拠を持つ種類で3 亜高山広葉草原に出現することは稀と考えられ，また

ハグサンアザミ ミヤマシシウド群落として挙げた群落の写真に見られるアザミはタテヤ

マアザミによく 一致する（KlTAMURA1937, Pl.11. Fig. 4.参照〉。 またタテヤマアザミー

ホソノ川、リカブト群集も立山と白山から記載されたことを考えれば， 菅沼 (1970）のいう

ハタサンアザミはタテヤマアザミの誤認と考えられる。従ってハクサンアザミーミヤマシ

シウド群集はタテヤマアザミ ーホソパトリカブト群集の異名lと考えねばならなし、。また山

崎 ・長井 (1961）が越中朝日岳において記録したミヤマキンポウゲーヒゲ ノガリヤス群集

は省Ill告された和名の常在度表が与えられているだけで，著者はこのような発表形式は無効

と考えるからその名は採らないが，内容的にはこれもタテヤマアザミーホソハトリカブト

併集に入るものである。ただ表中にはタテヤマアザミ は見当らないが，他の種類組成から

してやや漏った立地におけるタテヤマアザミーホソパトリカブ川町集と考える。

飛騨山系では亜高山干す上限附近の2400m～2500mあた りのダケカンパ林の頻度の高いゾ

ーンに多く i:U現し，おおむね東向きの直射光の少、い雪崩斜面に多く見出される。礁の移動

しやすいカール斜面やガリーに沿っては時として2700m以上にまで登ることもある〔白馬

岳，立l」l，穂高岳〉が，そこでは広L、面積を占めることはできず，線状に存続するのみで

ある。また大きな雪崩斜面や崖主ft上では1800ut附近まで降 Fすることがある。たとえば岳
沢の岩府流上において2ooom附近に見られる広民草原や， T:'&t高IHJ!El岩下の崖Mt上における

l880m附近まで下降している広東草原などがその例である。

l作落は一般に高さ 50～100cm程度であるが，風衡の5弘、谷地J］；では 1.2 mtこ達すること
もある。また高さ7Qcm程度の草原中に高さ 1.5～2 mtこ達するミヤマシシウドの花茎が抽

出することも広く観察される。群落は特に崩落しやすい所， 大型の際の間隙に発達したも

のなどを除いて 100%の植被を示し，群落上面から地表は伺い見ることができないのが普

通である。うっぺいされた地表部には，スプリング ・エフェメアを形成する低小な革本に

よる革本第二層が存在している。この第二層に多いのはショウジョウハカスオオノtキス

ミレ，キパナ ノコマ ノツメ，キイ lスケ＼ショウジョウスゲ，ウメバチソウ 3 クログモソ

ウ， ミヤマキンバイ，タカネススメノヒエ，エソノヨツパムグラ，イワハタザオなどて1

r＠った所ではオクノカンスゲ、の植被が特に多い場合がある。これらの種類は広東草原以外
の併落にも出現するものばか りであるが， ミヤマチドリや地域は限られるがオオサクラソ
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ウなと広東草原に＇］Dlくj占びついた日m1もとiじている。
群予告：上屈のW；~長 li,(i包めて多Hf；くでy 般に特に侵占する種がなL、。 これらは初夏から II~~夏

にかけて次々 と rm1~ し， 季聞のHI 移が著しし、。 このうち頻度， 被度ともに著しい種類とし

ては， ミヤマシシウド，コバイケイソワ，タテヤマアザミ ，ヒトツパヨモギ，クロトウヒ

レン， ヒゲノガリヤス，ミヤマキンポウゲ，シナノキンパイなどが挙げられる。

タテヤマアザミーホソノ〈 トリカブ卜群集はかなり広し、領域を 15めるので，水分条件，土

J袋表層の安定度，地形の凸［l_lf，斜面の向きなど様々な環境条件に対応して，種類組成と構

成種の量的比率に多様な変化が認められるが， それらは次のような下位単位に集約され

る。

a. ミヤマメシダ亜群集

Subass. von Athyrium melanolepis M 1vAwAK1, 01-rnA et OKUDA 1969 

タテヤマアザミ ホソパトリカブ I-Wf集のうち，主として北～東斜面の陰混な斜面に位

置し， ミヤマハンノキあるL、はダケカンパの広葉草本低木林に隣接する植分は， ミヤマメ

シダ，カラクサイ ノデ，ベニバナイチゴ，オニシモツケ， ミソガワソウ，モミジカラマツ

などの好陰沼地型の植物を持つことによってミヤマメシダ亜群集（宮脇 ・大場 ・奥田1969〕

にまとめられる。これら識別種の多くはダケカンハj伴集に木拠を持つ種て1 ミヤマメシダ

亜群集が，ダケカンパ併集に時空的に隣接する存在であることを示している。鈴木 ・中野

1965のタテヤマアザミ ホソハトリカブ卜併集の表はこのミヤマメシダ亜群集に包摂され

る。また菅沼1970の白山におけるハクサンアザミ ミヤマシシワド群集もまたこの亜群集

に含まれる（表4）。 亜群集名としては乗鞍岳で記載したミヤマメシダ亜群集 （宮脇 ・大

場 ・奥田1969）をJt'j＼、たL、。

ミヤマメシダ亜M集の環境は）91＼背地に当り， if下落上庖の発達が良好で，時には 2mにも

達するミヤマシシウドの花茎なども存在し，そのため地表は著しく附く，草木第二層を形

成するのはオクノカンスゲとクログモソウが＝ド休である、

b.典型亜群集

Typische Subass. nov, 

ミヤマメシダ亜1「千集が1:rr1:1犬の沢地形を占めるのに対し，平坦及至凸状の崖鋭l：あるいはそ

れに類した地形上には典型車群集が位置する。おおむね東～南斜面に発達する典型亜群集

の立地は， 風あたりがやや強く II」｜状の地形と，陳質の透水性の良い土壊と共にやや乾燥し

やすい環境を形成している。草木第二信jにはミヤマメシダ1m1作集のオクノカンスゲと昔っ

てショウ ジョウスゲが普遍的である。

また大礁の多い！~II状奈｜百iでは， li!ji周辺の安定度の高い部分に ミヤマホツツジ p シラタマ

ノギ，ウラジロハナヒリノキなどの低木が生じ，それに混じってダケカンパの先駆的個休

も生えている。このようなが｜而の小｜経起部の植分もミヤマホツツジ変群集として区分でき

る。
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c. タカネノガリヤス亜群集

Su bass. von Calamagrostis sachalinensis nov. 

~I ~型亜nr集と同質で， 特に風あたりの•］1t ＇ 、 乾きやすい糾回にはタ カネノガリヤスが多

く，亜lft集として区分できる。赤石山系のセンジョウアザミーミヤマシシウド群集にもや

はりタカネノガリヤスの優占する他分があるが，赤石｜｜｜系では全体に乾燥した気候のため

に群集全般にわたってタカネノガリャスがと｜±じ，iml作集としては区分できなし 、。

d. コカ ラマツ亜群集

Su bass. von Thalictrurn min us var. stipella tum nov. 

穂高缶東糾而｜の！Ii・沢，肝j武居周辺，tl'T沢などの大形の店主ftあるいは岩府流上の穴型礁の

環境上に生ずる広柴草原は，1800～2300mの低位置にありながら亜高山広東草原の種を多

く含み，タテヤマアザミーホソパトリカプトj作集に同定し得るものである。しかしその位

置からブナナ｜？に本拠を村つ砲が混花し，ブナ哨の高茎草原と亜高iL1広東草原との中間的性

絡も持っているコこれをコカラマツ，ヤマハハコ，アマニウ，クガイソウ，ゴマナ，グン

ナイフウロ，カラフトメンス ノアザミなどの種を識別種としてコカラ マツ亜群集にまと

める。

コカラマツ亜群集の立地は顕著なi擦の必i務移動とうか、雪崩の端末部に当っており，立地

はかなり乱~~！／＇で，大型の礁と礁の間隙に出生的に群拡が形成されている場合もある。 しか

し針良樹林十wの中にあり風 ：~I りは弱いのでj作孫：高は 1.8 mlこも達する場合もある。地下水

imに恵まれている場合にはイワノガリヤスの立が多L、。地表部の草木第二屈はショウジ ョ
ウスゲでi'Ni成されることが多L、。

e. イワオウギ亜群集

Subass. von Hedysarum vicioides nov. 

「l馬岳の大雪渓周辺および地－ff,·周辺の谷に加したJU~fJ：あるいは alluvialcornの上には，

JW客様の影響の強L 、広！；~草原がJムく見出される 。 これは雪崩草原と崩壊地周辺草原との中

間に位置するもので，しかも古川内部では副！雪が遅く， 雪国周辺草原としての性格をも備

えている。この植分はタテヤマアザ ミの欠終などかなり大きな種類組成の差異が認められ

るが，全般的純知組成の比較から本械では，仮にイワオウギ亜群集としてタテヤマアザミ

ーホソノtトリカブトitf集に収容しておく。

f. ヤマヨモギ亜群集

Subass. von Artemisia montana M1YAWAK1, 01rnA et OKUDA 1969 

来鞍岳の海抜約2330mに位置する 大n生池）河辺に形成される 扇状地に生ずる広柴草原
で3 融雪前後又は大雨｜｜守には水浸するものと考えられヒロハコメススキ，エゾホソイ， ヒ
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34 大場 ．日本の亜高山広葉草原 l

メカワズスゲの存在が著しし、。この植分もタテヤマアザミーホソノくトリカプ卜lrf.集の特列、

なー形であろう。

前報（宮脇 ・大場 ・奥田1969）ではオオヨモギ亜群集の名を用いたが，オオヨモギはコ

カラマツ亜群集にむしろ多く，本亜群集の名としては適当ではなく，むしろヒロハコメス

スキ亜群集と した方が妥当であるが，いたずらに名称を変更して混乱を招くことを恐れ，

あえてヤマ ヨモギ亜群集の名を残すことにしたし、。

2. ウラジロカガノアザミークロトウヒレン群集 （表4)

Cirsium furusei-Saussurca nikoensis var. sessiliflora-Ass. nov. Tab. 4. 

木曽山脈の亜高山帯の広民草原はl肖十分な調査資料を得ていないが， 全般に飛騨山系と

赤石山系の広葉草原の中間的な性格を持っている。赤石山系と共通するタカネグンナイフ

ウロの存在，飛騨山系と共通なグロトウヒレンなどの存在がそれを物語っている。しかし

タテヤマアザミに代って近似のウラジロカガノアザミ（尚この種については再検討を要す

る）を生ずるのが独特で，独立の群集として扱うのが妥当と考えられる。

調査数がまだ少いので下位単位の区分は尚暫定的であるが， 一応次のように分けること

ができる。

a. 夕、ケカンパ亜群集

Rubass. von Betula ermanii nov. 

崖錐上のやや乾いた斜面に発達し，ダケカンパの疎林の下を広葉草木が埋める形で存在

し，次項で述べるセンジョウアザミーミヤマシシウド群集の一般的状態によく 一致した相

観を持ってL喝 。平均種矧30以上で最も種類に豊み，多彩な季慨を持ってL唱 。

b. イワノガリヤス亜群集

Su bass. von Calamagrostis langsdorffii nov. 

カール斜面に生じ，｛際質が多く沼った環境を好む。タテヤマアザミーホソパトリカブト

群集のコカラマツ亜群集に対応する立地を占めている。

c. 典型亜群集

Typische Su bass. nov. 

やや乾いたカール斜面に生ずる。

d. タカネノガリヤス亜群集

Su basn. von Calamagrostis sachalinensis nov. 

やや乾いた土壌発達の良いl/"11状斜而に生じ，ダケカンパi唖群集に近似した立地を占め，
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Verbreitung des Cirsio senjoensis-Angelicetum im Akaishi-Gebirge, 
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b =Subass. von Calamagrostis langsdoffii 
c =Suclass. von Carex fernaldiana 
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36 大場 ：日本の亜高山広葉草原 1

その高海抜地における形かとも考えられる。

タテヤマアザミーホソパ トリ カブ ト群集とウラジロカガノアザミークロ トウヒ レン群集

は日光，上越山地などの近似の広葉草原群落（後報〉と共にグロトウヒレンを区分種とす

るクロトウヒレンーミヤマシシウド上群集にまとめられる。

3. センジョ ウアザミーミヤマシシウド群集 （表5)

Cirsio senjoensis-Angelicetum pubescentis matsumurae (OHBA 1969 n. n.) 

nov. 

赤石山系の亜高山帯全般に広く分布する広葉草原のう ち最も広い面積を占める雪崩草原

はセンジョ ウアザミを共有することによってセンジョウアザミーミヤマシシウド群集とし

てま とめられる。 山崎 ・植松1965のミヤマキンポウゲーコメススキWr集の一部分およびダ
ケカ ンパータカネノ ガリ ヤス群集の大部分はセンジョウアザミーミヤマシシウド群集に一

致する。また群集名と してもこの2つが最も古いが前にも記したように（大場1973a,1973

b）この発表は和名の省略された表が挙げられているのみなのてヰT効な発表と考えられな

いし，名称としても群集内容に適当でないから新名を与えたし、。ヤハズヒゴタイーミヤマ

シシ ウド群集〈大場1967）も有効な発表でなく，またこの群集の概念はセンジョウアザミ

ーミヤマシシウド群集より広く富士山3 八ヶ岳などの近似群落を包指するものであったの

で後述するように上群集の名に残すことにしたい。

浅野1968は赤石山系のE高山広葉草原を北部，中古／），南部の三地域にわけ3 それぞれを

独立の群集としたが3 その標徴種として学げた ものは，タカネヨモギp ハクサンイチゲ3

ヨツパシオガマ，ニッコウキスゲ， タカネヨモギ，スゲの一極（キイトスゲのことか？〉

ハグサンイチゴツナギ，オオノ〈シ ョリ マ， トモエシオガマの各種である。しかしこれらの

種は亜高山広葉草原に；臨めてjムく分布するものばかりで， が石山系の中においても北部，

中部，南部の間で限定的な分布をすることは認められない。例えば光岳附近の広葉草原を

浅野は ミヤマキン ポ ウ ゲーシナノ キン バイ ~r：下集として区分したが，その標徴障であるハク

サン イチゴツナギ，タカネノガリヤス， オオノミシ ョリ マ， トモエシオガマは何れも著者の

調査てやは仙丈， ；lじ岳附近から光岳周辺にわたって広！；）：草原のr/:iIこ広く分布し地理的に分布

あるいは産量が異なるとにたことは認められないし，他のフロラ的研究でもこれらの種類

が亦石山系の一日IIに偏在することは認められない。戊WH968の表には調査区数が挙げられ

ていな＂、が，恐らく調査区が過少にすぎるのがこのような結果をもたらしたものと考えら

れる。このうち タカネヨモギ ミヤマキンポウゲ群集は雪崩管原と雪田周辺草原の2個の

群集を合ーしたもので，その名称は使用てーきず，他のニッコウキスゲーシナ ノキ ンパイ群

集， ミヤマキンポウゲーシナノキンパイj作集も赤イミ山系の中 ・南部のjム民草原に特定的に

使mされているうえに， 名称としても，／f;石山系の雪崩平原を特定するには本州i:J:i部山岳全
般に広1'11する部制をそのぞIに使っており，不適当なので，混乱を避ける意味からセン ジョ

ウアザ ミ － ~ヤ マシシ ウド 1ri＇集の;fl； ：むをりえることにする。 浅町1968にはセンジョウアザ

ミは出現しないが同衣の1-1＇にあろヤツガタケアザ： IJセンジ ョウアザ ミであろうと打リliJさ

れる。

積雪量：がJI~凶11 1 1 系と比，，淡して少ない亦 fl山系では雪崩ぷ1 00の発注はJじ岳草すべりなどモ7

1の例外を除いては顕著でトなし 3崩草原型のμ、出草原は疎開したダケカンパ群躍中に介
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地区I4 本州中部における雪崩型広葉草原群落の分布
クロ トウ ヒレンーミヤマシシウド上群集
1＝タテヤマアザミーホソバトリカブト鮮集 2＝ウラジロカガノアザミーグロ トウヒレン！洋集

ミヤマヒゴタイーミヤマシシウ ド上群集
4 ＝センジョウアザミーミヤマシシウ ド群集 5＝ヤツガタケアザミ ータカネノガリヤス群集
Verbreitung der Staudenfu1en-Gesellschaften, die an Lav-inenbahnen vorkommen. 
Sauusureo nikoensis sessiliflorae-Angelicetum Ass.-Gruppe 
l =Cirsio otayae-Angelicetum 
2 =Cirsio furnsei・Saussuretum nikoensis sessiliflorac 
Saussureo tripterae majoris-Angelicetum Ass.-Gruppe 
4 = Cirsio senjoensis-Angelicetum 
5 =Cirsio yatsugatakensis-Calamagrostietum sacl】alinensis



38 大場 ：日本の亜高山広葉草原 1

イEするか，或は疎生するダケカンパ林の下に展開して，相観的にはダケカンパ林の形態を

持つものが多L、。また三伏11時，北荒川岳などに典型的に見られるよう に，南西町の大崩壊

地とセットになってその反対斜面の緩斜面の風通しの良い斜面に無立木の広葉草原として

展開することが少なくない。これは雪崩草原というよりは一撞の風衝草原であるが，その

基本的種類組成は雪崩草原と異ならないので同一群集として扱う ことができる。

センジョウアザミーミヤマシシウド群集は飛騨山系のタテヤマアザミーホソパトリカブ

ト群集に対応するものであるが，その出現する高度は北岳草すべりなどを除くと一般に高

く2500mを降ることは稀である。しかしその上限も低く2700m附近に止まり，それ以上で

は崩壊士山周辺型，あるいは雪国周辺型の広東草原に稀行している。また本群集は飛騨山系

のタテヤマアザミーホソパトリカブト群集にくらべて気候的， 地形的により乾燥してお

り，開放的な環境を形成している。そのため飛騨山系に比較して陰湿地を好む種が少なく

なっている。特に草本第二層は飛騨山系に多いショウジョウスゲに替わって，より乾燥を

好むキイト スゲが圧倒的に多く，ショウジ ョウノ〈カマ，オクノカンスゲなどの仰った環境

を好む種も欠けている。また聖岳以南と千枚岳附近，北岳周辺においては草木第二層にサ

ンリンソウが著しく多いのが注目される。

現在までの資料では次の3亜群集が区分できる

a. 典型 E 群集

Typische Subass. nov. 

赤石山系の全域に広く分布し，センジョウアザミーミヤマシシウド群集のに，，て酬はi'i.'k:も乾

燥に傾いた環境に生ずる。東南から西南にかけての斜面に多く，亜高山針~＼~樹林の上限附

近である2500mから2600mの聞に集中している。赤石山系の広葉草原の中では最も！ムい白l

積を占めるものであろう。

風通しの良い斜面ではタカネ ノガリヤスが多く混在し， タカネノガリヤス変群集として

区分される。これは飛騨山系のタテヤマアザミーホソパトリカブ卜ir下集の典型車群集に見
られるタカネ ノガリヤス変群集と平行的な現象である。

大日影山の東斜面では赤石山系には数少ないニッコウキスゲの多く混入する植分があ

り，これと近似の群落は点々と光岳にまで存在する。これが浅野 (1968）によ ってニッコ

ワキスゲーシナノキンパイ群集とされたものであろうが， 著者は独立の群集とは考えな

L、。ニッコウキスゲ変群集とするのが妥当と考える。ニッコウキスゲ変群集の立地は， イ也

の典型亜群集の植分に比較すれば糾聞の向きが東にふれていてやや陰淑な傾向がある。お

そらくニッコウキスゲはモミジカラマツ，キンチャクスゲなどと共に，赤石山系の宋i令jJjj

あるいは多雪期のフロラを示すレリックであろう。これと関連して著者は確認していない

が千枚岳の一部の広葉草原中にオオサクラソウが産するというのもその一例となし得るで

あろう。

千枚岳，聖岳， 仁田岳な ξ で主／·~・樹林の上限附近に，谷頭：｜犬の安定し た :in uu にサンリ ン

ソウを多くともなう広栄草原があり，これも典型亜群集中のサ ンリンソウ変l~f'集として区

別できるつサンリンソウ変群集はセンジョウアザミーミヤマシシウド群集の中では，構成

田数，若手落の構造， 土J.J.~ な どか らして最も発注した段階を示している 。 更に古j此 ぎ仙の

プJが弱まればタカネノガリヤスーダケカンパ群集に遷移が進行するものと考えられ， サン
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ソウ変群集の立地ではダケカンパの直径20cm以ヒの伏臥幹を持つ大形の個体が生ずるのが

一般的である。従って遠望すればダケカンハ林として眺められることが多L、。

b. カイタカラコウ亜群集 ． 
Su bass. von Ligularia kaialpina nov. 

聖岳の森林限界附近にあるアザミ畑のぞIを持つ場所は，その名の通りセンジョウアザミ

を多産する広東草原が発達しているが，そのうち沢ぞいの湿った場所にはp イlスゲ，カ

イタカラ コウ，オタカラコク，シモツケソウで特徴づけられる植分がある。これをカイタ

カラコウ亜群集として区分する 。 同様の植分は三伏Iii，~， 百聞洞，熊の平など広く見出され

皆近似の種類組成を持っている。しかしカイタカラコウは更に湿った湧水地，あるいは流

水縁にもサワゴケまJt オオパセンキュウなどと共に生じている。これはヨーロッ パでいえ

ば Montio・Cardamineteaに相当する群落で，著者が先にオオパセンキュウ群綱と仮

称した別個の群綱に所属すべきものである（大場1969）。

c. イワノガリヤス亜群集

Su bass. von Calamagrostis langsdorffii nov. 

北岳の草すべり周辺などの大形の雪崩斜面では， Jよ店主草原、が低く針葉樹林中に舌状に伸

び， 飛騨山系のタテヤマアザミーホソノミトリカブトjPf.集におけるコカラマツ亜群集に対応

する低海抜地の亜群集を構成している。これをイワノガリヤス亜群集とする。ここではイ

ワノガリヤス，オニシモツケ，イタドリ， ミヤマハナシノブなどの存在が目立つ。またタ

テヤマアザミーホソパトリカブト群集の対応亜群集である コカラマツ亜群集と，このイワ

ノカリヤス亜群集にはオドリコソウが共通して出現するのが著しL、。オドリコソウは周知

のように人家周辺の竹林の下ーなどに も多く生えるが，それはL、わゆる史前帰化植物として

移入されたものと考えられ，オドリコソウの日本における本来の生育地は，ここに挙げた

ような亜高山帯の広葉草原の中にあるものとも考えられる。イワノガリヤス亜群集はセン

ジョウアザミ ミヤマシシウド群集のうちにあって， 最も典型的な雪崩草原の形態をそな

え，また最も陰湿な環境に生ずる点、でタテヤマアザミーホソパ トリカフトwr.集に類似して
し、る。

4. ヤツガタケアザミ タカネノガリヤス群集 （表6)

Cirsium yatsugatakense-Calamagrostis sachalinensis-Ass. nov. Tab. 6. 

八ヶ岳火山併は3 特にその南半が地形急しゅんで＇ iJ:11高山広柴草原の発達し得る環境に

乏しいが， Wt岳の；It半から北方にかけては岩壁基部の店主Itよなどにかなり！よく広葉草原が
生じているο この八ヶ岳山群における広柴草原は調査数が少なく ，｜肖不明の点が多いが，

現在までに得られた資料では， 赤石山系のセンジ ョウアザミーミヤマシシウ ド群集に近似

した種類組成を持っている。しかし赤石山系のセンジョウアザミが，八ヶ岳山群ではヤツ

ガタケアザミに置き換わっているのが大きな異点て”ある。ヤツガグケアザミの近似種は｜肖
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分類に不明瞭な所があって，その分布なども確定できないが，仮にヤツガタケアザミーグ

カネノガリヤス群集として区分しておく。これは更に秩父，日光，上越国境山地などの広

葉草原との比較が必要である。

著者の調査例は中山峠と根石岳附近におけるものであるが， 八ヶ岳火山府では， その南

部は表日本的な気候で，北部て、は日本海岸型に近づいたやや多雪の環境となり，フロラの

上にもそれが反映している。従って八ヶ岳山群の北部と南部では！よ柴草原の内容にかなり

の差異のあることも予想される。

センジョウアザミーミヤマシシウド群集とヤツガタケアザミータカネ ノガリヤス昨集と

はミヤマヒゴタイ，カ イタカラコウ等の撞によってミヤ？とゴタイーミヤマシシウド上lit

集にまとめられる。

ミヤマヒ ゴタイー ミヤマシシウド上群集とグロトウヒレンー ミヤマシシウド l::.'/t'f集は＂＇＇
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部日本において太平洋岸気候下と日本海側多雪気候下．の亜高山に並立する広葉草原、群落で

ある。その種類組成は一般にクロト クヒレンーミ ヤマシシウド上群集の方が豊富で，亜高

山広葉草木 低木群落と同様な傾向を示している。両者を比較すると，群集標徴種や， 一

部の下位単位に偏在する種を除くと，クロトウヒレン ミヤマシシウド上群集に出現して

ミヤマトウヒレンー ミヤマシシウド併集には全 く欠けるか，或は存在が限られている種類

として， コパイケイソウ， ヒトツパヨモギ，タテヤマスゲ，ウラジロタデ， ヒゲノガリヤ

ス，ハクサンボウフウなど多数の種があるのに対し， 反対の例としてはエゾヌカボなど極

く少数を挙げ得るに止まる。また草木第ご．層を形成する種類においてもグロトラヒレン

ミヤマシシウ｜、上群集に多く出現してミヤマトウヒレンー ミヤマシシウド上群集に少ない

もσコにショウジョウハカマ，ショウジョウスゲ，オオノ〈キスミレ，オオサクラソウ，オク
ノカンスゲなどがあり，この反対例にはサンリンソウがあるにすぎない。

これは要するに現在においては日本海側の多雪環境の方が表日本にくらべて亜高山広葉

草原の発達，存続に適した状態にあるものと考えられる。ダケカンパやミヤマハンノキの

低木群落に見た如く（犬場1973), j五柴草原においても， かつての赤石山系までをもおお

う多雪環境の下に発展した広葉草原が，その後の表日本山岳の乾燥化に従って，表日本で

は種類組成など群落全体に衰退が起っているものと考えられる。亜高山広葉草原が多湿

（多雪〉環境下によく迎合し，乾燥した非雪地域では貧弱なのは｜世界全般に見られる所で，

アラスカにおける多湿沿岸部と乾燥の内陸自13の対比，アルプスにおける周辺多湿山地と内

部乾燥地域との対比にもよく現れている。

5. カライトソウオーオヒゲガリヤス群集 （表7)

Sanguisorba hakusanensis-Calamagrostis longiseta var. longearistata-Ass. 

nov, Tab. 7. 

飛騨山系の唐松岳から派生する八方尾根は， その中部以下が広大な超l魚基性岩地となっ

て植生， ブロラともに興味深い地域を成している （大場1967）。 この八方尾根の稜線上，

あるいはその東南斜面に見られる崩落しやすい急傾斜の雪崩斜面にはカライトソウで特徴

づけられる広葉草原が存在する。また立山の北に隣接する大日岳の一部でもカライトソウ

の多い広葉草原が見られる。大日十ちていはカ ライ トソウの生育地と趨出基性岩とは関係がな

く，また白山の火成岩地域にもカ ライ トソウが分布する （菅沼1970・表 1）から，カライ

トソウおよびそれを含む群落と基岩との因果関係は明瞭ではない。白馬岳周辺， 立山，白

山の三地域が他の中部日本の多雪地域高111tこくらべて由来の古い植物をよく保存している

こと。 （例えばチョウ ノスケ ソウ〉からカライトソウの存在もそれに並行する遺存的なも

のとも考えられる。

カライトソウを含むJよ民草原は赤石山系のセンジョ ウアザミー ミヤマシシウド群集とや

や似た乾燥しやすい風当りの良い場所に生じオオヒゲガリヤスとショヲジョウスゲが多く

混夜する。この広東草原をカラ イト ソウーオオ ヒゲガリヤス群集として認めることにした

L、。
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42 大場 ：日本の亜高山広葉草原 1

Tab. 7. Sangui sorba hakusanens is-Ca lmagros tis l ongi set a 
var. longeaγistata Ass. (Hida-Gebirge) 

Lfd Nr 

Fel d-N「..

I 2 3 ~ 5 
0 0 52 S2 S2 
49 Sl 248 240 247 
2420 243C 2620 2700 265C 
S SSE SC S巳
35 45 - 40 40 
50 25 9 24 150 
90 102 100 lCC 1（刀
27 29 21 75 ウ2
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6. ユキクラトウウチソウーオオヒゲガリヤス群集 （表8)

Sangnisor ba kishinamii”Calamagrostis longiseta var. longearista ta-Ass. 

nov. Tab. 8. 

白馬岳北方の雪倉岳 鉢ケ岳聞には広い超取基性岩地が存在する。その大部分は牒［！＇！［ てV

1111生は極めてまばらである（ん場1967〕。 このやや緩倍i:i~＋の除原が 吉倉i の i、｜国：iに変換す

る部分に残雪が比較的遅くまで残る凹地形があ り， ここには土壌がやや厚く発達し広葉草

原が見出される。 しかしこの群落中には白馬岳周辺の超J；：基性岩士山に特有なユキクラトウ

ウチソウとシロウマアサツキを生ずるのが特異である。これをユキクラトウウチソワーオ
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ガリヤス1洋集（2）の分布
Verbreitung des Sa昭 uisorbohakusanensis-Calamagrostietum〔l).und Sanguisorbo 

kishinamii司Calamagrostietum(2). 

43 
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Tab Sanguisorba kisil「nai・1i Calamagrostis longiseta 
rn longearistata Ass. (Hida-Gebげge)

Lie. IJ「
Feld-Mr. 
lleereshohe Im) 

Expos It ioQ' 

llo1g"ng 1-1 勺

G「il13e d Prclofl,kho Im-)・ 

Veョeta十l。nslJedecku門g 1%1 
八f十enzol1I 
1.enne1・ten d Ass 

SaneυI SC「ba kishinum1 i 

A I Ii um門＇＂＇＇＂＇ ＇＂ic'ii 
とくennadend. hohoren Einho i十eη

Cc I占megros十I5 lo門9'so寸av I ongeδr lei a十a
Cξussui ea n i koe門sis v sess ii d I oro 

Peはcedanummu It m 十十aturn 
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オヒゲガリヤス群集とする。このj（＇（：集はカ ライトソウーオオヒゲガリヤスj洋集と同じくオ

オヒゲガリヤスを多く生ずるが，その環境は東北斜面で湿っており，乾燥， J町]l!j型のカラ

イトソウ オオヒゲガリヤス群集とは異なっている。ユキクラトウウチソウーオオヒゲ，ガ

リヤス群集は現在の所雪倉岳周辺に限られているが， 白馬岳大雪渓のネ ブカ平附近の~l魚

基性岩地に生ずるシロウマアサツキをともなったやや湿性の広葉草原もユキクラトウウチ

ソウを欠くものの同ーの群集に含め得るものと考えられる。
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ユキクラトウウチソウーオオヒ ゲガリヤス群集とカライトソウーオオヒゲガリヤス昨集

は共にクロ トウヒレ ンー ミヤマシシ ウド上jip集に包含される。

6. クロユリータカネヨモギ群集 （表 10)

Fritillaria camtschatcensis-Artemisia sinanensis-Ass. 0 HBA 1969 

n. n. Tab. 10. 

赤石山系の氷蝕カールの東向き斜面には，やや丈の低い広葉草原が広範に見られる。こ

のカール斜面は赤石山系にあっては地形的に最も積雪量の多い部位に当り，初夏かなり遅

くまで残雪が多L、。また東斜面のため日射量が少なく，融雪の遅れと重なって，少なくと

も夏の前半は水分供給の7PIJ沢な環境となっている。この雪国的環境に生ずる広葉草原は，

クロユリ，ウサギギク，タカネヤハスハハコ， シナ ノヒメ クワガタ，イトキンスゲ，コイ

ワカガミなど， 雪国のアオ ノツガザクラ，チンク．ルマ等の群落（チングルマ群綱）と共通

の種群を有し，センジョウアザ ミーミヤマシシウド群集とは相観およひ．種類組成の双方に

おいて異なっている。この雪田周辺型の広葉草原をクロユ リータカネヨモギ群集として認

めることとしたい。クロユ リータカネヨモギ群集はセンジョウアザミー ミヤマシシウド群

集と接する所もあるが，それよりも高標高に生じ，その一般的境界は2600m附近にある。

センジョウアザミー ミヤマ シシウド群集が森林限界附近に本拠を持ち，ダケカンパ林ある

L、はシラビソーオオシラピソ林千Irに介在するのに対し， クロユリータカネヨモギ群集は，

森林限界よりも七部に位置している。

クロユ リータカネヨモギ群集は現在までの資料てψは仙丈岳附近から荒川岳に至る赤石l,, 

系の北半に限られ，それ以南における存在は明瞭ではなL、。

クロユリータカネヨモギ群集は高山帯 下部に位置すると共に，副！雪の遅れがあって，植

物の生活期聞が短かく，地上部の現存量はセンジョウアザ ミー ミヤマシシ ウド群集にくら

べて著しく少なし、。それに関連して土壊の発達も未熟で，礁の存在が著しく，特に急傾斜

で雪崩，崩務の影響の強L、所では櫛被が60%内外にまで低下することが認められる。また

カール地形にくらべて日［！積IJ:1郎 、が，クロユリータカネヨモギ群集は，森林限界附近から

上部の二重山稜，Jilくぼ地形などの局地的に積雪の多い所にも生じている。

本群集は群落高が一般に日cm以下と低く，センジョウアザミー ミヤマシ シウド群集など

に見られる階層分化は明瞭でなく，草木第二層はまばらに形成されるだけである。その種

類としてはキノ4ナノコマノツメが一般的で，他にはイワハタザオ， ミヤマチド リ，ヒメハ

ナワラビなどが生ずる。ただこの草木第二層にホザキイ チョ ウランの多いのは本群集の

つの特徴といえよう。

クロユ リ タカネヨモギ昨集は次の亜群集に区分てοきる。

a. 典型亜群集

Typische Subass. nov. 

仙丈岳から荒川岳にわたって分布する。その典型的な育地として間ノ岳の北沢カール，

荒川東岳の万ノ助カーノレなどを挙げることができる。一部舟くぼ地形に生じて土壌発達の

45 
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Tab. 9 Obersichtstabelle der Fritillaria camtschatcensis-Arn1ca 
una la scens is-Ass. -Gruppe 

a" Fritillaria camtschatcensis-Artemisia sinanensis-Ass 
(Akai shトGebirge)

1 = Typische Subass (vo円 Ohoa,T. l 
2 = Subass von Calamagrostis sachalinensis (von Ohbヨ， T.l 

b = Peucedanum multivittatum-Trautvetteria japonica-Ass 
3 = Kamikochi im Hida”GeDirge <von Ohba, T.) 
4 = Ki so『Gebirge ( von口hba,T l 
5 = Nori kura”dake im Hida-Gebirge Cvon ~.）； yo ·＂ 己 k; ' A., 
Ohba, T. u, O>.uda, S. 196ヲ， Tab.91 

a 

Lf d トj「ー 2 5 
Zah I d Au f九ahme 23 12 23 
1く♀nn-u, T「an口ar十end Ass 四G「uope
＇＂「つica U円ヨ1己SC包円sis(cum v, tschonoski i) IV 1 I I 2 I I I 
ト！ョloniopsisoriental is IV IV 1 III 
S'10「Tiヨ solJanelloicasv alpi-a IV 1 I I III 
ド「iti 11 a• i.; c己~tscna:cens s III IV IV 
Ca「exhヨト＜kode「15is III II 
P.「・apcalis alpicol:. IV ＋ 

Kenn-u T「己nnarie門 d llS J砂
5己目Sし「6己十「iptera v majo「 I/ III 
Carex sci'o IV II 
丁と「axac u円l＂＇十suga十ake門so IV 
G♀「aoi we e「1ostemon v 「ein ii f onoei III I 
'le「O門ic己「，ipponicav shinanoalpin司 III II 
/'.nti1口xanthumodo「己↑l」「，.， v i u「umii III II 
Eup h「asi己 ma十surnu「司自 I III 
Kゥn「，－ u T「巴門na「十end. A♀＇ ・ 
Peuced a円ummultivit十a「um 2 IV 
T口 UTV己十十eri3 jape円ICo I IV 
Til i cg i己 ajと口己門si勺 III 
Veronica nipponicヨ 1 
Cop十15十「ifol iョ II 
?o十号口十ill己 ma十sumc「」守 2 v 
C己「exf lavocリspis 2 I I I 
Kennarten d Ve「ban.iesu. d. Ordnuna・ 
Re円unculusacris v jopo口ic二5 v v 2 
Cき円十l己円2c.ak i門Gi I III III 
Hype「iC',"' kam1sτ口J↑iこ」m (cum v. senanens;;) I ＋ 2 I I 
Trol Ii us「i己d三lil門叫ソ， japo門icus I/ v 
λ「十ε川isirヨ 5 i円司円己「コi-; V II/ 
Poョicc• I or is ＂＇ヨ門 i55υ「，icソ japoηi ca I/ 
G号rani c~ v '":,poη I CU!Tl III I/ 
。「cc,is III v 
'" 6「己C' 1」！日 III III 
Pedi c」｜ yezocno' s II 
Ph I e」m v v 
l. i Ii c刊 Jeo III II 
Gγmnoden i己 coc.opcea III II 
Piccis hie「ecioides・1 olμino II III 
Acoηi tum sec己nense II 
Senecio toked白円υ♀ ＋ 

T「isetum s i bi r i ccm 
Alchemi lie J3po円iこ」 ＋ 

Hョdysと「d円 vi c ioi _;co ＋ 

F色di cc Iヨ「is「号s;ri同 .tov coaspitosa r ＋ 
1¥;t「aoョI-csmemo「弓門3こeuつ r 
bpi Eリ「四 ionョi「odiJt'"'"v pseudojaponicu.τ 
Ix♀「isdentato v I< i <'"J「＇＇＂ π
'le「司十「cm s十omi「lcl＇」m II 
Cとl己mag「ostis lo円 •Ji set司 II 
Koo円司「十end Klasse 

KU •'i臼 x mon"l"anus v v 
V母「己十「umgrandiflorum IV v 
:o己lopI eu「ummu I寸isec十U'1 III ＋ 
Ti I ingia ho lope十aI a IV ＋ 
亡。ηioselinumfilicin」円 I III 
〔：alamao「05十issachal i－口「弓is v 
Glyceria alnas十ere十＇＂・ 1 III 
f円 geI i co pubescens v '" J噌五」「U「ヨヨ r I I I 
C3「exsechal inensis v iulvo III 
Pia十antheraooh 「ydioi o告2' • " L三亡コ円3
l/accinium oval i foll U門 ＋ ＋ 

Pl eu「ospermumc己~t scho" i :", 
Lastrea que「pae「78115is r 
Tripe十alei a b「actea1・0 
Athy「iuπmel anol ep is r 
Mil ium effusum r 
Luzu la 「OS十rai"a
Th己IiC十「um己quiloailoliu’n イト

Beq ~~：：~a「~o v i「gacro己 V つ1gonreo IV v v 
V io Io bi f lo「品 v v II 
D己schamps i a t I exuosa IV I I I IV 
Polypnum vivipa「um v v 
.~nemo門e n日「Ci SS if lo「3 v II IV 
Luzula olioan十ha III III 

Pa「nassiapalustris I II III 

Po I ygonu~ ,.,ey「lchi i v. alpir.u川 IV 
:.;;crnslyl io門onophyI !no II II 

Eotrichiwn lu円己「ia I II 

Corex ble~horicarpa r 
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地図 6 雪田周辺型広葉草原群落の分布

1 ＝ハクサンボウフウーモミジカラマツ群集

2＝ク ロユリ タカネヨモギ群集

Verbreitung der Staudenfluren Gesellschaften, die um Schneetalchen vorkommen. 

Fri tillario・Arnicetumunalascensis Ass.-Gruppe 

1 =Pcucedano multivittatae-Trautvetterietum japonicae 

2 =Fritillario-Artemisietum sinanensis 
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jミい環境ではタテヤマキンパイをともなっている。そこて許は副！子｛後の＊分供給がこかないた

めに互の後半には乾燥が強く p 相似がややまばらでJiY落語iも低L、。これをタテヤマキンパ

イ変群集とする。カール壁のクロユリータカネヨモギ群集が，カール底のアオノツガザク

ラ群落（タカネヤハズノ、ハコ アオ ノツガザクラ群集〉に移行する所ではアオ ノツガザク

ラの混在するj洋落となっている。これをアオノツガザクラ変群集とする。

荒川l岳一帯のカーノレ地形で商にふれた糾而にクロユリータカネヨモギ群集が存住してい

る。荒川岳一帯は赤石山系が南北に伸びる梢j宣で，カーノレ地形も主としてその東側に形成

されているのに対し，ここではその主稜線に直交する形で東西方向に支稜が走っている。

そのため氷蝕カールがこの支稜の両側に形成され，そこにクロユリ タカネヨモギ群集が

生じている。それらの一部は南向きの急斜面にあって崩壊地型の広葉草原とも隣接し，そ

の構成種であるタカネ コウリンカ， ミネウスユキソウ，イワオウギなどが混入している。

これを ミヤマヌカボ変群集とするの

d. タカネノガリヤス亜群集

Subass. von Calamagrostis sachalinensis nov. 

クロユリータカネヨモギ群集のうち，土壌の発達が比較的良好で，しかも風あたりの強

L、斜面ではタカネ ノガリヤスの多い植分となっている。これをタカネ ノガリヤス亜群集と

する。タカネノガリヤス亜群集の立地は，おおむね雪崩斜面の上半部あるいは舟くぼ地形

などを占め，環境およひ．種類組成の両国からセンジョウアザミーミヤマシシウド群集に近

い性格を持っている。このうち北岳の草すべり周辺と塙見岳のカール斜面のものは特にセ

ンジ ョウアザミーミヤマシシウド鮮集に近似している。これをミヤマシシ ウド変群集とす

る。また仙丈岳の喝ノ背の舟くぼ地形を中心に見られるものは生育前期の多湿と後期の乾

燥とのコントラストが強く，比較的疎な植被を示している。これをタカネスズメ ノヒ エ変

群集とする。

8. ハクサンボウフウ モミ ジカラマツ群集 〈表 11)

Peucedanum multivittatum-Trautvetteria japonica-Ass. nov. Tab. 11. 

飛！日F山系では積雪量が多いために雪田環境と雪崩1；存J京などの広葉草原環境との分画が明

瞭で，赤石山系におけるようなカール斜面における広葉草原の発達は良くない。赤石山系

のクロユリ タカネヨモギ群集に対応する環境は飛騨山系では次項で述べるオクヤマワラ

ビの群落に占められ， 融雪後に乾燥期を長く持つような雪田周辺型の広葉草原は併であ

る。ただ飛騨111系の1¥1111）の穂高岳周辺，来一鞍岳，あるいは木間駒ヶ岳などてvは二重111稜な

どの凹地にクロユリータカネヨモギJrYi集に近似したJr下治が見出される。このi洋部は基本的

組成はクロユリータカネ ヨモギ群集と同一であるが， 1=1本海側多雪山地に特徴的なハ クサ

ンボウフウ，シラネニンジン，モミジカラマツ， ヒメクワガタ等の最が多く， ハクサンボ

ウフウーモミ ジカラマツl洋集として赤石山系のクロユリータカネノガリヤス群集に対立す

るものとして扱うことができる。この群集は乗J限岳の山上に多いNJ］（（｛周辺や平／＇.！.／地には著

しく 多く3 先にク ロユリーミヤマキンパイn下京として報告した (7吉，・1協・大場 ・奥田1969）。
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Lfd目 Nr.:
Feld-Nr.ー

Tab. 11 Peucedanurr rnultivittatu町一Trautvet teri a japoni ca-Ass 

(Hid-Gebirge) 

Mee「esnohe {m) 
Expcs i十iOQ
Ne 'gun日（、’） っ
GroBe d目 Probe千i'che{ m』）

Ve日eta↑ionsbedeckung ｛完）

八「十enzahI 
Kenn-u Trcnnar十end Ass. Gruooe 

Arn'°' una I ascens is v ↑schoncsk i ' 
Sho「十'3 so I daoe I I。，des v a Ip i na 
Carex hakドcdensis 
A門aphalis alpicola 
ドenn-u Trennarte門 d.1¥ss • 
Cop十lSすri fol i a 
Veronica n i ppon i ca 
T「au十ve十十eriajaponica 

Ti I ingia ajanensis 
Peucedanum mu l十lv i十十a十＂＇＂
ドAnnar十end. hoheren E i nhe l↑en 
Ranunculus ac' is v nippon,cus 

Hype「icurr kam十scha十icum 
Gen↑i ana ma.Iくinci 
Geranium yesoense v. n' pf on i cum 
Ti I ing'a holcpe十aI a 
Pedicularis yezoensis 
1ぉe「ls dentaすav kimurana 

Arすemisiasinanens's 
Luzu I a ros↑ra十a
Con l。sel,numfilicinum 
Pedicularis chamissonis v. japonica 
Hieracium jopcnicum 

T'ol I ius riedel ianus v japonicus 
Vacci oi um。valifol ium 
Tripei・aleia brae十ee十a
Po十en十iI la stcloni+era 
Goykinia lycoc↑cni fol i a 
Pl a十anthe.raohrydioides v 十akadana
Lilium medeoloides 
Orch is a「ista十a
Vera十rumg「andif loi-um 
Vera十「ums十arrineum

lxe' is den十a十av. k'murana f albescens 
Rurrex mon十anus
Coe lop I eurum汀ul十isec十um
日eae 十eつ
So cngo virgaurna v. gigan十ea

Carex blepharica「pa

Deschanpsia tlexuosa 
Polygonum vivipa「um
He l。ηiopsi s O「ien十aIi s 
Luzu I a o I i gan十ha
Viol a b「evis十ipu I a十a

Viola biflo「a
Carex flavocuspis 
Mees u. Flech十en-

Pogona↑um alpinum 
Cladon<a rangilerina 
Ce十rnria islandica v. orien十aIi s 

日「achyすheelum「ef lexum 

I 2 3 4 5 6 
K K K K Ki Ki 
297 296 278 132 35 76 
2520 2620 2620 2600 276C 2761 
ENE N SSE SSE SSE 
20 32 20 - 25 35 
4 4 4.5 4 20 16 
88 98 9c 90 90 95 
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AuBerdem je e i円相 lin Ltd Nr 2oDi C「a門umspec 1.2, Cal I ieroonel la schreberi 
1 2; i「13, Gentiana nipponica 2.2,. Vaccinium v i十1sidaea .. 2, i内 4・Rcacomi十「lum 
spec 2.3, Pe 1十ige「aspec ., Leuco十・fioegrayana v. glaue<na •. 3, Euph「asia 
insignis 2.3, Pi a十an十here十ipuloidesv nipponica • . 2 , Lyco~od i u m siすchensev. 
門ikoe門se 1.2, Carex oxyandra • 2; in 5; Carex py「enaica • 2, Phy I lodoce aleu十ica 
• . 2 , Sibbaldia proc叩 bens • ; in 5, Agros十is bcrealis., Parnassia palustr's • 。

Fun do「十e Nagakabe-yamo i m Hi da-Geb i rge {I I, Choga十ake im Hide Gebi 「ge(2, 3), 
。十aki yama im Hida-Gebirge (4), Kisokomaga↑ake im Kiso-Gebirge (5,6l 

今回これに木曽駒ヶ岳の千丈敷，駒飼の池両カール底のものと，上高地の大滝山と蝶ケ岳

の二重山稜底に生ずる ものを加えて独立の群集とすることにしたい。

ハクサンボウフウーモミ ジカラマツj伴集はまだ調査例が少ないので下位単位の区分は後

考を期したい。

本群集と近似，あるいは同ーと思われるものに， ｜主l山から報告されたモ工 ジガサ ショ

ウジョウ スゲ群集 （菅沼1970）がある。この：Ill集の記載によればその環境はハクサンボウ

フウ モミ ジカラマツ群集のある部分によく一致する。しかしその種類組成は極めて特異

でブナ帯以 下に生ずるモ ミジガサが優占して生ずること，高山風衝草原によく結びついた



50 大場 ：日本の［町高，111広葉草原 1

ミヤマノガリヤスが出現することなど l盟I~庁しがたいilffがあるが，おそらくモミジガサとし

たのは写真などから判断してモミジカラ マツの誤認と思われるし， ミヤマノガリヤスとさ

れたものもとゲノガリヤスであろう。

ハクサンボウフウ モミジカラマツ併集とクロユリータカネヨモギ併集は，クロユリ，

ウサギギク，イトキンスゲ，タカネヤハズハハコなどを区分1霊にクロユリ ウサギギクーし

群集にまとめられる。よ記の区分植は何れもチングルマl洋諸問の雪’田植物前二務とも共通する

が，全般の比較からして，このように取り扱うのが最良と考える。赤石山系ではショウジ

ョウパカスコイワカ刀ミなども鮮集の区分種として用い得る。雪田植物群落との比較考

察は後報予定の“日本の高山雪田植物群落川において述べたL、。

9. ミヤマドジョウツナギーオクヤマワラビ群集 （表 12)

Glyceria alnasteretum-A thyrium alpestre-Ass. nov. 

乗鞍岳およひや飛目ll'l山系の雪’｜：日斜面のうち， コミ型の1僚の多い所にはオクヤマワラビの多い

群落がある。オクヤマワラビは北半球の高111と寒帯lこ広く分布しているが，そのどこでも

礁の多い雪国底と結びついている（例えば NoRDHAGEN1927など〉。 日本における生育環

境もスカンジナビア，アイスランド，ア ラスカなどの各地の例と極めて良く一致するが，

日オ立のオクヤマワラビ1t下落はミヤマドジョウツナギ， ミヤマキンパイ， ウラジロタデなど

日本およびその周辺地域に特有な極群を混生するから，若手集としては独立のものとして認

め，北半球の数個の地域群集をオクヤマワラヒ上群集にまとめるのが良いと考える。

ミヤマドジョウツナギーオクヤマワラビ群集は，かなり広い範囲にわたって分布するの

でいくつかの下位単位が認められる。例えば乗鞍岳に見られるように小水流の縁に位置す

るものではミヤマイが混生するミヤマイ亜群集として区分できるなどである。

オクヤマワラビは東北地方から北海道にも分布するが，その組成は飛騨山系のものと大

差ない。それらの組成表等は次号で扱う。

1 o. イワオウギータイツリオウギ群集 （表 13)

Hedysaro・Astragaletummembranaceae AsANo et Suz.-To1c 1967 

赤石山系の主稜線の南西側には大規模な崩よ＠：±也が多L、。この崩壊士山の周辺および崩壊士山

中の小安定地にはイワオウギ，タカネナデシスタカネコウリンカ， ミネウスユキソウ，

タイツリオウギ， タカネボウフウ， ミヤマアシボソスゲなど多数の種で特徴づけられる広

葉草原が見出される。このir下落に対し著者はキタダケイチゴツナギーミヤマアシボソスゲ
群集の;g，を与えた（大場1967)が，同年に浅野 ・鈴木によってイワオウギ タイツリオウ
キ＇.＇／）'(o集のぞlが有効に出版されているのでその名を採ることにしたL、。

三伏11時，似｜丈岳馬／背，型岳，光岳などに代表されるこの大崩壊は飛騨山系の崩壊が；t

として東面に発達するのと対照をなしている。赤石山系の崩壊が主として風衝，寡雪，乾

燥を原因とするのに対し ， 飛！~l[iU1系のそれは断層などの大地形的要因と共に多雪にもとづ

く雪創！が火きな原因となっている。

イワオウギータイツリオウギ昨集は上述のように乾燥した風当りの強い斜面に生じ，JJ)j 
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Verbreitung der Staudenfluren-Gesellschaften, die um Schutthalden vo1 kornmen. 
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1 =Carici scitae brevisquarnae-Hedysaretum vicioides 

2 =Hedysaro・Astragaletummembranaceae 
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J裂に沿って上下に細長く伸びており，2450m附近から29QQm附近にまで及んでいる。しか

しその分布の中心は2600～2700mの森林限界のやや上部にある。

i洋落の立地は全般に乾燥に傾くが，窃から植生が捕捉する水分も多く，また崩壊斜面の

磯の下層を流下する水も比較的多く，群落はかなり密な植被をもっている。また風をとも

なった霧がもたらす水分によ る一時的多湿とその後の乾燥の両極端によく適応した蘇類，

特にフト ゴケの量が多いのが著しい。

イワオウギ タイツリオウギ群集は赤石山系に固有あるいは桁産の植物を最も多く含む

群落であって，キタダケイチゴツナギ，キタダケヨモギ，キタダケトリカブト，アカイシ

リンドウ， ニョホウチド リ，ホテイアツモリなどが見出される。

崩壊地に生ずるため，崩壊地植生の構成種が混在することが多く，それがまた他の広柴

草原との識別の役を成している。 その例としてはミヤマミミナグサ， ミヤマオトコヨモ

ギ， ミヤマウイキョウなどが挙げられる。しかしそれを基礎に崩壊地から崩壊地周辺型の

広葉草原までを一括して一つの植生単位として扱うことはできなし、。崩壊地植生の構成種

が崩壊地に時空的に隣接する群落に混在することはどこでも認められる所で，たとえば階

段状構造土の安定化につれて裸出地のウルップソウがオヤマノエンドウ ヒゲハリスゲ併

集の風衝草原中に残存生育するようなのもその一例である（OH川 1974）。 このような疎

生植生とそれに隣り あう密集植物群落との関係は従来とかく混同して同ーの植生単位にま

とめられてしまうことが多かった。高山，亜高山以外の例を挙げるならば， if,,[1向上1山におけ

るアツケシソ ウ群綱とウラギク群綱の関係，特に日本ではチシマドジョウ ツナギの形成す

る密集群落とそれに隣りあうアツケシソウの疎生昨務の関係，ifij浜砂J王ではオカヒジキ群

落とコウボウムギ群落の関係，あるいはヨーロッ パにおける Corynepholeteaの取り扱

L、などを例示しておきたい。何れにしても植生分類は無作為，多］[Iの調査を機械的に作表

操作する こ とに よ っては完成されない。 シャ ー プな観察と·［｝＇（~な調査によって得られた調

査票と，植物群落分類大系に対する十全な理解と判断のみが正しL、植生単位観を与えてく

れるものであることを強調したし、。鈴木時夫他 (1967)のイワオウギir下回は崩壊地，！ム京
草原，成衝草原の三群のj洋綱を一括したものであることを指摘しておきたい。

イワオウギ タイツリオウギ群集は次の下位単位に区分される。

a. 典型亙 群 集

Typische Su bass. nov. 

仙丈岳から光岳にわたる崩壊地周辺に見られる。最も多い｝；；）而は，崩壊地中に差別浸蝕

で残った岩頭をたよりに，その直下の崩落石礁のあまり通過しない部分に烏状に生ずるも

ので，時には深い谷状の崩壊地では，その谷壁に－jj'jjに着生することもある。このうち型

岳および光岳のやや低海抜地に生ずるものはミ ヤマウシ ノケクV人 ミヤマ ウイキヨウ，タ

カネコンギク，ヤハズハハコ，イタドリ等の種JJ’lによ ってミヤマウンノケグサ変群集と し

て区分できる c また千枚岳および（!11丈firでは破1みされた些i』；の多く露呈する斜而にキタ ダ

ケヨモギとコメススキで識別されるキタダケヨモギ変J作集が認められる G
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b. タカネグンナイフウロ亜群集

Subass. von Geranium eriostemon var. reinii f. onoei nov. 

主として三伏11!＋・以北のj』j域地周辺では，やや安定て”土峻発達も見られる立地にタカネグ

ンナイ フウロ， ミヤマキンポウゲ， ミヤマアワ ガエリ， ヤツガタケタ ンポポ等の適湿地を

好む極が多く生ずる植分があり，タカネグンナイフウロ亜群集として区分される。この亜

群集はイ ワオウギータイツリオ ウギj洋集のうちセンジョウアザミーミヤマシシウド群集の

環境に近ずいたもので，時にはこの阿群集が相接して生じている場合もある。このうち三

伏峠のダケカンソ汁！？務が風Jilli，崩壊で；退行した跡地のJJ)jJ袋上縁の風角地にはオヤマリンド

ウ，キイトスゲなどで区分されるオヤマリン ドウ変j伴集がある。また北岳周辺のカーノレ地

形内に形成されるやや標高の高い位置の崩壊地周辺ではハクサンイチゲ，オンタデ，ハゴ

ロモグサ，チシマ ヨモギなどで区分されるオンタデ変併集がある。オンタデ変群集はまた

穴磁の多い崖自I上にも生ずる。

11. アシボソスゲーイワオウギ群集 （表 14)

Carex scita var. brevisquama-Hedysarum vicioides-Ass. nov. 
t 

飛出i'fi山系てーは赤石山系に見られるような南西方向への崩壊地は数少なし崩壊地周辺型

の広葉草原も限られている。しかし白馬岳，左俣岳，金！ノ；木岳などでは，小規模ながら赤

石！Li系のイワオウギータイツリオウギ群集に近似した崩j袋， 風衝型の広柴草原を観察し

た。ここでは赤イゴ山系に特有のキタダケイチゴツナギ，キタダケヨモギなどが欠け， ミヤ

マアシボソスゲに主主わってアシボソスゲが生ずるなどの異点があり，アシボソスゲーイワ

オウギ群集として区分できる。

アシポソスゲ イワオウギ抑集はイワオウギータイツリオウギ群集と比較してタイ ツリ

オウギを欠き，タカネコウリンカなどのiTI:が少ないなどの差異があるほか，より強L、風径j

l也に':I三ずるために群稀：高が低く，オオウシノケグサのi'i'iの噌大が目立っている。また場所

によ ってはオヤマノエンド ウーヒゲハリスゲ］洋集のやや低海抜地における代理群落の様相

をも呈し 3 チシマギキョウ， トウヤクリンドウ，ユキワリシオガマ等風衝草原に重点のあ

る種の混紅が若しい。群集の生育地は崩域地隣接地というよりも，風化した崩落しやすい

母岩上を占め，比較的急傾斜で風を強く受ける尾根附近，あるいはピーク附近に位置して

L、る。

イワオウギータイツリオウギ n~下集とアシボソスゲーイワオウギ 群集は， タカネボウフ

ウ， ミネウスユキソウ， グモマシパスゲ，タカネコクリンカ， リシリオウギ，シロウマオ

ウギ， オノエ リンドウなどを区分砲として，グカネコウリ ンカーイワ オウギ上群集にまと

められるυ グ力ネコウリンカーイワオウギ l二：Hf柴に属すべき群落は地JIムフロ ラ両面から

見て八ケ町111併にも産するはずであるが，｜汗j詳細は明らかではない。ここには横岳附近で

得た本上jff集に属する杯l分の調布例を挙げておく。

53 
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Bull. Kanagawa Pref. Mus. No. 7, March, 1974 

アザミ類についての付記 日本の亜高山広葉草原において，地域的特色を最もよく現わ

しているのがトウヒレン属とアザミ属の植物である。このうちトウヒレン属植物は各種の

形態的区分が明確で混乱を生ずる恐れは少なし、。しかしアザミ属は各地域の広葉草原で量

頻度共に多いのにも係らず， その分類が尚不充分な点が多く， 区分種として採用するに

当っても問題が多い。本報を取りまとめるに当って関係のあるアザミ類を一応再検討した

が， l当研究を要する点が少なくない。ここでは従来の分類と異なった見解の生じたものの

みについて触れておきたい。

飛騨山系に多いタテヤマアザミはダイニチアザミ〔Cirsiumba~ anum KonJZ〕の変種

として G.bobanm var. otayaeを用うるのが一般である。しかし ダイニチアザミは白馬

岳のー峯である小蓮華岳（大日岳〉で採られたものが基準標本で，その後この附近で採ら

れた標本が数枚あるのみで他に産地が知られていない。これらの楳本を検すると，明らか

に花時にも根生葉の残るグループに属するもので，タテヤマアザミ，センジョウアザミな

ど花時根生葉を欠くグループとは明らかに異 なっている。 しかしその一花部，総在の形状

はタテヤマアザミに近似している。これらの全形はタテヤマアザミとオニアザミ （C.ni-

pponense）との中間的性格を示し， ダイニチアザミはこの両種の雑種に起源するもので

あろうと考えられる。ちなみに小蓮華岳周辺の亜高山帯から高山帯にかけて広く産するの

はタテヤマアザミとオニアザミのみであるのもこの推測を裏づけている。またダイニチア

ザミの産量が極めて少ないのも雑種起源によるものと考えられる。それ故タ テヤマアザミ

をダイニチアザミの変種として扱うことはできなL、。タテヤマアザミの学名として最も早

いのは C.fauriei NAKAIであるがこれは御岳（二階重楼2220Tl)と木曽上松 CFAURIE 

7034 KYO）の標本が原記載に引用してある。このうち御岳のものはタテヤマアザミであ

るが， 北村1934によれば上松産のものはタイアザミであるとLづ 。また C.faurieiの原

記載は上松産のものに一致するとしている（北村1934）。示種名の基となった fAURIE の

採品がタテヤマアザミでないとすれば，この名をタテヤマアザミに用うるのは閉題が多い

のでその後に発表された C.otayae KITAMURA を採用するのが最も穏当であろう。

木曽山脈の亜高山市＇tこは， タテヤマアザミに近似した一種のアザミが広く分布してい
る。葉形などおおむねタテヤマアザミに一致するが葉裏や総在に薄くクモ毛のあること，

ー茎に着く頭花の数が多いことなどで異なっている。これに類したものとして木曽山脈の

ブナ帯から記録されたキソウラジロアザミ （Cirsiumnorikurense var. l<.isoense YA 

MAZAKI et AsANo）がある。しかしこれは深く切れ込んだ葉を持っており一応別の Taxon 

と考えられる。また近似したものにウラジロカガノアザミ（C.furusei KITAMURA）があ

り，この極は木曽山脈の亜高山帯に広く分布するらしいく杉本順一 ・長野県植物総目録〉。

これがタテヤマアザミ近似の一品を指すものであろうことはほぼ問題ないと考えられる。

この C.furusei KITAMURAは原記載によれば総直片に刺があるなど疑問の余地があるが

一応この名を使っておきたい。

ヤツガタケアザミはこれまでタイアサミの変種とされることが多かったが， 筆者の見る

限り長梗を有する頭花，長い総在外片，葉形などの形質でタテヤマアザミ，センジョウア

ザミと近縁のものと考えられ，独立種として扱うのがよいと思う。またこれまでヤツガタ

ケアザミが日光にも分布することになっていたが， 日光の高い所に産するものは確かに一

見ヤツガタケアザミに近い形だが，頭花はしばしば短梗しか持たず， 長梗のある場合てーも

花が接近して着き，全体に頭花が多く着く。 また総在片の外片は明らかに内片より短か
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56 大場 ：日本の亜高山広葉草原 1

L、などの諸点で異なっている。この日光産のものは最近発表のオネトネアザミ C.ni/Jρ0・

nicum var. alpestγe KITAMURA）に含めるのが妥当と考えられる。

タテヤマアザミ，センジョウアザミ，ヤツガタケアザミ ，ウ ラジロカガノ アザミ（？〉

の一群はガンジュアザミを含めて本州、｜の亜高山に適応分化した互いに近縁な種群と考えら

れる。しかしブナ帯に本拠を持つ近似の種群との関係はかならずしも明瞭ではなく更に検

討が必要である。

' -
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Pl. 16 

写真 2.崖錐上の広葉草原，センジョウアザミーミヤマシシウド群集（北岳〉。

Das Cirsio senjoensis-Angelicetum auf stabi!er Schutthang〔Kita-dakeim Akaishi-Gebirge). 



写真 3.崩壊地から吹き越す風衝斜面に生ずるセ

ンジョウアザミ ミヤマシシウド群集（三伏峠〕。
Eine Staudenfluren-Standort neben Schutthang, 

wo stark Wind bHi.j3t (Sampuku Pa/3 im Aka-

ishi-Gebirge). 

Pl. 17 

写真 4.センジョウアザミーミヤマシシウド群集

（大日影山〉。
Das Cirsio senjoensis-Angelicetum 

(Ohikage-yama im Akaishi-Gebirge). 



Pl, 18 

写真 5. ウラジロカガノアザミークロトウヒレン群集（木曽駒ヶ岳〉。

Das Cirsio furusei-Saussuretum nikoensis sessiliflorae (Kisokomagatake im Kiso-Gebirge). 



写真 6.崩壊地周辺の岩稜上に
生ずるイワオウギータイツリオ

ウギ群集（三伏峠〉。
Hedysao圃Astragaleturnme-
rnbranaceae um Schutthang 

(Sampuku Pa戸 im Akaishi-
Gebirge). 

写真 7.岩屑流周辺の広葉草原，
タテヤマアザミミヤマシシウ

ド群集，コカラマツ亜群集（穂

高・岳沢〉
Die Subass. von Thalictrurn 

minus var. stipellatum des 

Cirsio otayae-Aconitetum 

senanensis um kriechende 

Schutt (Hotaka dake im Hi-
da田Gebirge).

Pl. 19 



Pl. 20 

写真 8.雪国底の露岩周辺に生ずるミヤマドジョウツナギーオグヤマワラビ群集（乗鞍岳〉。

Das Glycerio・Athyrietumalpestris (Norikura-dake). 



Bull. I<anagawa Pref. Mus. No. 7, March, 1974 

On Two New Species of Hydroptilidae from Japan. 

(Insecta: Trichoptera) 

恥1ineoKOBAYASHI 

日本産ヒメトビケラ科の 2新種について

わが国に桜息するヒメトピケラヰ~I · Hydroρtilidaeに属する種夫氏には， ウスグロヒメト

ピケラ Hydroρtilausuguronis MATSUMURAおよび Oxyethi・raangustella iVlARTYNov 

（杭l名なし〉の2極が記録されている。筆者一は今！Ill，神奈川県下および長野県下で採集した

ヒメトピケラ科に属する 2砲を分3:ti学的に研究する機会に恵まれた。研究の結果，2麗と
も新砲であることが明らかになったので， Hydァoρti'amatsuii sp. nov., Hydroρti la 

ogu印刷ssρ. nov.として発表する（小川、峯生〉。

On巴 SIコ巴ciesof th巴genus Hydroρtifa have ｜コ巴巴nhitherto r巴portedfrom Japan, 

Of this species H. usuguroenis MAsTuMuRぱ1931)were described by from Hokkaido. 

The second and third sp巴ciesof the genus was collected by Mr. Masafumi MAsTu1 

and meself. The features characteristic of these species were compared carefully 

with that H. usuguronis, and it was concluded that this should be regarded as 

a distinct species, therefore this is describ巴clin the following lines with figures. 

Th巴 specimensh巴redescribed were kindly pres巴ntedto m巴 byMr. M. MAsTu1, to 

whom my cordial thanks are due. 

Hydroρti!a matsuii sp. nov. (Plate 25) 

Head fuscous, with a pair of scent-organ caps. The caps are peculiar in form, 

res巴mblingthose of usuguronis. The erctil巴， andeach margin produced in a 

minute, blunt hook at pコintwhere they meet in a recumbent position. Antenna 
fulvous, thick, shorter than length of anterior wing, thirty-jointed, basal joint 

thick巴Iand longer than other joints. Ocelli absent. 

Maxillary palpi pale fuscous, V巴Iy long, fi v巴一jointed,cloth巴dwith short fuscous 

pubescence , th巴 fir札 two joints shorter and ll1ickc1・ lh日nr巴miningjoin t日，the

fourth joint slightly shorter than the third one. 

Labial palpi pale fuscous, thick, three-jointed, cloth巴d with short fuscous 

pube！古C巴nc巴；lhe first joint a日 long as length of the 詰巴condon巴； the third joint 

longer than the second one. 
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68 Two New Species of HydroptiJa from Japan. 

L巴gspale fuscous; spur 0, 2, 4. Spurs fuscous, stoLtt, inner spurs of apical 

tibial and pr巴apicaltibial spms shorter than outer spurs. 

Anterior wing pale fuscous, lanceolate, subacute, the ap巴X not greatly proclucecl. 

Nuration as figured. V巴insthick, apical forks nos. 1, 2 and 3 pr巴sent.Discaoicla l, 

median and thyriclial cell absent. 

Posterior wing pale fuscous, lanceolate, subacute, the apex not greatly producclecl. 

Neuration as figured. Veins thick; apical fork no. 2 present. Discoiclal, median 

and thyriclial cell absent. Fringes more than twice the greatest width of that 

wmg. 

Dorsum of thorax fuscoLts. Pronotum with a pair of warts, with fuscous setae. 

Mesoscutum clothed with fuscous s巴tae,without wart. M巴soscutellumwith a pair 

of warts, warts slender, with fascous setae. 

Tergite and sternite fuscous, clothed with long pubescence, margin of tergits 

fulveous, chitinzed. Pleurite pale fuscous, m巴mbranous,with a few fulvous 

pubescence. The ventral plate long, triangle, acuted at its apex. 

－ 

Tergite of the ninth segment fulvous, trinagle, citinizecl. Dorsal plate divided 

mto two parts, basal part chitinzecl; apical parts membranous, dorsal margin 

chitinzed, sickle『shapedin the dorsal view. Inferior appendages fulvous, longer, 

ha lbert-shap巴d in lateral view. Penis long, stout, with excies a apical margin. 

Apical margin of the dorsal plate with long two seta巴．

Measur巴m巴nt・ Holotype, body 2. 20 mm, anterior wing 2. 80 mm, posterior wing 

1. 90 111111. 

Holotype Male (M. 2539) in alcohol; Riv. Chikuma, Ueda City, Nagano 

Prefecture; July 28, 1971. collect巴clby M. iYIASTUJ. 

This new species I巴semblesvery much to H. usuguronis in size, and in th巴

vantation of the both wing, but it can distinguished by structure of male genitalia. 

The specific nam巴 matsuiigiven to this species was taken from th巴 nam巴

of collecter. 

Hydァoρtilaoguranis sp. nov. (Plate 26) 

Dorsum of head blackish brown, clothed with long fuscous bristles, with a pair 

of large scent-organ caps. The caps divided into two parts, anterior part triangle, 

clothed with long pubescence; posterior part rounded, longer than anterior one, 

clothed with long bristles. The caps are lコ巴cLtliarin form, resembling those of 

matsuii. They are日rectle,and each margin is produced in a minut巴，blunt hook 

at Lhe point wh巴re lb巴y Jl1巴巴tin a recurnb巴nt.The rrontal parts with a pair 

of specialized scent-hairs. Oc巴lIi abs巴nt. 

Antennae fuscous thirty-four jointed, thick, slightly shorter than the length 

of anterior wing. The basal joint thicker than remining joints. 

Maxillary palpi pale fuscous, long, clothed 1へilhshort blackish brown pubescence; 



Bull. Kanagawa Pref. Mus. No. 7, March, 1974 

the first two joints shorter than remining joints, the third joint long, about three 

times of length of the second joint, fourth joint as long as the third joint; the 

terninal joint longer than the fourth one, round巴dat its apex. 

Labial palpi pale fouscous, three-jointed, clothed with blackish brown pubescence; 

the first joint as long as the sccond one; the terminal joint slightly longer than 

the fourth one, rounded at its apex. 

Legs thick, long, clothed with blackish brown pubescence; spur 0, 2, 4. Spurs 

thick, long, clothed with blackish brown pubescence; inner spurs of apical tibial 

and preapical tibial spurs shorter than outer spurs. 

Anterior wing pale fuscous, lanceolat巴， subacute,clothed with long blackish 

brown pubescnce. Neuration as figured, resembling those of H. matsuii. Veins 

thick, apical forks nos. 1, 2 and 3 present. Discoidal, median and thyridial cell 

absent. 

Posterior wing pale fuscous, lanceolate, subacute, as long as lenght of the an-

terior wing, the apex not produced‘Veins thick, apical for no. 2 present. Fringes 

more than twice the greatest width of that wing. 

Dorsum of thorax blackish brown. Pronotum with a pair‘of warts, warts with 

blackish brown setae. Mesoscutum clothed with blackish s巴tae,without wart. 

Mesoscutum with a pair of warts, warts slender, resembling those of H. matsuii. 

Tergite blackish brown, clothed with long blachish brown pubesc巴nce.Pleurite 

pale fuscous, membranoucs, with a few blackish brown pubescenc巴. The apical 

parts of the seventh tergite and sternite with especially long hairs. The ninth 

segment divided into two parts; each part trianglie in th巴 dorsalvi巴W ; apical 

part sickle-shaped in the lateral view. The basal part of inferior appendage stout, 

acuted at its apex in the lateral view. Penis narrow, much longer, rounded at the 

base, apical part acuted at its apex, sickle-shaped. 

Measurem巴nt.Holotype. body 1. 75 mm, anterior wing 2. 15 1η111, posterior wing 

2.15 mm. 

Holotyp巴・ Male(M. 4649) in alcohol, Mt. Ogura, Shiroyama-Machi, TsukuigLrn, 

Kanagawa Prefecture; September 2, 1973; coll巴ctedby M. KollA YASH1・

Allotype ・ Four Female (M. 4649 a, 4649 b, 4649 c, 4649 d) in alcohol, Mt. Ogura, 

Shiroyama-Machi, Tsukuigun, Kanagawa Prefecture; September 2, 1973, colleceted 

by M. IくOil八YA百十II・

This new species l古田mblesvery much to H. usuguronis and H. matsuii in 

the vention of the both wing, but it can distinguished by th巴 colourof body, in 

size of the both wing, and the structur巴 ofmale gentalia. 

The specific name oguranis came from the collect巴dsite. 
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70 Two New Spec】巴sof Hydroptila fro口1Japan. 
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Explanation of Plate 25 

Hydroρtila matsuiz sp. nov. 

A. Wings. 

B-C. Head. 

B. dorsal view. 

C lateral view. 

D. Mesoscutellum, dorsal view. 

E-G. Male genitalia. 

E lateral view. 

F. dorsal view. 

G ventral view. 



Pl. 25 

Aム

E 



Explanation of Plate 26 

Hydroρtila oguranis sp. nov. 

A. Wings. 

B-C. Head. 

B. dorsal vi巴W

C. lateral view. 

D F. Male genitalia. 

D. lateral view. 

E dorsal view. 

F ventral view. 
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オオミズナギドリのイワシ生資採餌に伴う

集団事故死について

－
 
rト 1寸 "EET 

dしL、

On a Mass Accidental Death of the Streaked Shearwater 

in Sagami Bay 

Kazue NAKAMURA 

Th巴 StreakedSh巴arwat巴rs (Ca!onectアisleucom~ ＇as) are the only breeding 

sp巴ciesamong Proc ~Pav』：ida e in th巴 temperateseas of W巴sternPacific. Th巴y

breed on isl巴tsin th巴JapaneseIslands from Hokkaido to Yaeyama Shoto and 

along the coasts of Korea and Chin旦， andmigrate south 'in winter around East 

China Sea and South巴rnSeas of Japan. Th巴yr巴turnto Sagami Bay, the C巴ntral

Honshu Islands, in March and migrate s;:iuth in November. In Sagami Bay, their 

food in summer mainly cJnsists of small fish，巴sp~cially Japanes-o anchoveys 

(Snr?rau'is japonica〕， ・andrec巴ntlyth巴Yh呂V巴 learnt to fe巴仁lpartly on thes巴

anchov巴yskept in the crawls. 

Th巴 Anchov巴Yfishing by "Aguri n巴t”forliving foつdof bonito fish巴ry,is now 

carried out by two fishing boats, a net is hauled by machine and th巴 anchoveys

caught are transferred from the net to some crawls at sea, and th巴secrawls 

filled with fish ar巴 takengently in tow not to injure fish by a small boat, and 

set in a clam bay. 

The author observed two times a mass accidental death of the str巴akedsh巴ar

waters occutT己clas a result of the us:; mヨ::leby the sp-ocies of the humaηfishing 

activities. When the bコヨtwas mつvingmany hungry shearwaters came swarming 

about the crawls without a cコV巴r-n巴tand plunged into shoals of fish with half 

clos巴dwings. The plunge which was not very de巴p,lasted several seconds , some 

birds were seized vvith the slack of a crawl's net without getting Joos巴 andthey 

almost died by suffoca tiつ九日lth・rngha fεw birdヨwerestill alive b•.tt weakened, 

90 birds of th巴 largest1rnmbe1・diedtogether. As another case of accid巴nt,several 

shearwaters got their body in a tangle 'v¥ ith a cov巴rn巴tof the crawl, which will 

also cause them to die. 



72 ,-1=1H：オオ 1ズブギドリの集団事故死

オオミズナギ ドリ Catonectristeucomelasは， 3月｜マ旬にはすでに相模湾沿岸に姿を

みせる夏鳥で，初夏から秋にかけての季節，特に江の島から城ケ島にかけての沿岸から伊

豆大島近海にかけての沖合は， f長流系のイワシ矧を追う本種がほとんど独占する海域とな

る。11月には 3 繁舶を終えた寸寸ミズナギドリは南への渡り を開始するが，この季節海況

気象の急変で大量の本障が内陸に迷行し焼死することがある（黒田長久 1966）。

1969～’71午ーに引続き， 筆者は’73年9月 （21亘｜〉から10月（3回〉にかけて，漁船を用い

て再度相模湾沿岸の海鳥を観察した。この調査期間中推定1万羽におよぶオオミズナギド

リの大群が接岸したが， このうち三評l'i士｜土島小旧和f宅 （Fig.1）のイワシ生賛で、採餌する群-

れの仁｜

あつた。黒田長久umj笥〉の報告にみるような自然要因による死亡の他に，近年の本種の
イワシ生管への寄食に起因する事故死L、わば人為要因による死亡があり，それが本種の採

倒習性と無関係ではないことを知った。

小文を草するに当り， mi:外調査にご協力いただいた椀須賀市佐島の主！？倉留吉氏，解剖処

理に当り ・;'.fl）ご援助いただいた横浜市野毛山動物園堀浩獣医，同大阪豊獣医，本館山口佳

秀学芸員，並びに矧祭資料をご提供し、ただいた横須賀市博物館林公義学芸員に厚くお礼ヰl

N
1i

i

 

Fig. 1. Map showing the place where some observations were conducted. 



Bull. Kanagawa Pref. Mus. No. 7, March, '1974 

しあげる。

イワシ生賛におけるオオミズナギトリの採餌習性

生管に収容された全長IOcm前後のカタクチイワシ Engrualisjαρonicaは，陸 ・海鳥の

仰として最適の大きさで，四季に渡り各種の鳥類がこの共通の餌に誘引され，小田和湾に

独自の採餌混棲群が形成される。筆者 (1971）は，この共同探餌場としてのイワシ生管に

直接もしくは間接的に寄食する陸 ・海鳥7科16種を報告した。

筆者 （前掲〉による1970年の調査では，オオミズナギドリの小田和湾への侵入は，海上

に強風の吹く荒天の日に限られていた。しかもカモメ類ほど定着はせず採餌のための湾へ

の出入が激しく落着かなかった。しかし今回の調査で， 天候とは無関係に海上が凪の日に

も，これまでより湾深 く侵入し生賢のイワシを捕食することを知った。本種のイワシ生賛

への寄食傾向が高まったものと考えられる。この傾向は食性を違える Puffinusl{手には全

くみられない。

筆者 （1972）は， イワシ生賛に寄食するカモメ亜目の種聞に飼の奪いあいがあり，順位

のあることを報告した。その中でオオミズナギドリはウミネコから piracyを受けるが，

逆にウミネコに対して piracyを働くことを書いた。更に今回，本種の湾に定着するカモ

メ類との接触が著しくなり，ウミネコがチュウアジサシに対するほど頻繁ではないが，オ

オミズナギドリも生賢治、らイワシをくわえて飛びたつチュウアジサシに piracyを働くと

ころを数巨｜みた。これはイワシ生賛でウミネコの群れに接触した群れの一部にこの行動が

観察されたが，採餌混棲の結果生じたもので，この習性は固定的なものではないであろう。

オオミズナギドリにみる採餌習性の変化は，海岸に進出したコサギについても言える。

Fig. 2. A fe巴dingflock of streaked shearwaters on a moving crawl. 
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74 中小j オオミズナギ ドリのj荘内1専T欣死

197o:i－には20羽未満のコサギを r[r心としたシラサギが生貨についた程度であったが， 1973

ii には内内で係が｜する 11'1冬コサギが：.~1):11¥,1 し， 400 5］）］ をi也えた。$Y；羽のコサギは，湾の生：1"(
で待機し， ／1[1i"I から lえ 1 J されてくる別の生貨をめざして1［~び攻ち，移動中のとt管でカタク

チイワシを捕食するまでに56反している（1[1村 ・未公表〉。

オオミスナギ ドリの イワン守泣における採何習性は， ｜当然伏態でのそれと基本的には：A

りはない。相模湾ではマサパ Scom)erjaρonicus, ヒラソウダ Auxisthazαrdなと

のサパヂ｜の，旬、'.JJIやシイラ Coryhaenahiρρurusなどが｜す｜塊状に海面下に追いあげた力タ

クチイワ シの治ιれにオオミズナギ ドリが密集するいわゆる 「ニギワイ 」をみせる。

と｜三官で薪wして保有印するよ易令， l～2mの高さから；J<.I二1-1に突入して氏を捕えて浮上する0
:it=令に 7]<. 1 -1-11こもくることはあるが／1~ さ はせいぜい l mどまりで！時間にして数秒程度であるつ

これはハ イイロミズナギドリの潜水（仁living）採｛illc KURODA 1954）とは区別されるもの
てv突入 （plunging）係日｜；であるわ しかし生氏の潟市｜直下に多量のイワンの群れがあると

き，カモメ訂lLants spp.のように浮遊して海1m卜のイワシをl政食することがあり， 2～ 
数回｜燃をi毎回｜に入れることをIくり返し 3 次の［｜舜間契を＇／土開 きにして突入するじまた生省ーの

緑にiiーまり旬、をねらう ことがある

事故死の状況

19731'Jc. 9 J'J rn 1c1〔快晴)JE¥), '11.!fiJJ, ;(;Jj・倉儲吉氏所有の漁船で佐島湾をIllてまもなく湾内
の生管周辺に浮いていたオオミズナギドリ26羽中25羽の新鮮な姥死体を採集し，衰弱して

浮いていた 6羽を船に数Ll)Jしたコこの背後8IIザ50分頃更に湾口付近で秋谷川1から船に曳行

Fig. 3. Showing the slack of crawl's net which streaked shearwaters plunge into it 

without getting loose 
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Fig. 4. A flock of streaked shearwaters seized with the slack of a crawl’s net. 

Fig. 5. 94 birds surfaced when a crawl was stopped and only four survived out of the 

whole but weakened. 
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76 中村：オオミズナギドリの集団事故死

されてくる生賢の一つで，実際に多数のオオミズナギドリに事故死が生じている現場をみ

てこの事故が本種の採餌習性に密接な関係のあることを知り，死亡原因が明らかになった。

沖合でアグリ網により捕獲されたカ タクチイワシは，小船に曳行された生笠に引渡され，

江の島沖からの場合は約1日，葉山沖からでは7時間ほどの時間をかけて，イワシが傷つ

かないように低速で小田和湾まで曳行される。

このようなとき前述のオオミズナギドリの自然状態に1i＇；＇ける「ニギワ イ」を同じ状況が

再現され，事故死はこのとき起る（Fig.2）。即ち生賛は低速ながら動いているため，進

行方向に生貨の綱の一部がたるみ，これが袋状になる とき，生貨に集に｜コした群れのうち何

羽かがこの網の中に突入して抜け出られなくなり窒息死する（Fig.3）。網の一部が海面

に出る場合， この部分に入った鳥だけがかろうじて呼吸が可能で生き残る（Fig.4）。10

時30分生貨は湾内に到着して設置されると同時に94羽が浮上した（Fig.5）が，すでに90

羽が死亡しており，わずか4羽だけが生き残り，うち 2羽を船に救助した（Fig.6）。生貨

の所有者は生賛内でこれらの死鳥が腐敗するのを防ぐため海上に投棄する。最初にみた本

種の散在した死体はこのように生管外に棄てられたものであった。この他，別の生詑で同

じ事故で死亡した 3羽の箆死体をみているのでこの日一日で126羽が死亡したことになる。

同様な事故死例を横須賀市立｜専物館林公義氏が9月13日荒崎の漁港に設置されたマイワシ

Fig. 6. 

Two streaked shearwa 

ters rescued from dro 

wning, which has no 

flight pow巴r.

Fig. 7. 

A weakened streaked 

shearwater, which will 

be drowned 
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生設で18羽のオオミズナギドリが死んでいたのをみておられるが，この種の事故死がイ ワ

シ生管採許可で常に起る訳ではない。

かろうじて網から出られても長時間休の大部分が水中にあるため全身がぬれてや~が消粍

〈おそらく体温低下も〉し，体後半は沈下し海面から飛び立てない。残された体力は，両

翼を水中でバタフライ式に打ってかろう じて沈下するのを防ぐ粍度であった。遠くから一

見すると本種の水浴の型に似’るがはるかに弱々しL、。

現に最初に救助した6羽のうち 1羽は，水中て1本を くねらせほとんど呼吸のできる状態
ではなく溺死寸前であった。生き残ってもほとんどこのようにして死亡すると思われ，こ

の種の事故の死亡率は極めて高いと言える（Fig.7）。

救助した8羽は船上で体が乾わくにつれて徐々に体力を回復し，羽づくろいに続いては

ばたきを開始したが， 衰弱の程度により回復時間に差を生じ， 2～数時間を要した（Fig.

8）。8羽は回復後船より順次放鳥した。

採集した25羽について外部計測を行ない胃内容物を調査した。幼，成鳥の区別は黒団長

久 （前掲〉に準じたが，25羽中維は成鳥唯一羽で残りは全て雌成鳥 （亜成鳥を若干含む〉

であった。マイワシを捕食していた l羽を除いて全てカタクチイワシを食っていた。胃内

容：物の消化程度を 3段階に分け，ほとんど新鮮なものについては餌の大きさ を計測した。

捕食されたカタクチイワシ13尾の平均全長は10.7cmであった（表 1）。

その他の事故死
． 

オオミ ズナギドリは， 鳥除けの網が生貸にかけられてあっても網の上から生管の魚を捕

Fig. 8. A streaked shearwater 

recovering 

77 
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Table 1. Measur巴mentand stomach cont巴nts of the streaked sh巴arwater
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Notes ，ドAllfish eaten were Englaulis jaρo刑ca巴xceptNo. 13 and number of the only 
fresh fish from stomachs was counted.ネ＊SardinoPsmelanostica of total length 170トmm.
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Fig. 9 

A streaked shearwater 

got its body in a tangle 

with a cover-net of a 

crawl 
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食するο 特に10月5日，海上は波高く，11'8からの風がう釦、日，秋谷よりの笠烏付近の生1"(
に木極の大群がつき 3 網の上からカタクチイワシを活発にというよりはむしろ狂乱状態で

採併する状況がみられた。小規模ながらこのようなときも事政死が生じる。網があるため

空中からの突入採餌はできず，多く は綱の上に飛び降りて波浪により網の上まで海閣に浮

上した弱魚をねらって大群が集中した。すでに腐敗した l羽と，死後まもなL、1羽の他に

2羽が網目に体をとられもがL、ていた。 911寺30分から 111年間足らずのうちに2羽が網にか

かり， 1羽だけを救助て。きた。逃げだそうとしてもがくうちに複雑に網目に体がとらえら

れてしまい，最後には身動きできなくなり表弱死する（Fig.9）。10月2日に湾内でも網

にからまった腐敗死体1羽をみて， H7191Jを忍録した。カモメ Laius spp.でも綱の上か

ら捕食するものをみるが，このような＇ j＼.故死はみていない。

まとめ

I匠流系のイワシ類に強く依存するオオミズナギドリが近年相模湾沿岸の漁港，特に三対l

半島ノj、田和湾に侵入し，湾内に設置されるカタクチイワシ生費に寄食する傾向が高ま った。

沖合から小船に曳行されて湾まで述ばれるイワシ生賛にも空腹の大群が密集し，自然状況

における「ニギクイ」と同じ状態となる。この動く生笠の網の一部が後方に流され，たる

んで袋状となった部分に群れの一部が突入し，多数のオオミズナギドリが死亡することを

報告した。海面に浮いた網の－1'filでは，少数のものが呼吸可能で、生き残るが， 穴部分のも

のが窒息死する。たとえかろうじて生き残っても衰弱死につながり， 死亡率は高い。

移動している生貨での採何（河内の1抑止した生貸では網に休をとられて少数が死亡する

のみ〉の際この種の事故が必ずしもι，：；＼・に起るとは限らないが，1「lで126羽が事故に迎辿

し116羽が死亡した。一つの生貨で故高90羽が ー度に死亡した。この障の事故に対する具

体的な対策は今のところなにもなL、。
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横浜市中里層（洪積統下部〉産出のウパザメ，

シュモクザメ などの化石について

上野師 3闘牛 ・松島義章

Early Pleistocene Remains of Basking Shark, Hammerhead 

Shark, and Others Found in Yokohama, Japan. 

Teruya UYENO* and Yoshiaki MATSUSHIMA 

Abstract 

Early Pleistocene remains of 4 kinds of sharks ar巴discoveredfrom 4 localities 

in Yokohama City, Japan. They ar巴agill raker of a basking shark, Cetorhinus 

maximus, a tooth of tbe left upper jaw of a young hammerhead shark, Sρhyrna 

zygaena; a tooth the of right upper jaw of a carcharhinicl shark, Carcharhinus 

sp.; and a tootb of the left lower jaw of a shortfin mako lsunts oxyrinchus. 

All of these are describ巴dand compared with Eecent specimens, and are found 

to be 1νithin the range of variations of Rec巴ntspecies or genus. 

はじめ に♂

日本産のサメ類の化石はこれまでにもかなり多数発見されているにもかかわらず， 詳細

に記載され報告されたものは少ない。日本には現生サメ頒の標本がきわめて少なく，体長，

性，採集季節，極の査定者などのデータがわかっているサメ類の顎や歯の標本となるとさ

らに少なし、。また標本数も少ないため3 個体変異や成長に伴う変異などが判明している種

類は皆無に近い状態である。化石のサメHIを査定する上に不可欠な現生のサメ類の顎のわ

ずかな標本ですら，それらにつけられている学名をどの程度信頼してよいか，わからない

ものが多い。現生のサメ矧の査定ι容易でないものが多いからである。従って日本にお
けるサメ類化石の研究には基礎資料のかなりの積み重ねが必要である。特に現生のサメ好！

の分組に詳しい研究者と化石の研究者が協力して，信頼度の高いデータをともなった顎や

歯の標本を作成し続けることが急務であると思われる ο 現~1~.のサメ頒の分類学的論文には

化石研究者が用いるに足る程詳細に歯について記載し，図示した ものがきわめて少ないこ

とも3 サメの化石の研究を進める上での障害になっている。

孔 日本ノレーテノレ神学。大学 Nippon Luther Shingaku Daigaku, Tokyo. 
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58 上野・松島 ：ウパザメ，シュモクザメなどの化石

昭和40年12月に横浜市の宅地造成地より，珍らしいウハザメの惚杷gillrakerの化石が

発見され，神奈川県立｜専物館に寄贈された。このウパザメの化石と，これまでに横浜市内

の中里層または中里層相当層から採集されたシュモグザメ類，メ ジロザ メtJ'i，アオザメな

と合計H歪のサメtl'！の化石についてここに記載し報告する。

稿を進めるに~~って3 貴重なt~~本を御寄贈下さった岩倉政三氏， ：｜ヒ村隆氏， 佐田拓郎氏

に対し心から感謝の意を表する。東京水産大学の石山礼蔵｜専士，！旅田清氏はサンゴ海でと

れたアオザメを提供して下さり，鴨川シーワーノレドの捌l原茂氏は現生のウパザメの標本を

入手して，体各部の測定，間杷の摘出などに際し私11援助を頂いたυ 東京六学農学部谷内透

l'!i（二J:tこはシロシュモクザメ， アカシュモクザメ，ハケアオ，アオザメ，メジロザメなどを

合む，多くのサメの顎の標本を観察させて頂いたG また国立科学li.1;1物館の長谷川普和博土

には終始絢l援助と激励を］買いた。東京医科歯科大学の後藤仁敏氏は原稿を読んで有益な助

言を下さった。ここに深く謝意を表する次第である。

軟骨魚網 Chondrichthyes 

ネズミザメ目 Lamniformes 

ウパザメ科 Cetorhinidae 

ウパザメ Cetorhinus 1仰aximus( GuNNE1ws) 

(pl. 21, fig. 1) 

標本番号．神奈川県立博物館 KPMG-2039 

採集者－桔倉政 三

採集日 ：1965年12月

産 地 ・横浜市南区永田町と星ケ谷の宅地造成士山

海 抜 ：45m，東経139°35'26ぺ 北緯35°25'52"

地 Nii＇： 三浦層群中里層

li!J （－~ ：洪積出会fiiJJJ:Jj

昭和40年ごろから，永田fllJから山王台 （旧横浜市内で最も海抜の高い地点〉にかけて大

規模な宅地造成工事が行われ，山が次々と削られて宅地に造成化された。この付近の地質

は基盤である三浦層群中里層とそれを不整合に覆う F.末吉）脅からなる。下．米吉層中の泥炭

層からは植物や昆虫などの化石が度出し，中里層からは貝化石がごくTft;tこ産出する。中里

属iは青灰色ないしねずみ色をしたシルトからなり，数メートル間｜塙に数センチから5QCm以

内の黒褐色の中砂ないし細砂の層をはさむ。走向傾斜｜は見かけ上，躍でほとんど水平層に

眺められるため測定は圏難である。時に走向が東北 西南方向で40～5 0北傾併を示す。

ウパザメと共産した化石は殻が押しつぶされた二枚貝 Yoldiasp.とウニ Linthiasp. 

である。付近の露頭には所々に両殻の合わさった二枚貝と巻貝の Naticasp.が含まれて

いるが， 全体として貝化石が非常に少なL、。本属は大塚 (1937）によれば三浦層群中里屈

であるが，地質調査所 (1961）は上総層群橘樹層としている。そして中里層は橋樹層の上

に整合に重なる。産出地点は 「横浜J図1／騎〔地質調査所， 1961〕てーは橘樹厄：11i、上部の砂質
泥岩中にある。大塚 (1937）の中里層は地質調査所の橘樹層と中里層の両層に相当すると

思われる。 ここでは一般によく知られている大塚 (1937）の中里層を使用するつ中里層

からのサメ加の樹の化石lは少なし近接の中区本牧埋立地の凝灰質シルト層からアオザメ
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Jsun;1.s oxyrinchus が発見されている。大塚 (1937)Ii貝化石から木層が Thyasi・ra

Mρρonicαを含まないことを述べ， 下位の犬船泥層との区別の指標とした。しかし最近，

近援の南区宮元町県道横浜一鎌倉線地下一18m地点から密集する Thyasira niρρonica 

が発見されたので，この種が時代決定に適さないこ とが明らかになり， 指標としては無意

味となった。

ここに報告するウパザメの標本は，飢！弓に生えている問杷のー木の基部五分ほどである。

その形態は周平で釣り針－を思わせる形を しており， 後外角に突起がある。湾曲部外縁は組

織が粗で若干多孔質である。化石の可視聞には伸長方向にごく わずかな隆起と浅い溝がみ

られる。

ウパザメはジンベエザメ Rhiηcodontyρus SMITH に次いで巨大なサメとして有名で

あり， 全長12～15mにも迷するといわれている（Bigelow and Schroeder, 1948・51）。

一種ー属で｜比一界の寒帯温千wの海に分布する。ウパザメは巨体の持ち主であるが，小さな浮
遊生物を食するため， ヒ下両顎の歯の発達はきわめて悪く，楯鱗を大きくした様な形をし

ており，小さい歯は口辺の大きな備鱗とあまり異ならない。この貧弱な歯のかわ りに， 浮

遊生物を鴻過する機構として各顎弓におびただしい数の長い惚粧が発達している。問杷は

第lと第6惚弓に一列，第2・3・4・5の腿弓に二列ずつ着いている。全長 3m 26 cmの
個体では左側だけで総計約11,500本もあった。この個体は1972年6月5日に千葉県鴨川付

近で捕獲されたもので （pl.22,fig.l), I吻端が膨張しており幼魚てあることを示していた。

他の 1個体は1964年に千葉県にて捕獲されたもので， 正確なデータは残されていないがp

図 1 ウパザメの限杷の化石産出地点付近の地図〔x印〉

Fig. 1. A map showing the locality for the fossil gill raker of a basking shale 

59 



60 上野 ・松島 ：ウパザメ，シュモクザメなどの化石

日勿の膨らみは少なく成魚であったものと思われる。これら 2個体から摘出した惚杷の形態

を;;Jtij企し，化石の標本とのよ七ii誌を行ったが，化石の惚杷の形態は現生のものの変異の 11閣のにI-'

に入るので，現生のウハザメと聞種である と同定した。幼魚、の個体の問、杷の中で最大のも

のは第1列の中央にあるもので長さ約50mmであった。 また成'ft,1，の個体の偲杷のうち， 筆

者の手許にある50本程のなかで最長のものは 120mmであったが，その付着部位は不明であ

る。惚杷は各偲弓の中央付近に付着しているものが最大で，限弓の上端と下端に向って小

さくなっている。従って肥杷の大きさには同個体のものでも大きな変異があり，一本の鯉

杷によって魚体の大小を推定することはできない。また各鯉杷の湾曲部の内縁のカーブの

形も，偲弓上の位置によってかなりの変異がみられる。

ウパザメの惚杷は冬j切に脱落し，春に新しく生えかわるといわ れている（Mathews,

1962）。

ウパザメの化石は欧州の漸新世～鮮新世から，また北米の中新出：～鮮新世の地層から発

見されている（Romer,1966 350; Applegate, 1967 72）が，ここに報告する標本は日

本では初めてのウパザメの化石である。

シュモクザメ科 Sphyrnidae 

シロシュモクザメ Sρhyrna zygaena ( L1NNAEus) 

標本番号 KPMG-2746 

採集者佐 田拓郎

採集日 1973年8月28日

(pl. 23, figs. l, 2) 

産 地横浜市旭区警部町宅地造成地

海 抜 55m，東経139°30’54ぺ北緯35°26’37"

地 層 ， 仁~I里層相当 Jifi

l時 代洪積性卜前期

シロシュモクザメの歯と共産した貝化石は次の様なものである。 Limoρsis(Limoρsis)

to!wiensis YoKOYAMA, L. (Cァenulimopsis)Veneη・cardiasp., Turritella sp・

Limoρsis以外は保存が悪く ，種のレベルまでは査定不可能であった。この地点の貝化

石群集は，下記メジロザメ｝/'fl,の化石を産出した中里屑のものと酷似しており，おそらく類

似の環境であったと考えられる。

ここに報告する歯の化石標本の形態はシロシュモクザメの未成魚の左上顎の前から第

7～8 番目のものと一致する。 l~f牙最大1/1国は 10. 6 mm，歯牙113支大高は9.8 mm, l密冠高は6.5 mm 

（煩側面〉と 4.1脚 （舌側面〉，てい最大一切縁長は 10.6 mmである。尖頭は下後方に向い，後

切縁に深い欠刻がある。欠刻より後部は歯根後端に向つてなめらかな弧をえがくが，後端

近くに小さな3個の鋸歯がある。歯根の底辺はほとんど水平であるが，ほぼ中央に縦〈歯

冠一歯根方向〉の浅い滞がある。シュモクザメ属は日本近海からシロシュモクザメ（また

は，シュモクザメ）sρhyrna zy gaenα（ r~ INNA E us）のほか西日本からアカシュモクザメ
sρhyrna lewi削. GRIFFITH and s ~unr と S. mokarran ( RiirrEL〕が報告されている

(Gilbert, 1967〕 。 前者は温帯の海域に広く分布し，その成i~1.のl痛は縁辺が鋸歯状を呈して
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L 、るが， 未成魚、では縁辺がなめらかでSf.ii歯は 1~！ f;＼，、。後者lま混刊：から熱帯；ーにかけて広く分布

するが，成魚の歯の縁辺もなめらかでj;j!i歯が1Wiい。ここに報告する標本は小さく 3 明らか

に未成魚のものであるが，歯の形態はシロシュモグザ〆の幼魚のものと一致する。本化石

との比較に用いた現生のシュモクザメ頒の標本は，体長不明の幼魚、の顎1個，体長142.5

cmおよび体長 192c加の雄のシロシュモクザメの顎2個？体長195.5 cmおよび全長460cmの

アカシュモクザメの顎 2個である。

日本産のシュモクザメ属の化石としては，吉原 (1901）が 「甲斐国瑞穂村石屋の沢にて

得たる 4箇の小にして鋸歯のある歯」を中新世の Sρhyrna属のものとして報告している

のが唯一の記録であるが，図も写真も無く ，標本の所在も不明で，現在となってはその真

偽の程を確かめる方法が無い。

議：
＂品、ち~!oh

図 2 シロシュモクザメの街の化石産出地点付近の地図（×印〉

Fig. 2. A map showing locality for the fossil tooth of a hammerhead shark. 

メジロザメ科 Carcharhinidae 

メジロザメj罰 Carcharhinus sp. 

標本番号 KPMG-2745 

採集者 ・松島義 1j!i:

採集日 1973年2月19日

(pl. 23, figs. 4, 5) 

産 地横浜市港南区l峰町の宅地造成地

海 抜 ：60m，東経139°35’34ぺ 北緯35°21’55"
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62 上野 ・松島 ：ウノ〈ザメ，シュモクザメなどの化石

地 周 i:/:i 盟府最下 ~f日砂質シノレ ト ）＼~i

［｜寺 代： i共積世前期

メジロザメ属のl者と 共産する 貝化石は次の様なものである。 Limoρsis (Limoρsis) 

tokaiensis Yo1<0YAMA, L. (Crenuli!imoρsis) ereηata AnAMs (Aふ Venericardia 

(Megacardita〕ferntginosa(ADAMS and REEVE¥ Den tali um (Paradentalium〕

octangu'.atum hexagonum GouLU, Natica janthostoma DESHAYES, Turritel!α 

(Neohaustatoの Mρρonicaniρponica YoI<OYAMA・Limoρsisの2種と Turritellα
の密集した産状が著しい。 Limoρsis の場合は両殻があわさってた個体が多あり自生峨

積を示すと考えられる。

ここに報告するメジロザメ腐の幽の化石は上顎右側のもので歯牙最大1/1&iが27目O脚， 歯牙二

最大高が25.5 mm，儲冠高が20.9脚（頬側面〉と11.1脚 （舌側面〉で最大切縁長が30.0 mm, 

前切縁の掘歯が50，後切縁の鋸歯が52ある。鋸歯は切縁の中央で大きく，両端に向って小

さくなる。歯根の底辺は中央が凹み，歯根の舌側面に中央から尖頭へと向う浅い溝と小子し

がある。歯冠の頬側面はわずかに中央が高まるが，ほとんど扇平である。舌側面の中央が

大いに高まり両切縁に向って厚みがうすくなっている。尖頭はわずかに後方へ傾斜 し， TN
切縁はほとんどなだらかな直線であるが，後切縁は浅く湾入し H く”の字型を呈している。

日本近海に生息するメジロザメ属魚類は十数種におよぶと云われ，査定がむずかしい複

維なグループである。従って現在のところでは一つの歯に基づいて種を決定することはほ

とんど不可能である。

図 3 メジロザメ属の化石産出地点付近の地図（x印〉

Fig. 3. A map showing the locality for the fossil tooth of a carcharhinid shark. 
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アオザメ科 Isuridae 

アオザメ Jsurus oxyrinchus R AFINESQU>E 

標本番号 ：KPMG-2744

採集者 ．北 村 ｜径

採集 日：1972年3月28日

(pl. 24, figs. 2, 3) 

産 地 ．横浜市中区本牧錦UJJ 三菱重工横浜造船所本牧工場ドック内

海 抜 ：－l2m，東経139°40’50ぺ 北緯35°24'54"

地 層 ： 仁「l里層上部シルト ）~，； ，母岩は浮石を含む砂質シル卜 岩である。

時 代 ：洪積世前期l

ここに報告するアオザメ属の化石は歯冠高が 24.2 mm, 1~昔冠最大l隔は 10. 7 mm，また街頭

での厚みは8.Bmmである。前後両切縁には鋸歯がなく，なめらかで鋭い。側尖頭は無い。

歯冠の隔はせま く，舌側面に向ってかなり強く湾曲しており，かすかに後切縁側に傾斜し

ているが，ほとんど真直であるので左 下顎の最前端に位置する歯である。現生のアオザメ

のこの位置の歯の刺側面白はきわめて扇平のものから若干盛り上ったものまで個体変異が認

められるが，本化石では若干鎗り上っている。なめらかな鋭い切縁と側尖頭の無いことは

アオザメ属の街の特徴である。アオザメ属魚、類は世界に広く分布しており，これまでに13

靭ほと記載されて＼、るが， 比較的最近 Garrick(1967）の詳細な調査検討の結果 Jsurus

図 4 アオザメの淘産出地点付近の地図（x印〕

Fig. 4. A map showing the locality for the fossil tooth of a shortfin mako. 
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oxyrinchus RAFINESQUE, 1810とよ ρσuchusGurTART MANDAY, 1967の2種のみである

ことが判明した。後者は外洋性であって岸近くには来ないとのことである。これら 2種類

は両顎縫合部の両側にある歯，すなわち両顎の最前端にある歯の切縁の形質によって区別

できる。

本化石は鋭い歯冠後切縁が歯頚に達していないので Garrick(1967）に従って， Isurus

oxyrinchusと同定した。

本化石との比較に用いた現生のアオザメの標本はサンゴ海にて1973年1月9日に採集さ

れた全長343cmの雄の個体と，これより小型であるが全長不明の日本近海産2個体である。

日本からはこれまでにかなりの数のアオザメ属の歯の化石が報告されているが（後藤，

1972），現生の種の歯の個体変異や成長変異を考慮した厳密な比較がなされてないので種

のレベルて引の同定の信頼度は高くない。後藤 (1970）はまた現生のアオザメと 昔4 通 I.

hastalz・sと云われている化石の歯の組織を比較し，その際使用した I.hastalisの標本は

Jsurus属のものとは違うことを指摘したが， 最近の私信によれば， 形態的にも メジロザ

メ科の下顎のl歯といえるのではないかとしている。 これらの事を考慮に入れて， これま

でに Jsurus属のものとして報告されている化石は再検討する必要があると思われる。

おわりに

今回報告する三浦層群中里層より発見されたウハザメ，シロシュモクザメ，メジロザメ

属，アオザメはL、ずれも大型の外洋性のサメ類であるが沿岸近くにも出現し，現在の日本

近海に普通にみられる種である。また形態的にも現生の種や属との差異は認め期＼'oウノく

ザメとシロシュモクザメの化石はわが国で初めての記録と思われる。またこれまて、に日本

から報告されているアオザメ属の種に関し（後藤， 1972・594, Table 2〕， I.glitucus 

は I. oxyrinchusのシ ノニム と考えられるようになった（Garrick, 1967〕ことを付記

しておく。
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Plate 21 

Fig. 1. ウパザメの偲杷の化石

Fossil gillarker of a basking shark. 

Fig. 2, 3 ワパザメの鯉杷

Gillralers of basking shark, Cetorhinus maximus. 
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Pl. 22 

Plate 22 

Fig.1.房総半島沖で捕獲されたウパザメの未成魚、（全長326cm)

A specimen of young basking shark, Cetorhz・nusmaximus, captured off Boso 

Peninsuia. 

Fig.2.同ウパザメの頭部

Head of the same basking shark. 

Plate 23 

Fig.1,2.シロシュモクザメの左上顎の歯の化石（×6〕. 1，頬側面； 2，舌側面

A fossil tooth of the left upper jaw of a hammerhead shark, Sρhyrna zy gaena. 

Fig.3.シロシュモクザメの顎（左〉

Left jaws of a hammerhead shark, Sphyrna zygaena. 

Figs. 4, 5.メジロザメの右上顎の歯の化石（×2.2), 4，頬側面；5，舌側面

A fossil tooth of the right upper jaw of a carcharhinid shark, Carcharhinus sp. 



Pl. 23 



Pl. 24 

3 
Plate 24 

Fig.1.アオザメ（全長343cm）の左下顎．内面観．

The mesial view of the lower jaw of a shortfin mako, Jsurus oxyrinchus. 

Total lengfh 343cm. 

Figs. 2, 3.アオザメの左下顎最前端の歯の化石 （×3).2，頬側面 ，3，後切縁面．

A fossil tooth of the anterior most tooth on the left lower jaw of a shortfin 

mako, Jsurus oxyrinchus. 
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丹沢山塊に生息するニホンカモシカの胃内容物について

山川 佐ヲE，小 林峯 主主1 飯村 武本

Stomach Contents of Japanese Serows, Cαρricornis erisρus erisρus, 

Obtained from Tanzawa Mountain Mass, Kanagawa Prefecture, 

Eastern Japan 
J，’ー

Yoshihide YAMAGUCHI, Mineo KOBAYASHI, Takeshi lIMURA本

ABSTRACT 

Stomach contents of Japanese serow, Caρァicorniscrispus erisρus TEMMNIK, 

were studied based on 3 specimens obatined from Tanzawa Mountain Mass, 

Kanagawa Pr巴fecture.The results obtained ar巴 asTable 1. The staple food 

was the vegetations. The fifteen species of the arbors and the herbs as stomach 

content were record巴dfrom these three serows. The animal material was found 

the one insect la、aeand the two ticks in the one stomach. Thes巴 ticksare 
estimated to ce swallowed while grooming. 

はじめ に

ニホンカモシカ Caρricorniserisρus erisρus TEMMINCK, 1845 （以下カモシカと呼

ぶ〉，の食性に関する研究方法と しては， 生息地における食痕からの推定，野外で得た死

体の胃内容物の分析，奨塊の分析，飼育観察などをあげることができる。これらのうち，

最も精度の高い方法は，死体より得た胃内容物の分析による方法て。あると思われる。

現在までに，カモシカの野外で得た死体の胃内容物の分析結果による，食性についての

報告は， 岡田 ・角圧I(1963〕， 千五~ (1968) ＇ 有11厨 ・小原 (1970），森下 ・村上 (1970)

らがあるにすぎない。

月ー沢山塊に生息するカモ シカの食性に関する報告には，食i.N:より得た報告（岩瀬.1971) 

があるだけで，胃内容物の分析結果により得た報告は皆無である。

ハ存者らは，1968年および19711Fに， それぞれ丹沢山j）~てい死体となって発見されたカモシ

カ3個体を合法的に入手することができたa そこで胃内容物を分析した結果，若干の知見

を得ることができたので，ここに報告する次第である。

本文にはし、るに先立ち，カモ シカの死体を入手するにあたり御配慮くださった，神奈川

自然保護~m
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82 山口他．ニホンカモシカの胃内容物

貯u長政部および教育庁の所ii諸課の方々に厚 く御礼巾しあげる。また，いつも暖かい御指導
をくださり， 今回の報告にあたり御校閲くださ った， l宝｜立科学同i物館今泉古典動物研究部

長ならびに， 見虫類およびダニ類を同定して くださった同館中根猛彦昆虫研究室長，浅沼

靖主任研究官に御礼申しあげる。また，植物質を精力的に同定して くださった当館学芸部

高橋秀男主任学芸員ならびに， 丹沢山塊の植生について御教示して くださった同大場達之

主任研究員lこ心から御礼申しあげる次第である。

資料と分析方法

資料として用いたカモシカの死休の発見場所 （Fig.1) , 発見年月 El＇外部 測定値など

はド記のとおりである。

キし 掛 (1〕 M. 580 

発見場所； ；神奈川県愛甲郡清川村札掛天王寺，海抜600m付近。

発見年月 1:1; 1968年2)=J25日。

性 別； 雄。

死 因 ；不明。

外部測定値 ；頭胴l045mm，尾45mm，肩高730mm，耳105仰 3 角l40mm，頭骨223mm0

環 境 ；この付近め植生は，主として北斜聞ではスギ， ヒノキの植休地。南斜

面では伐採後の若い植林地が多く， ススキが俊占する。 また3 一部に

は，モミおよび天然性のスギからなる料、分もあるが面積はせまし L

キL 掛 （2) 県立；林業試験場保管

発見場所；神奈川県愛甲郡清川村札掛金休，iii｝抜600m付近。

発見年月日 ；1969年3月19日。

性 別； 主主。

死 因 ；不明。

外部測定値 ；頭胴，j主，h司高，ヰなと不明，｝(]62mm, ＇.！良骨187伽 J

環 境 ，この付近の植生は，ヒ ノキ， スギの植村， モミ， ツガの天然材、で形成

されており， このモミ林には， ウラジロ ガシ， シキミなどの常緑広葉

樹をともない， 1~：床には 3 スズタケが密集する 。 また， 地表には，カ

ンスゲ， コカンスゲなどの常f泉のスゲ）＇.['iも多いュ

（この佃休は， 飯村が陥J剖処fff!した。〉

玄 倉 （1) M. 1198 

発見場所 ，［.qi奈川県足柄仁科f)1.l1 :I仁川］熊木沢，iii}抜850m付近。
発見年月 11, 1971千！＇4月3011.,

伯ニ 月iJ;!W。

死 l玉｜， 不明。

外部測定値；強IJlfiJl003mm,Ji:'.l15mm, Ji 1高810mm,Ji 115mm, (r1145mm, 0J＇（片223問。

環 境，この付近の植生:Ij:＇ 急、斜面で，特にスズタウの密集したブナ休が多い J

また 3 沢ぞいには 一部大型草木をともなったサワグルミ ， シオジの↑j:

が－・t11：にみられるυ ド流行I~の /llijf!!IJ 昔、利川には3 アラゴlシ， ワラジロガ

シなどを混生するモミ j、4がかなり jムくみられる。

〔この11;1 11付、は乳IJ)j）が~ I ；可？に先述しており p liJY市ljの結果，出産直前とj{JJ:E'.
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第 1図

Fig. 1 

丹沢山挽におけるカモシカの発見1湯所•i. 札掛天ヨー子 ez. 札J卦金林 ・3. !L;倉熊木沢
Map showing th巴 localitiesof Japnese serow obtained. 

される 1JJ台J~ CMDを1確認した。〉
;l7モシカの胃は， 4室にわかれているが， nr;J査個体の第3閏および第4同の内容物は，

元企に粉ii71＇しされており，同定は不 可能であった。そのため同定の対象にした資料は，第1

問 と 第 2 国の内容物を m ~ 、た。胃内容物中，植物質ーについては，ムミ， 茎3 校，花など形態

｜刊に特徴のあるものを選出向定し3 その他の微細に砕かれた植物質は，同定不可能であっ

たため不明駆として一指した。また，これらの植物質を自然乾燥させ， l司定できた植物質

ごとに霊吐計測をおこなった。なお，胃内容物から植物質以外のものが選出される可能性

があったので卜分に社立した。

結 果

各個体の胃内容物から 選出同定できた植物質は Fig.2および Tablelに示したよう

に，本し掛 (1）よ り7科 7種，札掛（2）より 6科 9腫，玄倉 (1）よ り4科 5砲の総計

10利15tillであるο また，植物質以外の胃内容物として， ビニーノレの小片 （Fig.3〕，ダニ知

2f同体，ショウジョウパエの踊1個体が選出された

・IL問、(1）の胃内容物
胃内容物全重量130.9 9のうら，同定できた植物質は，ウラジロガシQuercussa!ic』nσ

コカンスの］~および小枝 (12.19），スズタケ Sasaborea ! is の!l~および茎 （4 . 2 9) ' 

ゲCarexreinii・の民（2.9 9) ' スギ Cryρtomeriajαρonicaの!ftco. 3 9) ' ヒノキ
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カモシカの聞から検出された内容物

List of plants found in the rumen and reticulum of the Japanese serows 

第1表

Table 1. 

Parts of the 
plan ts ea ten 

Dry wt. 

FUDAKAKE 1 Leaves 

Leaves 

Leaves and twigs 

Leaves and tびvigs 

Leaves and culms 

Leaves 

Leaves 

0.19 

o. 3 9 
0.39 

12. 1 9 

4. 2 9 

2. 9 fl 

0.19 

l10. 9 9 

130. 9 9 

Japanese name 

ガ

ギ

キ
ノ

ウラジロガシ

スズタケ

コカンスゲ

ハコネ シダ

不明極

全重量

ツ

ス

ヒ

Scientific name 

Tsuga sieboldii 

Cγヲ争tome：γiaja争onica

Chamaecypaγis obtusa 

Queγcus salici杭乱

Sasa boγealis 

Caγexγei叫ii

Locality 

Adiantum monochlamys 

unidentified 

Abies Jiγma 

Tsuga sieboldii 

： ~ C:γ3予tome ：γia ja争onica

Chamaecypaγis obtusα 

Osmanthus heteγophyllusヒ

Carex spp. 

Caγexγeinii 

C. dolichostachya 

var. glabeγγim 

C.柄。γγ0凶ii
汲Adi自社tummonochlamys 

unidentified 

Leaves 

Leaves and twigs 

Leaves 

Leaves and twigs 

Leaves 

Leaves 

3. 6 9 

1. 7 9 

4. 9 9 

0.4fl 

2. 0 g 

ミ

ガ

ギ

ノキ

イラギ

ゲ ~f

コカンスゲ

ミヤマカンスゲ

モ

ス

ヒ

ツ

FUDAKAKE 2 

ザ

ス

カンス

ハコネシタ．

不明種

全重量

Leaves 

156. 3 g 
168. 9 g 

Leaves and twigs 

Leaves 

Leaves and culms 

8. 7 g 

0. 3 g 
0. 9 g 

0. 8 g 

0.1 g 
89. 0 g 

99. 8 g 

アラカシ

ミヤマシキミ

ススタケ

イネ科の一郭

カラスノエンドウ

不明種

全重量

KUROKURA 1 Quercus glauca 

Skimmia ja戸onica

Sasa borealis 

Gra1河川旬。esp. 

Vicia sePium 

unidentified 

Chamaecyρaris o !Jtusa のj~および小紋 co .3 g) ' ツガ Tsugasieboldiiの葉（0.1

9），ハコネシダ Adiantummonochlamysの店主および茎 co.1 9）の 7聞で， 残 り
llO. 9 9は不明砲である。

札掛（2）の胃内容物

胃内容物全重畳168.9 9のうち，同定できた植物質は，ヒノキ Chamaecyparisobtusa 
の柴および小枝 c4. 9 9），モミ Abies firmaの葉（3.6 g），スケ’頒Caアexspp. (2. 0 9〕
ccαrex spp. iこは， コカンスゲ Carexreinii, ミヤマカンスゲ Carexdolichostachya 

〔※〉は，微量（0.1g以下〉につき重量測定省略
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var. glaberrima，カンスゲ Carexmorrowiiの3種が含まれているが，各種とも微細｜

に砕かれていたため， 各種ごとの計量はおこなわず，Carexspp.に一括して計量した。〉，

ヒイラギ Osmantusheteroρhylhts〔o.4 9）の7種で，微量（0.19以下〉のため計量を
省略したハコネシダ Adiantummonochlamysの荒 および茎，スギ Cryρotomeη・a

jaρonicaの柴をいれる と9種で，残り156.3 9は不明種である。

玄倉 (1）の胃内容物

胃内容物全重量99.8 9のうち，同定できた植物質は3 アラカシ Quercusglaucaの民
および小枝 （8.7 9），スズタケ Sasaborealisの＇'.Kおよび茎 co.9 9) , イネ科の一種
Gramineae sp.の全’芋co.8 9) ' ミヤマシキミ Skimmia}aρo削caの民 co.3 9) ' 
カラスノエンドウ Viciasepiumの全草 co.19）の5種で，残り89.0gは不明種であ
る。

植物質以外の胃内容物としては， 塊状になって選出されたビニール片 co.3 9) ' ダニ
頒ではマダニ不I・lxadidaeに属する Haemaρhysaliskitaolwi 1雌， Haemaρhysalis

me gasρinosa 1 k~f と，昆虫類ではショウジョウパエ科 Doァosoρh ilidee に属するシ ョ ウ

ジョウパエの1種 Dorosoρhilasp.の踊l個体を選出した。

全個体を通じて，同定不可能な胃内容物は，不明種として扱かったが，札掛 (1）の不

明障には，ウラジロガシ，スズタケ，コカンスゲが多く，札掛（2）の不明種のi:j:ilこは，

ヒノキ，モミ，ツガ，スゲ類が多いように思われる。また，玄倉 (1）の不明種は，アラ

カシ，スズタケでしめられているようである。

考察

①間内容物を選出し，同定した結果，植物質では10科15極を食餌植物としていることが

判明した。 この結果を他の地域の 調査結果と比較すると（鈴鹿山系5科5種 （岡田 ・角

田1963），後立山迷峰17科20種（千店1968），正l/_l/10科lot亜（森下 ・村上1970），奥日光12
種（御厨 ・小原1970)）丹沢山塊に生息するカモシカは，調査個体数や調査季節を考慮に

いれなければ明 ら かな こ とはわか らないが，相当に Ji.~ ＼ 、；1む ！TI!の植物を食餌1ii!i:物 と している

ことがうかがえる。

①同定できた植物質 （Table.2） のう ち， 出U；~仏！と広葉樹について，その重量の比率を

比ij茨してみると，札掛 (1）においては，広葉樹のウラジロガシが最も多く，全体の約60

%を占め，スギなどの針葉樹は極めて少なく，全体の約3.5%を占めるにすぎない。また，

札批（2）においては，ヒノキ，モミ，ツガなどの針葉樹は，全体の約8096を占め，その

比率は大きいが， Jt;;!j~樹の ヒイ ラ ギの占める比率は極めて少なく，全体の約 3 %を占め る

にすぎなし、。また，玄倉 (1）においては，広葉樹のアラカシの占める比率が最も多く，

全体の約83~ちを占め， ヒノキ，スギなどの針葉樹は全く選出されていない。この考察結果

から，食餌植物としての針葉樹と広京樹についていえることは， （イ〉針!l~l古？を多く食べ

ているが，Jよ応樹はあまり食べていない個体， （ロ〉広葉樹を多く食べ，ti一栄樹を全く食

べていないflt;I休， （ハ〕広栄枯jを多く食べているが，針葉樹はあまり食べていない個体の

3M~に分けることができる 3 以上のことから，丹沢山興に生息するカモンカは， 冬季の食

。［｜純物として，針葉樹を好食するのか，あるいは広葉樹を好食するのかというようなII郁子

伎の差は少ないものと惟察することができる。

また ， 木本jj~ と 草木頒について， その比率を比較すると ， 札凶、 (1 ）においては3 木本
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86 山口他・ニホンカモシカの丹内容物

第2表食餌植物の樹木と草本の比司法

Table 2. A plant ratio b巴twentrees and grasses巴atenby th巴 Japanesese1 ows. 

FUDAKAKE 1. FUDAKAKE 2. KUROKURA 1. 

Needle-leaved trees 

Broad-leaved trees 

Herbaceous plants 

3.5% 

60. 596 

36.0% 

80.9% 

3. 296 

15. 996 

0.0% 

83. 396 

、16.796 

煩， 64%，草木~vi 36%, ホlA卦 （2）においては， 木本知84.1%, 平本類 15 . 9~ぢ， 玄倉

(1 ）においては，木本類 83. 3% ， 草木~n iG. 7 ~杉となり，木本知のアラカシ，ウラジロガ

シ，ヒノキ，ツガ，スギなどの葉及び小枝が大fil）分を占めていることがわかる。このよう

に木本知の民や小枝を多く食べているという ことは， 丹沢山塊に生日、するカモシカの冬季

における採11fr.方法ーは BrowsingであるということがJ任去さされる。

①札tll、（l）および札掛（2）から少量ではあるが， ハコネシダを選出した。ハコネシ

ダは’岩場に生える；；

tじ活l或の一部にしているということをうらつ守けている G

CD玄倉 (1）から，カラスノエンドウを選出した。カラス ノエンドウは耕作地や市街地
などで普通に見られる雑辛であることから，丹沢山ちuに生日、するカモシカは，人里近くま
で行動圏を広げているという ことを惟察することができる。

③4、し掛（1）と札掛（2）の個体からは， ヒノキ， スギ， ツガ， コカンスゲ，ハコネシ

ダが共通した食餌植物として選出されたが，玄倉 (1）の個体からは，これらの食店If植物

は選出されていなし、。また，中し掛 (1）と玄倉 (1）の個体からスズタケが共通した食自q:

植物として選出されている 3 しかし，札掛（2）と玄倉（1）には共通した食削植物は皆

無である。

⑨植生と食住Ef植物の関係についてみると，丹沢山塊の高さによる他生の犬区分Ii, ilrJ負

から海抜700～9001仰の地域に，ブナをとじとする夏緑広東樹林城があり， ihj抜700～900m以

卜の地域は ， アラカシ，ウ ラジロガシなどを主とする·~；~·線広栄樹林±！！！（ と なる 。 しかし ， ；；；~·

緑広葉樹林域は大，~ti；分がy スギ， ヒノキの植林地やススキ＂，：.： l耳、を！とする若い造林地， ク

ヌギ， コナラの二次林など，八為的な植生におきかえられている》

食餌していた植物をみると， 3個体とも，アラカシ，ウラジロガシなどのカシ士山を始め，

スギ， ヒノキなどの沿線広葉樹や金｜！葉樹を多食している。以よのことから，)j沢111塊に生

息するカモシカIi，冬季においては，カシまI＇！を主とする前線広葉樹林 J或を＿Lな日q：場と し，
ウラジロガン， アラカンなどの常・緑樹の史や小枝を採食し，また，モミ林やスギ，ヒノキ

の植林地内も餌場の－却としているものと考えられる。

⑦玄倉 (1）か ら 2極のダ ニX!'.i Haemaρhysalis kitaolwi, Hamaphysalis 

megaspinosaをi釜山した。これらのダニは，いずれも Hostはシカ 3 カモシカなどの草食

以で，2 ・fl/ii体とも血液をすっていたことから，カモシカのおこなう groomingによって，

胃内にはいったものと推察できる また， 玄 f9~ ( 1〕から， ショウジョウノ4エの 1極

Dorosoρhi/a sp.の踊を選出したが，カモンカは， ショ ウジョウパエの'il,f'lc.すろよ うな

果実も食餌植物としているのではないかと型、われる。

z：玄合 (1）からビニール片のj施状を選出 した 2 飼育「｜寸のカモシカは，しばしばビニー
ル袋などをのみ込むというが，担予タトのカモシカが， ビニールのようなイ勺1'1化物をのみj今ん
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第2図 カモシカの悶より検出された内容物
Fig. 2. The plants found in th巴 contens of the 1 umen and reticulum of the Japanese serows. 

1. Tsuga sieboldii ツガ 2. Abies firma モミ 3. Chai附zecypaeis obtusa ヒノキ
4. Cry ptomeria jaρonica スギ 5. Quercus glauca アラカシ 6. Quercus salicina 
ウラジロガシ 7. Skimmia jaρonica ミヤマシキミ 8. Osumanthus heterophyllus 
ヒイラギ 9. Sasa borealis スズタケ 10. Carex spp. スゲ類 11. Adiantum 
monochlamys ハコネシダ
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88 山口他・ニホンカモシカの胃内容物

第3図 玄倉 c1）の胃より検出されたビニーノレ
Fig. 3. A piec巴 ofvinyl found in th巴 rumenof a Japanese serow. 

でいたという例は報告されていない。

まとめ

1968年から1971年にかけて入手した丹沢山塊産ニホンカモシカ Cαρバcorniscri砂川

erisρus T EMM!NCI< 3個体の胃内容物を調査した。その結果，食餌植物として10科15種を

同定した。また，植物質以外の胃内容物としてビニール，夕食ニ類2種2値l休， ショウジョ

ウパエ類の問 1個体を選出した。

植物質の同定結果から，丹沢山塊に生息するニホンカ モシカは3 カシj況を主とする常緑

広葉樹林域を冬季における主な餌場とし，アラカシ，ウラジロガシなどの葉および小枝を

採食し， また，モミ林やスギ，ヒノキの植林地も餌場の一部として活用しているというこ

とが推祭できる。そして，針葉樹と広葉樹に関しては， 嵯好度の差は認められない。

カラス ノエン ドウが同定されたが3 この植物の分布状況から判断すると， 丹沢lLr塊に生

息するニホンカモシカは， 人里近くまで行動圏を広げているものと思われる。
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スナガニ科チゴガニの後期幼生について

ネナ 問 健 作

On the Post-Larval Stage of刀yoρlaxρusillus〔DEHAAN) 

(Ocypodidae, Brachyura) 

Kensaku MURAOKA 

SYNOPSIS 

The crab, Jlyoρ’axρusillus (oE HAAN) is usually found on the tideland of 

the river-mouth and inland sea, and is distributed from Tokyo Bay to southern 

Kyushu in Japan. 

The living specimens of megalopa were obtained from the tideland of mouth 

of the river Tagoe, Zushi, Kanagawa prefecture, on August 17 in 1973. The 

megalopa have been reared in the small glass bowls immersed in dilute seawater 

until moulting to the young crab, which is identified to Ilyop!axρi,1si!lus. 

The post larval development of these specimens have been described and 

illustrated in this short report, comparing with the larvae of some other related 

crabs already reported. 

Larval features are summarized in the following. 

The size of carapace is approximately 0.9-1.0 mm in i巴ngthand 1. 0 1.1 mm in 

width. The ant巴nnulis composed of the peduncles and flag巴lla.The endopodite 

is provided with 2 setae at the tip, and unsegmented exopodite with 5 feelers at 

the lateral margin. The antenna is composed of 7 segments and the terminal 

segment has the conspicuous 3 setae longer than setae of others. The chelipeds 

are small and nearly equal. In the walking legs, the fourth pair is small, and 

the dactylus b巴ars3 or 4 car! long hairs and a few small setae along the inwards. 

Abdomen consists of 6 segments plus telson. Segments 2 to 5 bear well-developed 

bisegmented pleopocls, and in s巴gm巴nt6, uropod is absent. Setation formula for 

pleopocls 2 to 5 is 11, 12, 12, 11. Th巴巴ndopoditeof pleopods bears 3 small hooked 

hairs along th巴 innersurface. Margin of telson bears 4 setae, of which the two 

ones are locat巴don central portion. 
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90 ネミ！岡．チゴガニの後期幼生

はじめに

本ドrs産こめっきがに亜平｜〔Scopimerinae）は Seoρimerα属とJlyoρlax腐の2属が9-il

られ，これらのj高のメガロパの特徴についてはコメツキガニ Seoρime叩 globosa DE 

H AAN とチゴガニ Jlyoplaxρusillus (oE H AAN）の二種が報告されているっ このうち

コメツキガニについては，相川 (1929）は第 lゾエアの外部形態、の特徴を，八塚（1957)

は断、化したゾエアを飼育し，その令期数は5期を経てメガロパに変態することをそれぞれ

報告している。さらにi'r!J生（1958）は鎌倉市の海岸で得たメガロ パおよびそれを飼育し，

変態させた第1Htガニの特徴について報告している。またチゴガニについては，相川I(19 

29）は第1ゾエアの特徴について報告している。

筆者はチゴガニのメガロパを採集し，それを飼育し，変態させ粘ガニを得ることができ

たので，この外部形態、の特徴を報告するとともに，すでに知られているコメツキガニのメ

ガロパおよび問先lのスナガニ苧｜のメガロパの特徴とも比較をおこなった。

本文に入るに先立ち， 終始ご指導を賜わっている中殻狂！学会長澗井恒｜専士に厚 く謝意を

衣する。また採集にあたって多大なるご協力をいただいた神奈川県立三浦臨海学園員佐藤

白氏にお礼申しあげる。

材料および方法

制祭に汗JI、た材料は神奈川県逗子市の田越川河口で， 1973年8月17日に採集したもので

ある。

このメガロパは，田越川の河口では 8月から 9月にかけて，チゴガニが生息する巣孔や

その付近に多数見られ，採集も容易にできる。採集したメガロ パの－1111は水で、希釈した海

水 (1 ・ 1）の仁｜コで飼育し， 稚ガニを得た。

これらの材料はすべて50%アルコールで保存し3 そのうちの4佃休を検銑に用いた。

観察

メガ ロノミ

甲殻はメLr床をおび， Erl長約0.9～1Omm，甲l幅約1.0～1. 1仰でやや幅広い。 ！日J~J'.lはやや突

出し，二位に分かれている。眼は大きく，その長さは甲帽の.＼{iよりもわずかに短かい。

第 im~角は基自II 3節からなり，基節は丸く 大きい。沼3j;(r'iは二叉した内外！肢をそなえ，

内肢は l節で，末端に 2本の短毛が認められる。外肢は 1E!i'iからな り， その側縁には5本

の長い感覚毛と 1木の短毛をそなえている。

tl''-5 211仙角は 7節からなり，第3節には 1本の短毛を，手｝ 6節には2本の短毛をそれぞれ

そなえ，末節末端には3本の長毛が認められる。

大顎は原節と触嶺とに分かれ，触さ買の末節側縁には10数本の剛毛と数本の羽状毛が認め

られる（Fig.2, C）。

第l小顎は底節，基節，内肢とに分かれ3 底節は表面全域に微細な小林を密生し，その

側縁には 7～8本の剛毛が認められる。基節は底節よりもやや大きく， iWJ縁に多数の剛毛

と3木の羽状毛が認められる。内肢は2節で，末節に2短毛認められる（Fig.2, D)。

第2小顎は底節，基j!jf]ともやや長方形で，大きさもほぼ等しく、いずれも二葉に分かれ

ていな L ～ ~I刊行の側縁には剛モを密生する。 内肢は棒状で3 羽状毛は認められな I'o顎舟
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Fig. 1. Jlyoρlax pusillus (nE HAAN), m巴galopa,dorsal view 

1：定は側縁に50数本の羽状毛を列生する（Fig.2, E）。

第 1顎脚は底節，基節ともに剛毛をそなえ 3 底節は短かい。基節は長 く，底節のおよそ

6倍の長きである。内肢は 1節で細長く，末端近くの側縁に2木の短毛が認められる。外

肢は 2il(i］認められ，第 l節末端には2本の羽：｜犬毛，末節末端には 2本の長毛をそれぞれそ

なえている （Fig.2, F）。

第2顎脚は内外肢に分かれ，内肢は 4節認められ，＊節末端には剛毛が認められる。外

j肢は 2節で，第1節外縁には 1本の小東京を，内縁末端近くには顕著な羽状毛が 1本認めら

れ，その長さは末節とほぼ等しい。末節末端には 2本の長毛が認められる（Fig.2, G）。

第3顎！日，11は内外肢に分かれ，内肢は 5節認められ3 第 1im'j側縁には羽状毛が列生する。

木~j'.iには 5 ～ 6 本の剛毛をそなえる。 外肢は 2111'.i認められ，第 1 白j'.i末端近くの内縁には末

節の長さとほぼ等しい顕著な羽状毛が1本認められる。末節末端には3本の長毛が認めら

れる（Fig.2, H）。

主｜｜側lは左右等しL、。掌節はやや細長く，不動指は幅広い。可動指の内縁および不動指の

外縁末端近くにそれぞれ l本の羽状毛が認められる（Fig.2, I）。

歩凶lは底節の)j夏TEiに多少とも顕著なモが密生しているのが認められるが3 第 l，第2:Jj三

l山l聞のものが最も顕著である。第 1から第 3歩胸jの各指節の内縁には鋸歯はなく 3 微細な

刺！がまばらに認められる（Fig.2, J) 0 第4歩脚の 指節の外縁には短毛が認められ，内

線には 2木の短毛と r:j:i失より末端に沿って 3～ 4本の長宅を生じ，それらは先端でややカ

ーノレしている〔Fig.2, K）。

腹部は 6JI夏節と尾節からなる（Fig.2, L）。 第2腹節から第 5腹節のl医師には二叉した

腹肢をそなえている。内肢はし、ずれの腹肢も 3本の鈎毛を末端近くにそなえている。外肢

は第2腹節から第5腹節にかけて，それぞれ11,12, 12, 11本認められる （Fig.2, M,N）。

第 1 fit ガニ

甲長1.0～1. 1脚， 甲1j1ffil.2～1. 3mmていやや甲 1 11日が長い。 眼縞外l~ ＇J、さ く 認められる 。 眼柄
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c 

‘一一ーーー一ー一ーーーー一一－ーーーー』＿＿.
A,B,D. 

c. 

＇－』ーーーーーー~
E,F,G,H, 1,J,K,l,M,N. 

Fig. 2. Jlyoρlax pusillus (DE HAAN), appendages of megalopa 

A ・ antennule, B : antenna, C : mandible, D : maxillule, E : maxilla, 

F : first maxilliped, G : second maxilliped, H : third maxilliped, 

I : cheliped, J ・ third walking leg, K : fourth walking leg, L telson, 
M: pleopod of second abdominal s巴gment,N : pleopod of fifth 

abdominal segment. The bar scales represent O. 1 mm. 
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Fig. 3. Jlyoptaxρusitlus (DE HAMぜ〕， appendagesof first crab. 

A dorsal view of first crab, B : antennule, C : antenna, 

D . mandible, E : first maxilliped, F . second maxilliped, 

G third maxilliped, H ・ cheliped, I . third walking leg, 

J : fourth walking leg. The bar scales represent O. 1 mm 

は細長く，fl艮務外歯よりもやや突出するD 甲殻側縁には微細な羽状毛が列生する（Fig.3, 

A）。

第111虫角は内肢1節で，末端に2短毛認められる。外肢は2節て1 5本の感覚毛と 1本
の短モがある （Fig.3, B）。

出2月以f:cJは6節で末節に2短毛生じる （Fig.3, C）。
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Table 1. Distinctive features of megalopa of two species, Scop1merinae 

Species 

Carapace 

length 

W』dth

Depression for reception 
of last leg 

Antennule 
endopodite 

exopodite 

Antenna 

Maxillule 

coxal endite 

endopodite 

Maxilla 
endopodite 

First maxilliped 
endopodite 

exopodite 

Second maxilliped 

exopodite 

Third maxilliped 

exopodite 

Jlyoplαx pus illus 
(present work) 

0.9-1.0 mm 

1.0-1.1 mm 

Smooth 

1 segment, 2 short hairs 
in distal portion 

1 segment, 5 aesthetascs, 
1 short hair 

7 segments, 3 terminal 
hairs 

Numerous spinules on 

surface 

Scopimerαglobosα 
(Gamo, 1958) 

1.1 mm 

1.2 mm 

Smooth 

1 segment, 2 short hairs 
in distal portion 

2 segments, 5 aesthetascs 

7 segments, 2 terminal hairs 

Not desc1・ibed

2 segments, 2 terminal hairs 2 segments, 2 terminal hairs 

No setae No setae 

2 short setae Unarmed 

2 hairs in distal segment, 2 hairs in distal segment, 

2 plumose hairs in proximal 2 plumose hairs in proximal 

2 hairs in distal segment, 

1 seta and 1 long plumose 

hair in proximal 

3 hairs in distal segment, 

1 long plumose hair in 
proximal 

2 hairs in distal segment, 

1 long plumose hair in proximal 

2 hairs in distal segment 

Cheliped No tooth on inner margin No tooth on inner margin 

of fingers of fingers 

Fourth walking leg 3-4 long hairs in dactylus 

Pleopods (second to fourth 

abdominal segments) 

endopodite 3 small hooked hairs 

exopodite 11,12,12 natatory hairs 

Pleopod (fifth abdominal 

segment) 

endopodite 

exopodite 

Uropod 

Telson 

3 small hooked hairs 

11 natatory hairs 

Lacking 

4 marginal spinules 

5 plumose hairs in dactylus 

3-4 small hooked hairs 

17-19 natatory hairs 

3 small hooked hair・5

15 natatory hairs 

Lacking 

2 marginal spinules 
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大顎は]Jl(jfi'i長方形て1 その内縁は歯状で，指の側縁には多数の剛Eが生じている （Fig.

3, D）。

第1顎l出lは基ii!i'iの剛毛および小椋が地加し，内肢は内縁に羽状毛が密生する。外肢は2

節で， 各臼ij'jに羽状Eを有する（Fig.3, E〕。

tfj 2強制！は内肢5節認められ，j走行I）の2fi!f］には内縁に羽状毛を多数イ1している。外肢は

2節で， tr・;1 fi!j］外縁には羽状毛を生じ，内縁には末端近くにメガロパ期同機顕著な羽状毛
が1木認められる（Fig.3, F）。

第3顎l附lは内肢の長節末端近くに2本の長い羽状毛を生ずる。外IJ支は2節で，第l節外

縁に数本の羽状モが認められる（Fig.3, G）。

紺l山lおよび少脚は成休の特徴をそなえているが， 各歩l凶！の長自i'iにある鼓膜（Tympana)

はまだ駅手？ではない。第4歩脚の指節内線には， メガロパ期に認められた長毛は消失する

(Fig. 3, H, I, ］） 。

むすび

本報告のメガ ロパと鎌倉産のコメツキガニのそれとの特徴を比較すると，甲殻の長さや

幅，第l触角外肢の感覚も数．第2fj~！角の節の数， 第 2 小顎内肢の；以E， 腹肢の内肢にみ

られる鈎E数，第6jj夏節の尾肢の欠如等は全く一致している。さらに甲殻側縁には第4歩

！仰を収めるくぼみはな く ， 第 1 歩！日~） と第 2 歩加の腹面には毛が密生， 第 4 歩脚指節に特殊

な長Eが生じている。第2顎！日1lの外股trnlrrj末端近くに認められる 1本の長い羽状毛など
も同一である（Table.1）。

相違点としては， 第1似！角の外肢の長l'iMc, J度肢の外l伎の羽状E;数等をあげることができ

る。その他には，触角や顎脚の株毛数にやや相違がみられる。このうち，腹肢の外肢の羽

状E数は第5IJ!.i:節では， チゴガニのメ ガロパで11本，コメツキガニで15木と顕著な相違を

示し， i也の第2～第4腹ifr!のIJ夏11支においても 3 その羽状主数は相違している。

これらの特徴から 3 本報告のメガ ロパは基本的には問主｜！のコメツキガニのそれと比較し

てかなり一致するといえる。

さらに3 これら両極のメガロハの特徴と，既報のすながに平｜のメガロ パの特徴と比較し

てみると，すながに亜不｜の Uca,Ocyρoda，おさがに亜科の Parαc!eistostomα属のメ

ガロパではt(H1J大脚指節にそなわる数本の長い感覚毛 (feelers）はその末端にすべて生じ

ているο さらに Ocy.'Jada, Paraclei:;tostomaの両if}；のメガロパでは第6Jj隻節に尾！肢を

そなえているなどは2 こめっきがにfffirlのメガロパと比較して最も顕著な相違点としてあ

げられる。

またl自l伎の内肢の鈎E数や第2触角のj治の長さや数なども比較するうえでは重要な特徴

としてあげることができる。

第 1lflガニの甲殻はかなり成体に紅l似するが， fJIJ'?iMfllや眼刺の長さはむしろメガロパに

j互い形態を〆J~ し ている 。 un 触角およ び；；g 2 触角ではj~j〕の増減が認められる 。 顎脚におい

ても大きな変化はなく ，内外肢の側線や木端の一林毛数のよ円加がみられる。第4歩j仰の指fuf]

には メガロパWJにみられた特妹心：じは消失してL、る。

これらの特徴の変化はコメツキガニのi;fl1惟ガニと比較してみても全く一致している心

また，1dlj陀の稚ガニを識別するうえでは巾殻の形，主i=llU1lの不動指と可動指の歯の有無，

歩Jll1l長自i'iにそなえてL、る以肢の発！f'EIU止などの柱｜違があげられる。
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